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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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丈途と来夏＠別れの夜







『さようなら丈たけ途とくん……。吹音、あなたのこと、絶対に忘れないから。──鳴なる唐から吹ふく音ねより』


『丈途、僕を置いて三組からいなくなるなんて……酷ひどいよ……。──円えん修しゆう律りつより』


『新天地にかわいい女の子がいたら紹介しなさいよ。──霧む線せん蘭らんより』


『……その……私が贈おくった写真、有意義に使え。──名めい機き来らい夏かより』





　……部屋の机には、別れの言葉がつづられた色紙が飾かざられている。クラスメートたちがぼくへ贈った物だ。まさか、自分がこういう物を贈られる立場になるだなんて想像もしていなかった……。


「いきなりすぎるよ、こんな別れ……」


　──そう。ぼくは……クラスを出ていくことになったのだ。そして、とある別クラスへと編入する。我ながら唐とう突とつな話だと思う……。いまだ気持の整理もついていなかった。


　ぼく自身にとっても寝ね耳みみに水だったのだから、クラスのみんなにとっては不意打にひとしい出来事だろう。なぜならみんなは、ぼくのもうひとつの学園生活を知らないのだから……。





『閃ひらめき新しん聞ぶん』





　机の端はしへと目をやり、そう題された学園新聞を見つめた。この新聞は……ぼくが、新聞同好会に入って作った物なのだ。


「でも、なんで新聞作りに関かかわってクラスが替かわるはめになるんだよ……。無む茶ちや苦く茶ちやすぎるよ……」


　頭を抱かかえていると、ふと、色紙の横に置いていた一枚の写真が目に入る。


　ぼくはその写真を手に取ると、目の前に掲かかげた。


「来夏、どうしてぼくにこんな写真を渡わたしたんだろう？」


　その写真にはジーパン姿のスレンダーな女の子が写っていた。ぼくにこの写真を贈った張本人、名機来夏である。


　彼女は写真の天才で、人の醜みにくい瞬しゆん間かんを撮とることに情熱を燃やしている子だ。そんな来夏が……写真の中でジーパンに手をかけて少しおろし──純白パンティーをちら見えさせている！　しかもそのパンティーには、ウサギさんの絵がプリントされていた!!


「……どんな神経してたらお別れに自分のパンチラ写真を贈るんだ……？　来夏、意味わからなすぎだよ。しかも色紙に『有意義に使え』って書いて……使い道なんて、ひとつしか思い浮うかばないんだけど……」


　──ごくり。


「いいんだよね……？　有意義に使えってことだし……」


　この閃ひらめき学がく園えんは〝天才〟と呼ばれる者だけが入学を許される全ぜん寮りよう制せいの私立高校だ。才能の分野は問わず、クラリネットや数学やプログラミング……果ては紙かみ芝しば居いや怪かい盗とうまで、様々な天才が集まっている。そしてぼく──芥あくた川がわ丈途は、この学園にポルノ小説の才能で入学していた。高校生にして新聞の小説連れん載さいを抱えており、世間では三十五歳になる男性作家の芥川竹たけ人ととして通っている。


「そんなぼくにこんな写真を渡したわけだから……当然、どう使うかわかってるよね？」


　ぼくは写真に向かって確かく認にんするようにつぶやく。そして、机の上に原げん稿こう用紙とシャープペンシルを用意すると……ウサギさんパンティーを食い入るように見つめた。












「ほら、そのパンティーにプリントされたウサギさんみたいに、ピョンピョン跳はねてみなよ」


　ひとけのなくなった放課後の教室。そこでぼくは、椅い子すに座ったままひとりの女の子を自分の上にまたがらせていた。彼女はジーパンを脱ぬいでパンティーとシャツだけの姿になっている。そして、ぼくの上で純白のパンティーがくしゃくしゃになるほど腰こしを振ふっていた。普ふ段だん勝ち気な彼女に似合わぬ、男に媚こびる姿……。


「ウサギって寂さびしいと死ぬって言うけど……誰だれかに構って欲しいのかい？」


「あっ……はぁ……馬ば鹿かを言うな。そんなこと……んっ……！」


　彼女は自分の腰の動きで感じてしまい、喘あえぎを大きくしてゆく。感じるほどに腰の動きは艶なまめかしくなり、それに合わせてパンティーがだらしなくしわを増やしていた。


「やっ……はぁっ……あぁ……」


　本気になってきたのか、彼女の腰はさらに激しさを増す。少しずつ汗あせをかき始め、ぼくにかかる吐と息いきも熱を帯び始めた。


　──そろそろ頃ころ合あいかな？


　ぼくは彼女の腰に手をやり、一度立たせる。そして腰を振りすぎたせいでしわだらけになったパンティーをつかむと、一気におろし──。












　──ガサッ！


「な、なんの音!?」


　突とつ然ぜん、寮りようの近くに生えていた木から大きな音がする。慌あわてて外の夜よ闇やみへ目をこらすと──女の子がいた！　ジーパンをはいたスレンダーな子で、木の枝にまたがってこちらへカメラを向けている！


「ら……来夏!?　なんでそんな所にいるの!?」


「……ちっ。見つかってしまったな……」


　彼女は舌打ちするとカメラをさげ、ぼくを見つめる。そして言いづらそうにしばらく口をもごもごとさせていたが……やがて意を決したように頷うなずくと、少しだけ頰ほおを染めつつうつむいた。


「その……私の写真を使っていてくれたのか？」


　──ギクッ！


「わ、私のあられもない姿を見て……ポルノ、書いてたんだろ？」


「そ、それは……」


　──言えるわけないよ！　そりゃ来夏が「有意義に使え」ってくれた写真だけど……エッチな妄もう想そうしてた姿を本人に見られてたなんて、すっっごく恥はずかしいんだけど!!


「ぼ、ぼくのことなんていいだろ！　っていうか来夏、なんでぼくの部屋をのぞいてるんだよ!!」


「最後の見納めに写真でも撮りに来たのさ」


「見納めって……そんな、一生会えなくなるみたいに言わないでくれよ……」


「そうは言わないが、それにしたってお前のクラス替がえは降って湧わいたような話だったろ。だいたいお前が編入するクラス、聞いたこともない所じゃないか。正直、びっくりしたぞ」


　ぼくだって編入先についてはいまだ戸と惑まどっている。まさか、新聞同好会に関かかわったせいでこんなことになるだなんて……想像もしていなかった。


「なんでこんなことになったのか、ちゃんと教えてくれないか？」


　来夏が、真しん剣けんな瞳ひとみでぼくを見み据すえて聞いてくる。


「……わかったよ。ちゃんと説明しないと納なつ得とくできないよね」


　ぼくは来夏の言葉に頷くと、机に置いていた閃新聞を手に取る。そして、どこから話そうかしばし考えた。


「……まずは、どうやって新聞同好会ができたかってところから話すよ。才能テストが終わったあとのことだけど……思い返してみれば、あの同好会は最初から無む茶ちや苦く茶ちやだったな──」
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「あなたのポルノ小説の才能、新聞同好会で活いかしなさい」


　学校の廊ろう下かを歩いていると、急に後ろから声をかけられた。振ふり返るとそこには、身の丈たけはあろうかという革かわ張ばりの棒を手にした女の子が立っている。……そして、なぜか両りよう脇わきにスーツとサングラスという怪あやしすぎる姿をした外国人をひとりずつ──計ふたり──従えていた。


「あの……どちら様ですか？」


「あたくしは新聞同好会の部長ですわ」


「その両脇にいる、やけに体格のいいおふたりは？」


「あたくしのＳＰですわ。白人っぽい男がロッキー。黒人っぽい男がブレイドと言いますのよ」


　ＳＰたちは紹しよう介かいされても無表情なまま直立不動で立ち続けていた。


　……ＳＰ連れて登校なんてして、いいの？


「で、芥川丈途さん。あたくしに力を貸してくださいますわよね？」


　目の前の女の子は疑問形で喋しやべってはいたが、まるでぼくが協力するのが当然であるかのような口調だった。いきなり知りもしない人から「あなたのポルノ小説の才能、新聞同好会で活かしなさい」だなんて言われても、まったく話が見えないのだが……。


「一応、お名前だったり学年や組だったり才能だったりお聞きしてもよろしいでしょうか？」


「あたくしのことは〝部長〟とお呼びなさい。それ以外はご想像にお任せしますわ」


　女の子はやけに自じ慢まんげに言い放つと、ハイヒールをカツッと鳴らして廊下を踏ふみしめた。


　──って、ハイヒール!?　っていうか……部長!?


　一見すると、女の子は紫むらさきのワンピースドレスというこの学園の標準的な制服を着ているようだったが……よく見ると、材質がどう考えてもレザーとしか思えない光こう沢たくをしていた。しかも胸むな元もとのスカーフをとり、自身の大きな胸を強調するかのようにちら見えさせている。そしてハイヒールと革の棒……。その姿はまるで、女王様がボンデージを着ておしおき棒を持っているかのようであった。


「ぼくの想像だと、きっとＳＭの才能で入学──」


「んなワケないでしょ!!」


　──ビシィィィ!!


　ぼくが喋った瞬しゆん間かん、女の子は身の丈ほどもある革の棒を廊下の壁かべに叩たたきつけ、思いっきりツッコミを入れた。


　……どう見ても女王様だし……。


　閃学園に通っている以上、彼女もなにかしらの才能を持っているはずだ。ちなみにぼくはポルノ小説の天才だが……書いているのは十八禁のポルノではなく、芸術であるポルノグラフィーである。当然、ぼくは芸術にたずさわる人間なので決して普ふ段だんからエッチということはなくむしろ純情純じゆん朴ぼく一直線で──。


「丈途くん！　貸してもらった本に、こんな物がはさまってたんだけど!!」


　不意に女の子の怒ど声せいが聞こえる。顔を向けると、そこにはアイドルと見まがうかわいい顔をした女の子が立っていた。制服を着てはいるが、彼女はスカーフのかわりにハートのペンダントをつけ、胸元からは大きなリボンを垂らしている。


「謡うた江え……どうしたの？」


　彼女は園その声こえ謡江。歌の才能でこの学園に入学した子だ。その美び貌ぼうと美声で学園のアイドルになっている。


「丈途くんっ!!　ちゃんと説明して!!」


　謡江はなぜか怒おこりながらぼくの目の前に一枚のカードを突つき出してきた。よくよく見るとそれは……エロ写真で作られたトランプだった！


　──ま、まずい!!　トランプの数が合わないと思っていたら、本にはさまっていたのか!!


「丈途くん！　これ、トランプってことは、最低でもあと五十二枚はエッチな写真を持ってるってことよね!?」


「い、いや、それは……」


「私……凄すごくショック。丈途くんはエッチな小説を書いてるけど、心の内には情熱的なものを秘ひめてる素す敵てきな人だと思ってたのに……これじゃあただのスケベと変わらないじゃない!!」


「し、資料なんだ！　資料!!」


「資料もなにも、これって十八禁でしょ!!　私たちまだ高校一年生じゃない!!」


「う……それは……」


「──ちょっと！　そんな話はいいから、早く新聞同好会に入りなさい!!」


　ぼくと謡江が揉もめていたところへ、部長と名のる女の子が痺しびれを切らしたように割りこんできた。謡江の嘆なげきと部長の勧かん誘ゆうが同時にぼくへと押し寄せ、もう、なにがなんだかわからない状じよう況きようになってしまう。


「な、なんでこんなややこしいことに!?」


　ぼくが謡江と部長を交こう互ごに見やって固まっていると、休み時間の終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴り響ひびいた。──チャンスだ!!


「ぼく、授業があるから！　じゃあね!!」


　謡江と部長がわめく中、ぼくは逃にげるようにしてその場を駆かけ去った。








「それにしても今日の昼に会ったあの子、強きよう烈れつだったな……」


　授業を終えて寮りように帰ったぼくは、学校で会った女王様っぽい女の子のことについて考えていた。


「急に新聞同好会へ入れって言われてもなぁ……」


　普ふ通つうに考えればあの女の子は新聞に関かかわるなにかの才能を持っているはずだが、あの外見で新聞関係の才能というのもいまいちピンとこない。


「ま、どちらにしろＳＰはいらないよな」


　閃学園は山中にあり、敷しき地ちの周りは柵さくで囲まれているうえに出入口には守衛さんまでいる。不ふ審しんな者など侵しん入にゆうできるはずがなかった。


「名前は確か、白人っぽい男がロッキーで黒人っぽい男がブレイドだったな」


　ＳＰを雇やとえるくらいだからきっとお金持ちの子なのだろう。なぜか、制服をわざわざレザーのボンデージ風に変えてたし……。


　ぼくは苦く笑しようすると、小説を書いてそれからの時間を過ごした。そして、夜がふけた頃ころになると眠ねむりにつく。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　寝ね入いってからどれくらい経たった頃だろう。ふと、なにかの気配を感じて目が覚めてしまった。だがぼくは部屋にきちんと鍵かぎをかけて寝たのだ。なにかの気配がするなどおかしな話であった。不思議に思ってベッドから起き上がると──。


　ベッド脇わきに、今日の昼に出会った女王様のような女の子──部長──がたたずんでいた。


「えぇぇぇ!!　な、なんでこんな所に!?　っていうかどうやって男子寮のぼくの部屋に!?」


「ごめんなさい。あたくし、殿との方がたへお願いすることに慣れておりませんの……。昼間はその、ちょっと失礼を致いたしたかもしれませんわ。謝りたくてお邪じや魔ま致いたしましたの」


　部長は昼の態度とは打って変わってしおらしく頭をさげてくる。


　……なんだ。普通に話すこともできるんじゃないか。こうやって見れば結構かわいいし──。


「──じゃなくて、どうやってこの部屋に入ったの!?」


「べつに、普通にお邪魔しただけですわ」


　部屋の入口に目をやると、ブレイドと呼ばれていたＳＰが針金を手に口の端はしを上げている。


「思いっきり鍵を開けて侵入してるじゃないか!!」


「鍵を開けて部屋に入るのは普通でしょ？」


「いや……そうだけど……違ちがうだろ!!」


　部長は肩かたをすくめると、身の丈たけサイズの革かわ張ばりの棒を両手で持って広げた。……って、棒を広げた!?


　驚おどろいて見ると、ぼくが今まで棒だと思っていた物は革張りのノートを丸めた物だった。部長はノートのページをめくり、なにかの内容を確かく認にんしている。


　それにしても……身の丈サイズのノートって一体……。


　部長の才能が益ます々ますわからなくなってきた。


「ふぅん。そういうことでしたの。なるほど……」


　部長はノートを眺ながめて納なつ得とくしたように頷うなずいている。


　……よくわからないが、この子と関わると恐おそろしく危険な気がする。いきなりぼくを新聞同好会に勧誘してきたり、いきなり夜中にぼくの部屋に侵入してきたり……。


「ふむふむ。でもこの記述は実際に会ってみると──」


　部長はいまだノートを眺め入っていた。


　ぼくは今のうちに逃げようと、こっそりベッドからおり始める。問題は入口にいるＳＰをどうするかだが、隙すきを突ついて脇を走り抜ぬけるしかないだろう。


　しかしそっと足を踏ふみ出した瞬しゆん間かん、ぼくは布ふ団とんに爪つま先さきを引っかけて体勢を崩くずしてしまい、そのまま部長にのしかかって倒たおれてしまった。


　ふわりと漂ただよってくる、フローラルな香かおり……。多分、部長の香こう水すいの匂においだ。


　へ、へぇ……。なんか、大人っぽいな……。


「──きゃぁぁぁぁぁぁ!!」


　室内に部長の悲鳴が響き渡わたった。


　ま、まずい！　なんか、ぼくが部長を襲おそってる感じになってる!!


　直後、ブレイドとロッキーと呼ばれていたＳＰが部屋に駆け入ってきた。ロッキーがぼくをはがいじめにし、ブレイドがどこから取り出したのか刃は物ものをこちらの首筋に当ててくる。


「小こ僧ぞう、死ぬか？」
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　ブレイドと呼ばれたＳＰが、表情を一いつ切さい変えずに聞く。


「少年、命は大切にしておけ」


　ロッキーと呼ばれたＳＰが、憂うれうように言う。


「ご、ごめんなさい！　違うんです！　ちょっとつまずいちゃって……ただのアクシデントなんです!!」


「ほう……アクシデントだったら誰だれを襲っても許されるってわけだな？　なら俺がこのソードブレイカーでお前を襲っても──」


「おやめなさい。ブレイド、ロッキー」


　部長は立ち上がると、気を取り直したようにこちらを見み据すえてきた。ブレイドは渋しぶ々しぶといった感じでぼくの首筋から刃物を離はなし、ロッキーは「おいら、少年の命が消えるのは気が重かった」とぼくを解放する。


　突とつ然ぜんの死の予感とそれから逃のがれた安あん堵ど感かんで、完全に脱だつ力りよくしてしまった。うなだれる中でブレイドの刃物に目をやるとその形状の特とく殊しゆさに気づく。三十センチメートルほどのナイフのような形をしていて、峰みねの部分がギザギザになっていた。とてもＳＰが持つような類たぐいの武器には見えない。


　……これが、ソードブレイカーか……。


「あなたの小説、読ませて頂きましたわ。初めて見るタイプね。底の知れない殿方って……嫌きらいじゃありませんわ」


「は？　なんの話を──」


「ちょっと……性せい癖へきに難があるようですけど」


　部長は顔を赤らめると「では本題に入らせて頂きます」と言い、ぼくのベッドに勝手に座る。


「実は……新聞同好会は、まだ発ほつ足そくされておりませんの」


「それじゃあ、今からつくるってこと？」


「そうですわ。メンバーも、まだあたくししかおりません……」


　部長はそう言うと寂さびしそうに目を伏ふせ、少しだけ肩を小さく丸める。


「あたくし……今の腐ふ敗はいしたジャーナリズムが許せませんの」


「腐敗？」


「ジャーナリストは本来中立の立場であるべきですのに、政財界の圧力に屈くつして報道を曲げるジャーナリストが出始め、報道がただの娯ご楽らくと変わらぬ扱あつかいを受けつつある現状……あたくし、歯がゆくてなりませんの。ジャーナリストがジャーナリズム精神さえ忘れなければこんなことにはなりませんでしたのに……。だからあたくしは、あたくしが信じるジャーナリズムで皆みな様さまに〝事実〟をお伝えするため、新聞同好会を設立しようと思いましたの」


　部長は相変わらず肩を小さく丸めたままだった。心細い……のだろうか。ちょっと派手な子だったので面めん食くらっていたが、女の子ひとりで同好会をつくろうとしているのだ。心細くて当り前なのかもしれない。


「それで……丈途さん」


「なに？」


「新聞同好会を正式に発足させるには、創刊号の売上部数が全生徒数の七割を超こえていなければなりませんの。学園側から……そう言われまして……」


「同好会の人数じゃなくて部数ってところがこの学園らしいね」


「そこで、文才を持つ丈途さんに協力して頂きたかったんですの。もちろんただとは言いませんわ」


「いや、ぼく、お金なんて──」


「創刊号が成功し、新聞同好会が見事発足された暁あかつきには、その……なんと言いましょうか……あ、あたくしのこと、ポルノのモチーフにしてもよろしいですわよ？」


　部長はそう言うと、頰ほおを赤く染めてこちらから顔をそらしてしまった。


　な……なんだって!?　今、なんて言った!?


「……あたくしじゃご不満？」


　ぼくはベッドに座る部長を思わず見やった。レザーの制服から溢あふれんばかりの胸。ワンピースの裾すそからのびる張りのある太ふと股もも。高校生にしてハイヒールをはきこなす大人びた雰ふん囲い気き……。


　──ごくり。


　知らず生なま唾つばを呑のんでしまった。


　……あくまで、あくまで部長のジャーナリズムに共感しただけなんだ。べつにポルノを書く際に色々と協力してもらおうだなんて下心はないし、純じゆん粋すいにジャーナリズムに共感して──。


「丈途さん、どうなんですの？」


　部長の、妙みように艶なまめかしい声が響ひびく。


「ぼく……部長のジャーナリズム精神に感動しました！　ぜひ協力させてください!!」


「では、契けい約やく成立ですわね」


　そう言って部長が向けた微笑ほほえみは、ぼくの胸を一気に高鳴らせた。












「編集長、あたくし、もうこれ以上の記事なんて書けませんわ……」


　女は革かわのジャケットを脱ぬぐと、ハイヒールを鳴らして自分のデスクまで歩き、力ちから尽つきたように座った。ずいぶんと書き直させたが、今のレベルではまだ雑誌に載のせるわけにはいかない。


「お前の記事は上っ面つらばかりで、まったく対象に踏ふみこんでないんだ」


「でもあたくし、これでもかなり調べて書きましたのよ。もう、無理ですわ……」


　女はデスクに突つっ伏ぷして泣き出してしまった。夜もふけてきたため、もうフロアには誰も残っていない。女は俺以外に見られていないためか、涙なみだを盛大に流しているようだった。


「もう帰っていいぞ。後は俺がやる」


「帰りません……帰ったって、どうせひとりで泣いてるだけですわ。ここで泣き疲つかれたら、また書きます」


　その言葉に、頼たよるような媚こびるような、誘さそいのようなものを感じた。俺は女のデスクの前まで行くと、普ふ段だん革のジャケットで隠かくれている女の大きな胸に目をやった。その大きさとは対照的な、ハイヒールをはきこなす細い足首にも目をやった。


「もったいないな。お前に男がいないだなんて」


「あたくしが寄せつけないだけですわ。でも、その、編集長みたいに頼れる方でしたら……」


　俺は女に最後まで言わせず、強ごう引いんにその唇くちびるを奪うばった。「頼れる」と言われてしまったのだから、俺がエスコートするしかないだろう。


「んふっ……あっ……あたくし、こういうのしばらくご縁えんがなくて、その……あっ──」


　俺は黙だまって女の胸に手をやると、その大きな膨ふくらみをかき回すように動かす。


「やっ……嫌いやですわ、編集長。あっ……もっと、優やさしくして……」


「そういうのは一人前になってから言うんだな」


　女の服を一気に剝はがし、ブラジャーごしに大きな胸を見つめた。


「そんなに見ないでください……。恥はずかしいですわ」


「ずいぶんと誘い上手なくせに、よく言う」


「でも、最近ごぶさただったのは本当ですわ」


　俺は女の上半身をデスクにうつぶせて押しつけ、その大きな胸を圧あつ迫ぱくした。


「きゃっ……へ、編集長？」


「たまってた分、ちゃんと愉たのしませてやらないとな」


　俺はそう言うと、女の胸をデスクに押しつけながらすり動かし、じっくりともてあそぶ。


「や……あっ……編集長。これ以上本気になるとあたくし、もう仕事どころじゃありませんわ──」












　……カッカッカッカッカ……。


　階段をくだる部長の後につき、ぼくも歩みを進める。階段の両側は壁かべで、天てん井じようも低い。閉へい鎖さ的な空間のせいか、部長がハイヒールで階段を踏む音が小気味よく鳴り響いていた。


「──っていうか、なんで学園の校舎に地下室があるの!?」


「無知とは罪ですわね」


「そういう問題じゃないだろ!?　絶対にみんな知らないし!!　しかもその地下室がまだ発ほつ足そくされてない新聞同好会の部室って……なんかツッコミどころが多すぎて、どこから突っこんだらいいのかわからなくなるだろ!?」


「気にしないことですわ。──あっ、着きましたわよ」


　部長の前に、鉄製の重々しい扉とびらがあった。その扉にはノートの切れ端はしが大おお雑ざつ把ぱにテープ付けされている。サインペンでなにか書かれているようなので部長の肩かた越ごしにのぞくと──。





『新聞同好会』





「明らかに『さっきテキトーにつけました』って感じの表札じゃないか!!　どう考えてもおかしいだろ!?」


「失礼ね。看板とお呼びなさい」


「いや、呼び方が問題なんじゃなくて……この部屋、なんか凄すごく怪あやしいんだけど!?」


「……あたくし、度胸のない殿との方がたって嫌きらいですわ」


　部長は冷たく言い放つと扉に手をかける。


　……っていうか今〝度胸〟って言った気が──。


　ぼくは段々と開かれる扉を恐おそる恐る眺ながめ入った。やがて完全に扉が開かれると、無造作に置かれた銃じゆう・弾だん薬やく・無線機器・地図などが目に入る。部屋の広さは教室と同じくらいだが、やけに土つち埃ぼこりにまみれていた。


「このレジスタンスの基地みたいな部室……なんだよ!?」


「あら、いいこと言いますわね。ペンは剣けんよりも強し。ジャーナリストたるあたくしたちが体制にペンで起こす革命……。まさに新聞同好会の部室はレジスタンスの基地ですわ」


「だったら銃とか弾薬とか部室にいらないよね!?」


「嫌ですわ。レプリカに決まってるじゃありませんの」


　部長は呆あきれたように言い、部室の中へと入ってゆく。ぼくはいまだ部室のレジスタンス的雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされながらも、部長の後について中へと足を踏ふみ入れた。


「しかしよくできたレプリカだね」


　ぼくが銃を手に取ると、ブレイドが突とつ然ぜん「素人しろうとが触さわるんじゃねぇ!!」と飛びついてくる。


「え？　でもこれ、レプリカなんでしょ？」


「ちっ……これだからガキは嫌なんだ。レプリカということになってるってこともわからねぇのか！」


　……レプリカということになってる……？


「って……えぇ!?　これ、まさか本物の──」


　そこまで言うと、急にロッキーから口をふさがれてしまった。


「少年。言葉には気をつけろよ」


　ぼくはロッキーに口をふさがれたまま必死に頷うなずく。その様子を見てブレイドは「ちっ……」と舌打ちすると、ぼくから銃をもぎ取って元の場所に戻もどした。


「さぁ、部室見学もすみましたし、いよいよ閃新聞創刊へ向けて動き出しますわよ」


「……そんなあっさりこの部室について流されても困るんだけど……。っていうか新聞の名前が閃新聞って、そのまんまだし……」


「失礼ですわね。この学園の名前の由来である天才の閃ひらめきに準じた、素す敵てきな名前じゃありませんか。それに部室がどうのこうのだなんて小さいことを気にしていては、閃新聞の創刊号を成功させるという大任は果たせませんわよ」


「……そういえば、創刊号ってどんな内容でいくの？」


「創刊号は売上部数を伸のばす必要がありますから、今回は読者に歩み寄った内容に致いたします。特集内容は──〝今、閃学園で話題のアイドルに迫せまる〟ですわ」


「……ジャーナリズムを熱く語ってた割に、ずいぶん俗ぞくっぽい内容だね」


「すみません……あたくしも辛つらいんですの。でも、創刊号ばかりはどうしても売らないと……あたくしも苦く渋じゆうの選せん択たくでしたの」


　部長はそう言うと部屋の中央に据すえられていた机に手をつき、悔くやしそうに涙なみだを滲にじませていた。


「ぶ、部長！　大だい丈じよう夫ぶだよ！　同好会さえ設立されれば、部長のジャーナリズムを全力で閃新聞にぶつけられるじゃないか！　創刊号は……その内容でがんばろう!!」


「丈途さん……お優やさしいのね。そのお優しい丈途さんに、インタビュアーという重要なポジションをお任せしたいと考えているのですが……お受け頂けますでしょうか？」


「もちろんさ!!」








　放課後の教室。何名かの生徒たちが残る中、ぼくと部長は机をはさんで謡江と向かい合っていた。


「……丈途くん。どうしてその女の人と一いつ緒しよにいるの？」


「いや……ちょっと色々あってさ……。新聞同好会に協力することになったんだよ」


「同好会って……メンバーは丈途くんとその女の人だけみたいじゃない」


　……うっ。痛いところを突ついてくる……。


「丈途くんってやっぱり経験豊富でいろんな女の人とすぐに仲良くなって私のことなんてただの子供くらいにしか思ってなくて──」


「違ちがうってば！　むしろぼく、女運ないし!!」


　ぼくが謡江に対してこうも色々と言いつくろうのには理由があった。ぼくは前に、この学園独特のテストのせいで死にかけたことがあったのだ。そのとき謡江は自らが傷つくのもかえりみずぼくを助けてくれた。それ以来、ぼくと謡江はなんというか……ちょっといい感じだったりするのだ。


「──謡江さん。ではそろそろ取材を始めてもよろしいでしょうか？」


　部長はぼくと謡江のやりとりを完全に無視して、こちらになにかの用紙を差し出してきた。


「部長、これはなんなの？」


「インタビュー内容が書いてある紙ですわ。インタビュアーは丈途さんでしょ？」


「え？　あぁ……まぁ、そうだけど……」


　よく考えたら、ぼくはインタビュー内容について一いつ切さい聞かされていない。だが紙に書かれた内容を読み上げればいいだけなら問題はないと思った。それに、謡江に部長との仲を変に疑われている今、うまいことこの場をごまかせそうで助かる。


「──それではまず、歌の天才たる謡江さんの美声を披ひ露ろうして頂けませんか？」


　ぼくが唐とう突とつにインタビューを始めると、謡江は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったような表情を見せる。だがこれ以上ぼくを問いつめることをあきらめたのだろうか、やがて大きく息を吸いこむと、流行はやりのバラードを歌い始めた。


　男女の切ない恋こいを表現した歌……。まだ教室に残っていた者も思わず聞き惚ほれ、雑談をやめるほどの美声だった。中には瞳ひとみを潤うるませて聞いている者すらいる。きっと、謡江の歌が過去のほろ苦い思い出を蘇よみがえらせたのだろう。


　部長は持っていたカメラで謡江が歌う姿や教室で涙ぐんでいる生徒たちを撮とっていた。


「──ありがとうございます。では続いて、アップテンポも披露して頂けると嬉うれしいんですが──って、えぇ!?」


　ぼくは驚おどろいてインタビューの用紙を見つめる。


「部長！　謡江は今歌ってきっと疲つかれてるだろうし、もうここら辺でやめておこうよ!!」


「いえ、歌って頂きましょう。ちゃんと聞かないと丈途さんが記事にできませんわ」


「部長はなにも知らないからそんなことを──」


「いえ、あたくしは存じております」


　部長はそう口にすると「ではあたくし、少し所用がありますので失礼致します。謡江さん、歌の方は丈途さんにお聞かせくださいませ」とにこやかに去っていった。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　辺りに流れる、微び妙みような沈ちん黙もく。


　次の瞬しゆん間かん、教室に残っていた生徒全員がその場から逃にげ出した。


「みんな待ってよ！　ぼくをひとりにしないで!!」


　叫さけんでももう遅おそい。この教室には今、ぼくと謡江しか残っていなかった。


「……ふたりっきりね」


「そ、そうだね……」


「せっかくだし、丈途くんだけのために歌っちゃおっかなぁ」


　謡江は頰ほおを染めると「あなたが前にカラオケで歌ってた曲よ」と微笑ほほえむ。


「いや、待っ──」


　歌を止めに入ると同時に、謡江は口を開けてしまう。その刹せつ那な、教室に超ちよう絶ぜつ高周波が響ひびき渡わたり、窓ガラスがあと一歩で割れそうなほどの異常な振しん動どうを始めた。


「──ぐぅごぉふぐっ!!　た、助け……」


　謡江はアップテンポを歌うと超ちよう越えつ的音おん痴ちになってしまう。しかも本人はそのことを知らないときている。謡江はアイドル並にかわいいうえ性格もいいため、いまだ誰だれも本人に言えないでいるのだ。


「し……死ぃ[image: ]ぅぅ……」


　単純な話、教室から逃げ出してしまえば助かる。だが、そんなことをすれば謡江は傷つくだろう。男として謡江に対してそんなことをできるはずが……ない！　ないが、死に、そう……。


　ぼくは耳を手でふさいだまま、歌が終わるのを心の底から待ち焦こがれてもだえ続けた。


　そしてやっと歌が終しゆう了りようすると──。


「ではインタビューを続けましょうか？」


　部長が狙ねらいすましたかのように教室に戻もどってきて、にこやかに言い放った。


　──ぶ、部長！　謡江の超越的音痴のこと知ってたなら、わざわざ歌わせないでくれよ!!


　部長に視線で抗こう議ぎしたが「丈途さん、早く続きを」と涼すずしい顔で流されてしまう。


　ぼくは渋しぶ々しぶ次のインタビューに移った。


「謡江さん、今まで告白された人数は何人ですか？」


[image: ]


　……なるほど。この質問、アイドルの謡江を取材するなら確かに聞きたい。というか、ぼく自身ちょっと気になる。


「告白は……ごめんなさい。いきなり他校の人からされたこともあるし、集団でされたこともあるし──」


「凄すごっっ!!」


「──あと、地元にいた頃ころはファンクラブみたいなのもあって……その人たちからのラブレターっぽいファンレターも含ふくめると、もう、覚えきれる数じゃないの」


　……さすが謡江だ。完全にアイドルだ……。


　いつの間にか教室に戻っていた男子生徒たちが謡江の言葉を聞き「今もファンクラブありますよ!!」とこちらに向かって叫んでくる。


　……あるんだ、ファンクラブ……。いや、あるだろうなぁ……。


　ぼくは男子たちにちらりと目をやると、気を取り直してインタビューを続けた。


「えと……謡江さんの初キスはいつですか──ってえぇ!?」


　ぼくは自分で読み上げたインタビュー内容に驚き、手元の用紙を見つめた。


　な、なんでこんなセクハラな質問が……!?


「……丈途くん、気になるの？」


　謡江がこちらをじっと見つめてくる。


　き、気になる……。気になるが、知ったら知ったでなんだかへこみそうだ……。


「いや、あのさ……用紙に書いてあるインタビュー内容がちょっとおかしかったっていうか、この質問はなかったことにして──」


「答えるわ。丈途くんに変な勘かん違ちがいされたら嫌いやだし……私、答える。初キスは……まだよ」


「へ、へぇ……」


　謡江は男女関係に奥手なようで、あまり恋れん愛あい経験がないらしい。だが……告白された数も覚えきれないほどモテるのに初キスがまだだったとは……。ふ、ふぅん……そうか……。


「丈途くん、微妙に頰が緩ゆるんでるわよ」


「え!?」


「……その、安心した？」


　謡江は少し顔を伏ふせながらも、こちらをうかがうように上目づかいをしていた。


「え……いや……その……」


「──丈途さん。早く次のインタビューに移ってください」


　部長が淡たん々たんと催さい促そくしてきた。ぼくは慌あわてて次のインタビュー内容を読み上げる。


「えと……謡江さんは将来ぼくに作詞をして欲しいとのことですが、そんなに恋愛経験が少なくてぼくのポルノグラフィー的歌詞を歌いきれるとでも思っているのでしょうか？　それとも歌のために身を捧ささげてぼくに食べられちゃう覚かく悟ごが──って、えぇ!?　しかも、なんで部長がぼくと謡江の約束を知ってるの!?」


「……丈途くん。私、純じゆん粋すいにあなたの詞が好きだからお願いしたのに……なんでそんなこと言うの？　そんなことさえ言わなきゃ、私……丈途くんだったら──」


　謡江の瞳ひとみに、涙なみだが滲にじんでいた。


「違ちがうんだ！　なんか、インタビューの用紙に変なことばっかり書いてあって──」


「おい、三組のポルノ作家！　調子に乗って俺らの謡江さんを泣かせてんじゃねぇぞ!!」


　教室の端はしにたまっていた男子たちが、一いつ斉せいにこちらへ向かって駆かけてくる。


　──ま、まずい!!


「……まったく。仕方ありませんわね。ま、これくらいでいいでしょう」


　部長はため息まじりにつぶやくと、ぼくをおいてさっさと教室から出てしまった。


「待って！　ぼくも帰るから!!」


　ぼくは急いでその場を駆け出し、部長を追って教室をあとにした。








「──ちょっと部長！　あの質問、どういうことだよ!?　っていうかなんでぼくと謡江の約束を知ってるんだよ!?」


「あたくしは新聞同好会の部長ですわ。知ってて当然でしょ。それに、ジャーナリストはあくまで読者の味方ですわ。取材対象に対する肩かた入いれはジャーナリズムをねじ曲げます。丈途さん、あなた、作家のくせに表現を歪ゆがめることを良しとしますの？」


「そ、それは……」


　部長に睨にらまれ、たじろいでしまった。ジャーナリズム……確かに、事実を伝えるはずの者が取材対象に肩入れすれば、それはもはや宣伝だ。報道ではなくなってしまう。


「……すみません。次はがんばります」


　ぼくが頭をさげると、部長は重々しく頷うなずいて歩みを進める。


　謡江の取材が終わったあと、ぼくたちは校舎を出て音楽棟とうに向かっていた。次も音楽関係の天才をインタビューするらしい。


　やがて音楽棟に着くと、部長は一階にある大ホールへと向かう。ホールの扉とびらを開けると、ステージにクラリネットを持った女の子が立っているのが見えた。ショートヘアから跳はねるような寝ねぐせの立つ、赤みがかった髪かみの子だ。


「鳴唐さん……」


　彼女はぼくと同じクラスにいる鳴唐吹音さんで、クラリネットの天才だ。体が小さく、ぼうっとした独特の雰ふん囲い気きもあいまって、幼い子供のような印象を与あたえることのある子だ。


「部長、鳴唐さんも話題のアイドルなの？」


「そうですわ。あの雰囲気とかわいらしい容姿で一部の男子生徒から絶大な支持を受け、加えて彼女の素す晴ばらしい演奏に聞き惚ほれた男女からも熱ねつ烈れつな支持を受け、実は今、密ひそかな人気が高まっておりますの」


　男女からの熱烈な支持……。


　そうだ。この学園、校訓に『感性を信じろ』とあるせいか感性の突とつ出しゆつした者が多く、恋愛も様々な様相をみせているのだ。男を好きな男がいたり女を好きな女がいたり両方オッケーな者がいたり……。ちなみに一応言っておくと、ぼくはノーマルだ。鳴唐さんは純粋すぎるのでそもそも惚れたはれたの話題とはきっと無む縁えんだろう。


「……丈途くん、どうしてここにいるの？」


　鳴唐さんはステージからこちらを見上げ、不思議そうにつぶやく。


「ちょっと新聞同好会に協力することになってさ」


「そっか。またお友達を助けてるのね」


　鳴唐さんは「わかってるのよ」と言わんばかりの純粋で温かな笑えみをこちらに向けてくる。


　……言えない。ご褒ほう美びとして部長のポルノを書けるだなんて、言えない……。


　鳴唐さんを前にすると、ぼくはいつも胸が苦しくなるのだ。鳴唐さんと話すのが嫌だとかそういうものではなく、むしろ逆に、もっと一いつ緒しよにいたいと思うのにそれを胸の高鳴りが邪じや魔まして辛つらくなるような独特の苦しさ……。


　ぼくは言い知れぬ罪悪感に激しく苛さいなまれている中、それをごまかすように「鳴唐さんがクラリネットを演奏している姿を、部長がカメラに収めたいらしいんだけど……」と切り出す。


　鳴唐さんは頷いてクラリネットを構えると、おもむろに演奏を始めた。


　──直後、素そ朴ぼくで温かな音が大ホールに響ひびき渡わたる。心の奥底まで安らぎを与えるような演奏。彼女の音が、胸に沁しみ入ってくる。


「鳴唐さんの演奏はいつ聞いてもいいなぁ」


　温かな音とは対照的に、小さな指を一いつ所しよ懸けん命めいにせわしなく動かす彼女の姿は、見ていて微笑ほほえましいものがあった。


「──演奏ありがとう。それじゃあインタビューに移るね」


　ぼくは部長から渡されていたインタビューの用紙を読み上げる。


「吹──ごほっ、げふっ!!」


　用紙には『吹音さん、○○』という風に質問が書かれていたのだが、よく考えたらぼくは鳴唐さんを下の名前で呼んだことがない。ちょっと抵てい抗こうがあるというか……なんか、恥はずかしい。


「でもインタビューだし、ジャーナリズムだし……呼んでもいいよね？」


　ぼくは誰だれにも聞こえないようぼそりとつぶやくと、気を取り直してインタビューを続ける。


「吹音さん、初キスは──って、またこの質問!?」


　部長に目をやると、彼女はそしらぬ顔でこちらから視線をそらしてしまった。


「え……？　今、吹音の名前……それに、初キス??」


　鳴唐さんはぼくがいきなり下の名前を呼んだのと初キスの質問で、一気に混乱していた。頰ほおを赤く染めながら「その……吹音、キスって……キスって……」と戸と惑まどったように〝キス〟の連呼をしている。


「な、鳴唐さん！　無理して答えなくていいんだよ!!」


「でも……吹音が答えないと丈途くんが困るんでしょ？　その……ふ、吹音……そういうこと全然、あの……まだだよ？」


　鳴唐さんはキスの話を聞かれただけで酷ひどく動どう揺ようしてしまったらしく、胸の辺りが動どう悸きで激しく上下している。


　……純じゆん粋すい、だよなぁ……。純粋すぎるほど純粋だよなぁ……。


　ぼくは鳴唐さんを安心させるように頷くと、次の質問に移った。


「吹音さんは過去、食べられそうになったことがあるそうですが、どんな気持でしたか──ってこれ、ぼくのことじゃん!!」


　ぼくは言いながら部長に目をやると、部長はまたしてもそしらぬ顔で視線をそらした。


　──実はぼく、前に鳴唐さんの楽器の一部を誤って味見したことがあるのだ。鳴唐さんはそれを「この人、吹音のこと、食べようとした」ともの凄すごい誤解を与えかねない表現でみんなに暴ばく露ろしたことがある。


「ねぇ……そのこと、もう、お互たがいに忘れるって約束したよね？　大切にしなきゃいけないことだから忘れるって、約束したよね？」


　鳴唐さんは潤うるんだ瞳ひとみでぼくに問いかけてきた。あのときのことを思い出して瞳を潤ませているのか、ぼくが話を蒸むし返したことに対して瞳を潤ませているのか……いや、きっとその両方だと思った。


「──こら、丈途！　吹音ちゃんになにしてるのよ!!」


　大ホールの入口に、ポニーテールの女の子が立っていた。こちらを凄い剣けん幕まくで睨にらみつけ、肩かたを震ふるわせている。


「……蘭、どうしてここに……？」


「あんたが音楽棟とうに入るのを見て、おかしいと思って張ってたのよ！　そしたらあたしの吹音ちゃんを泣かせて……絶対に許さないわ!!」


　蘭はぼくと同じクラスの百合ゆり少女だ。鳴唐さんのことが好きらしいのだが──。


「丈途！　そこで待ってなさい！　生まれたことを後こう悔かいさせてあげるわ!!」


　蘭は凄い剣幕のままこちらに向かって猛もうダッシュしてくる。


　──ま、まずい!!


「まさか蘭さんに見られていたとは……それにしてもこのキレっぷり、吹音さんに対する愛は想像以上ですわね。取材はここで切り上げましょう」


　部長は言うが早いか走り出し、ぼくをおいて大ホールから去ってしまう。


「待って！　ぼくをおいて行かないで!!」


　ぼくは慌あわててその場を駆かけ出し、座席の間をぬって蘭を避さけつつ大ホールをあとにした。
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「──部長！　謡江と鳴唐さんをインタビューで泣かせて……酷いよ！　あれのどこがジャーナリズムなんだよ!!」


　部室に戻もどったぼくは、度たび重なる部長の無む茶ちや苦く茶ちやなインタビュー内容に対して猛もう烈れつに抗こう議ぎしていた。


「ジャーナリズム精神を貫つらぬく限り、必ずしも取材対象と利害が一いつ致ちするわけではありませんわ。その覚かく悟ごなくしてジャーナリズムを語るなど……丈途さん、生ぬるいですわよ!!」


「それにしたってちょっとやりすぎだよ！　しかも……全部ぼくのせいになってるし!!」


「あら、いいじゃありませんか。あなたのやったことならみなさん納なつ得とくされますわ。そのために新聞同好会にスカウトしたわけですし」


「……え？」


「あたくしは丈途さんのポテンシャルを考えたうえで、創刊号を作るパートナーとして選んだんですから」


「それ……どういうことなの？　もしかして部長……はじめからぼくにこういう役を押しつけるつもりで協力を頼たのんだってことなの？」


「えぇ」


　なんの悪気もないようにあっさりと頷うなずく部長……。ちょっと……いや、かなり腹が立ってきた。


　ぼくが眉み間けんにしわを寄せて黙だまっていると、部長は「あの質問よりあなたのポルノの方がよっぽど挑ちよう戦せん的でしてよ？」と無む邪じや気きに笑う。


「今回の企き画かくと丈途さんの風評は実に相あい性しようがいいですわ。ほんと丈途さんは素す敵てきな〝駒こま〟ね」


「こ……駒ぁ!?」


「はい。駒です」


「まさか部長……ぼくのことずっと駒こま扱あつかいしてたの？」


「嫌いやですわねぇ。何度も言わせないでください」


　部長は茶ちや化かすように軽く手を振ふりながら、笑っていた。


　……信じられない。こんなに……こんなに失礼なことを言いながら笑って……。本当にぼくのこと、はじめから駒として見てたっていうことなのか……。


「そりゃ……ぼくのポルノはみんなに色々言われてるってわかってるよ。でも、部長がぼくのことをそんな風にしか見てなくて、そのくせ利用する気満々で近づいてきたんだとしたら──もう、ぼくは部長と一生関かかわりたくない!!」


　ぼくは部室の出口へ向かうと、鉄製の重々しい扉とびらを一気に開ける。


「──えっ!?　丈途さん!!　なにか勘かん違ちがいを──」


　後ろから聞こえる部長の声も無視して部室を駆け出た。今さら言訳なんて聞いたところで、余計に腹が立つだけだと思った。








　部長と会わなくなって何日か経たった。見た目が派手な子なのに、ぼくは彼女を今まで一度も学園で見かけたことがない。部長とわかれて数日経った今も……まったく学園で見かけなかった。


「一年生だったら絶対に見かけてるはずだし……上級生なのかな？」


　休み時間。屋上へ気晴らしに行くついでに、上の階にある先せん輩ぱいたちの教室を少し回ってみた。しかし二年生の教室を回っても三年生の教室を回っても、部長はおろかあのＳＰたちすら見あたらない。


　屋上に着いたぼくは、ベンチに座って考えこんでしまった。


「どういうことなんだ……？　なんか部長って、みんなのことを妙みように詳くわしく知ってるくせに、まるでここにいない人みたいだな……」


　──そうだ。あんなに派手な子なのに、まるで存在感がない。ほんと、どういうことなんだ??


「これじゃあまるで幽ゆう霊れいだな……」


　そこまで言って、ぼくは自分がやっていることの馬ば鹿か馬鹿しさに気づいた。部長とはもうなんの関係もないのだ。今さらどうでもいいことではないか。


「……もうすぐ次の授業か」


　ぼくはベンチから立ち上がると、屋上の出口へと足を向けた。








　その日の夜、部屋で寝ねているとまたしてもなにかの気配を感じて起きてしまった。


　……まさか、また部長が？


　ベッドから起き上がると、直立不動でぼくの脇わきに立つスーツ＆サングラスといった怪あやしすぎる組合せの男がふたり、目に入った。


「ひぃぃぃぃぃぃ！　だ、誰だれか助けて!!」


「……小こ僧ぞう、うるさいぞ。黙れ」


　男のうちのひとりが苛いらついたように言う。──ブレイドだった。


「少年、今日は我々からお願いがあって来た」


　もうひとりの男が静かに言う。──ロッキーだった。


「一体どうしたって言うんですか!?　ぼく、もう新聞同好会とは関係がないはずでしょ!?」


　ふたりはぼくの言葉を聞いても黙ったままだった。不思議に思って見ていると、ロッキーがおもむろに一枚の封ふう筒とうを取り出してこちらに差し出してくる。ぼくがその封筒をいぶかしげに見つめていると、ロッキーは「少年、受け取ってくれ」と頭をさげてきた。


「な、なんですか??　どういうことですか??」


「これはお嬢じようからの手紙さ。内容は……読めばわかる」


　ロッキーがこちらへ向かって封筒をさらに差し出してきたので、思わず受け取ってしまう。赤いシーリングワックス封印ロウで封がしてある、やけに高級そうな封筒だった。


「小僧。お嬢の気持、無下にするなよ」


　ブレイドはどすの利きいた声で言うと、こちらに背を向ける。


「少年、待っているぞ」


　ロッキーは静かに言うと、同じくこちらに背を向けた。


　ふたりは素す早ばやく動き、あっという間に部屋から出て行ってしまう。


「……もう、ぼくに安あん眠みんできる場所はないのか……？」








　階段をくだってゆくと、やがて鉄製の重々しい扉が見えてくる。その扉には、いかにも「テキトーにつけました」と言わんばかりのノートの切れ端はしが貼はられており、サインペンで新聞同好会と書かれていた。


　ぼくは扉とびらの前に立ち、ロッキーたちから受け取った手紙を広げる。


『明日の放課後、部室でお待ちしております』


「……まぁ、向こうが来てくれって言ってるんだから、ぼくが緊きん張ちようすることじゃないんだけどさ」


　などと言いつつ、あれだけの啖たん呵かを切った後で女の子と会うのは……やっぱり緊張する。


「でも部長のこと、ちょっとだけ気にはなってるんだよなぁ……」


　部長のジャーナリズムは無む茶ちや苦く茶ちやだし、ぼくの扱あつかいも酷ひどいものだった。しかし、同好会には自分しかいないとぼくに語ったときの寂さびしそうな姿……。あれを思い出すと、どこか部長のことを放ほうっておけなくなる。


　ぼくは意を決すると、手を伸のばして扉をゆっくりと開けた。


「──あれ？」


　部室の中が、暗い。明かりがついていないせいで中がよく見えない。


「電気のスイッチってどこだったかなぁ」


　ぼくが壁かべ際ぎわを触さわって確かめていると、不意に部屋の中心がほんのりと明るくなった。よく見るとロウソクに明かりが灯ともっており、そのロウソクの明かりが女の子の首から上を照らし出していて──。


「ひぃぃぃ！　た、助けて！　お化け!!」


　ぼくは腰こしを抜ぬかしてしまい、その場に尻しり餅もちをついてしまった。すると、部屋中がほんのりした明かりに包まれて辺りが見えるようになる。どうやらそこら中にロウソクが仕し掛かけられていて、そのすべてに明かりが灯ったらしい。


「丈途さん、あたくし、その……いまいち表現がつたなかったと言いましょうか、なにか誤解を与あたえるようなことを言ってしまったようで申し訳ありませんでした」


　部屋の中心にいた女の子が、頭をさげた。首から下は……ちゃんとある。どうやら、暗くら闇やみのせいでぼくが勘かん違ちがいしていただけのようだ。


「って、部長!?　いきなりこれはなんなの!?」


「あたくし、こういったときどう謝ったらいいのかわからなくて……丈途さんがお喜びになるようなちょっとした催もよおしを考えましたの」


「……へ？」


　部長はロウソクを手に持ったままこちらに近づくと、それを傾かたむけて熱で溶とけたロウをぼくに垂らす。


「──熱っ！　な、なにするんだよ!?」


　──ビシィィィ!!


　喋しやべった瞬しゆん間かん、ぼくは部長が丸めて持っていた革かわ張ばりのノートで思いっきり叩たたかれてしまった。


「お黙だまり！　この変態作家!!　いやらしい目で女性を追い回して……今日はあたくしがたっぷりと調教して差し上げますから、覚かく悟ごなさい!!」


　部長はハイヒールの踵かかとでぼくを踏ふみつけると、ロウをさらにこちらへ垂らす。


「熱っっ！　ちょっと部長！　なにやってるんだよ!?　やめてくれよ!!」


「口答えは許しません！　あなたのような蛆うじ虫むしは、這はいつくばって一生あたくしを見上げて生きればいいんですわ!!」


　──ビシィィィ!!


　ぼくはまたしても革張りのノートで思いっきり叩かれてしまう。これではまるで、本当に女王様のおしおき棒だ。


「なんなんだよ!?　もしかしたら仲直りの話かもしれないと思ってたのに……これじゃあまた喧けん嘩かを売られてるようなもんじゃないか!!」


「……あら？　気持よくありませんの??」


「いいわけないから!!」


「おかしいですわね……あたくしの調査ではそういうことになっておりましたのに……」


「どこでなにを調べたんだよ!?」


　部長はぼくを踏みつけていたハイヒールの踵をどかすと、慌あわただしくノートを広げてなにかを確かく認にんし始めた。
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「……参りましたわね……丈途さんがお喜びになるよう練りに練った作戦でしたのに……これ以外の方法なんて思い浮うかびませんわ……」


「部長はなにをどうしたいのさ!?」


「それは、あの……丈途さんと仲直りしたくて……」


「なら普ふ通つうに謝ってくれよ！　なんで突とつ然ぜんロウを垂らされたりハイヒールで踏まれたりしなきゃならないのさ!?」


「きっとお喜びになると思って……」


「ならないから!!」


「ではどうすればよろしいんですの？」


「普通に謝ってよ!!」


「本当にそれでよろしいんですの？」


「……いや、それで簡単にわだかまりが消えるかどうかは微び妙みようかもしれないけど……」


「丈途さん、あたくしが〝駒こま〟と言った直後に激しく怒おこられてましたけど……その、やっぱりそれが原因ですの？」


「そりゃそうだよ！　自分のことを駒としか思ってない相手と関かかわりたいだなんて人、いないよ!!」


「あの……ごめんなさい。あたくし、悪気があって言ったわけではありませんの。なんと言いましょうか、言葉に対する感覚の違ちがいと言いますか、あたくしにとって駒というのは、あたくしのそばに在るべき存在という意味合いでして……その……どちらかと言うと誉ほめ言葉──」


「えぇ!?　あれ、まさか誉めてたの!?」


「はい」


「馬ば鹿かにしてるようにしか聞こえなかったよ!!」


「……ごめんなさい」


　部長はしおらしく頭をさげると、不安そうにこちらを見つめてくる。ぼくが許してくれるかどうか、本当に心から案じているようだった。


「……忘れてたよ。閃学園にいるくらいだから、部長だって天才なんだよね。天才ってほんと感性が独特な人が多いっていうか、そこら辺はわかってつき合わなきゃいけなかったっていうか……その、ぼくも急に怒ったりして、ごめん」


　普通に聞いたら怒るしかないような言葉も、感覚が違えば誉め言葉だったりする……。天才という人種は本当に大変だ。本当に……歩み寄りが必要な人たちだ。


「丈途さん、その、もしよろしかったらまた一いつ緒しよに新聞作りをして頂けませんか？」


「一度乗りかかった船だし……わかった。最後までつき合うよ」


「──ありがとうございます！」


　部長は心底嬉うれしそうに言うと、その喜びを体で表現するかのようにぼくに抱だきついてきた。レザー製の服から溢あふれんばかりの胸が、強い弾だん力りよくとともに押し当たってくる……。


「ぶ、部長!?」


「その……ご褒ほう美びだったあたくしのポルノ、今書いて頂けません？」


「え？　でも、それは……」


「いいんですの。雰ふん囲い気きって大切ですのよ？　丈途さん。女性を描えがくなら、ちょっとは女心にも寄りそうものですわよ？」


　一気に胸が高鳴り、頭が真っ白になってしまった。元々書く予定だったポルノなのだ。女の子の方からこう言われては、ぼくが断る理由などあろうはずがない。


「で、では──」


　ぼくは息を呑のむと、部長の弾力に富んだ胸の感かん触しよくを味わいながら集中する。












「痛っ……。あぁ……ヒールの踵が……」


　慣れないハイヒールをはいてきたせいか、彼女はついにヒールの踵を折って足首を捻ねん挫ざしてしまった。


「無理してそんな恰かつ好こうしてくるからだよ。しかも上着がレザーのブルゾンだなんて……制服しか見たことないけど、絶対それ、普ふ段だんと違う恰好でしょ？」


「もう、馬鹿！　初デートだから……あたくしだって……」


　彼女はそのまま涙なみだぐみ、黙だまりこんでしまった。初デートでヒールの踵が折れて捻挫……。確かにへこむシチュエーションだ。ぼくなんて普段通りのパーカーで来てしまって、逆に彼女の気合の入りように驚おどろいていたほどだ。


「そこの路地裏で休もう。周りから見えない場所だし、もう、恰好つけて気を張らなくてもいいんだよ？」


「馬鹿……」


　ぼくの言葉を聞いて、彼女はついに泣き出してしまった。ぼくとのデートを楽しみにしていた反動だと思えば、その涙も愛いとおしい。ぼくは彼女に肩かたを貸して路地裏まで行くと、一緒にその場に座りこんだ。そして彼女の顔に手をそえるとこちらへ向け……。


「──え？」


　驚きの表情を見せる彼女を無視して、いきなり初キスをしてしまった。


「な、なにするんですの!?」


「励はげましたんだよ」


「こういうのって普通、もっと雰囲気のあるところでするものですわよ!?」


「そう？　今からもっと励まそうと思ってたんだけど──」


　そう言ってぼくは彼女のブルゾンをはだけさせ、その大きな胸に手をそえる。


「え!?　ここで!?　だって……そんな……んっ……」


　少しだけ胸を揉もんでみると、彼女は恥はずかしそうに目を閉じてわずかに喘あえいだ。


「なんか……変な感じだよね。ぼくたちがこういうことするのってさ」


「それは言わないで欲しいですわ。あたくし今、かなり恥ずかしいんですから……」


　友達づき合いの期間が長かったせいだろうか。互たがいに恋こい人びととして接するのは変な感じだった。なんだか……おままごとをしているような気分になる。彼女もぼくと同じようなことを考えていたのか、目が合うと唐とう突とつに笑い出してしまった。


「あははははっ。ねぇ、今日のあたくし、やっぱりちょっと気合入れすぎでした？　いい女ってところを見せつけてやりたかったのに……残念ですわ」


「『いい女』だなんて基準、人それぞれだろ？　本当にいい女ってきっと、自分らしい生き方をしてる人だと思うんだ。だから、ぼくは普段通りのきみでいいんだよ」


「あなた、本当に馬鹿ですわ……」


　二度目のキスは、お互いに唇くちびるを近づけ合ってやった。初キスとは違ちがう、互いの感触を確かめ合うような長いキス。彼女の高鳴る鼓こ動どうが唇にまで伝わってきているかのように、震ふるえを感じた。


「ねぇ、ここでしてくださらない？」


　手を引かれ、彼女の太ふと股ももの間にぼくの指先が当たる。温かく濡ぬれた感触……。それがまるで、彼女の心のようにぼくの指先を優やさしく包みこんできた。












『エロ記者丈途、学園のアイドルを斬きる！』





　な……なんだよこの見出し!?　これじゃあまるでぼくがノリノリでエロ質問したみたいな感じじゃないか!!


　──ついに創刊された閃新聞。今日はその発売日だった。ぼくは原げん稿こうの一部しか担当しておらず、残りは部長が仕上げていたのだが──部長が担当した部分に『エロ記者丈途、学園のアイドルを斬る！』の見出しがあった。


「おかしいだろ!?　どういうことだよ!?」


　ぼくは思わずひとりで叫さけんでいた。


「……丈途くん、私だっておかしいって言いたい気分よ」


　押し殺したかのような女の子の声。振ふり向くと、肩を震わせた謡江が立っていた。その手には閃新聞が握にぎられている……。


「謡江、違うんだ！　ぼくは普ふ通つうの新聞だと思って協力して──」


「……丈途くん、吹音、信じてたのに……」


　横合いから聞こえる声。見ると、そこには閃新聞を持ったまま涙なみだぐんでいる鳴唐さんがいた。


「鳴唐さん、誤解しないで！　ぼくはこの新聞のほんの一部しか担当してなくて──」


「「この、噓うそつき!!」」


　右と左から同時に襲おそいかかる平手打ち……。ぼくは避さけきれず、両頰ほおを思いっきりぶたれてしまった。


「っ痛ぁ……」


　涙で目をしばたたかせながらも顔を上げると、謡江がぼくに閃新聞を突つき出してくる。


「私たちへのインタビューもそうだけど……このコラムはなに!?　これ、明らかに丈途くんの文体でしょ！　私、丈途くんの小説をちゃんと読んでるからわかるんだからね！　しかもこの内容……まるであの女の人となにかあったみたいな感じじゃない!?」


「え??」


　ぼくは謡江が突き出した部分に載のっているコラムを読んでみた。


　……あれ？　これ、ぼくが部長をモチーフにして書いたポルノだ。なんで閃新聞に掲けい載さいされてるんだ!?　なんか……この紙面構成だと、まるでぼくがノリノリでエロインタビューをした後にその総そう括かつをノリノリでポルノ小説風コラムにしてるみたいじゃないか!!


「……あの女の人とはなにもないようなことを言ってたくせに……私、恋れん愛あい経験ってあんまりないけど、このコラムを丈途くんがどんな気持で書いたかくらいわかるんだからね!!」


　謡江は言いながら涙を滲にじませていた。ぼくが慌あわてて声をかけようとすると──。


「「「みんなのアイドル謡江さん・吹音さんを汚けがして……許さない!!」」」


　男女大勢の声が一いつ斉せいに聞こえてきた。見ると、謡江のファンとおぼしき生徒たちと鳴唐さんのファンとおぼしき生徒たちが、土つち埃ぼこりを巻き上げながらこちら──というかぼくに向かって駆かけてきている。


「まさか……閃新聞のせい!?」


　ぼくがその場に固まっていると、がたいのいい男ふたりの背が急に目の前に現れる。


「小こ僧ぞう、お嬢じように感謝するんだな」


　男のひとりはブレイドだった。こちらに背を向けたまま苛いらついたように喋しやべっている。


「少年、早く逃にげろ」


　もうひとりの男はロッキーだった。ぼくを見て、微笑ほほえみながら喋っている。


「お嬢に感謝？　逃げろ？」


　ぼくが戸と惑まどったように言うと、不意に後ろから手を引かれた。


「丈途さん、こちらですわ。この場はブレイドとロッキーに任せましょう」


「あっ、部長！　って……あの新聞、どういうことだよ!?　だいたいこの騒さわぎ、部長が原因だよね!?」


「ほんと、素す敵てきな〝駒こま〟ですこと」


　部長は満足げにぼくを見て──笑っていた。


「……駒は誉ほめ言葉だなんて言って……。新聞のあの見出し、売るためのインパクトはあるかもしれないけど、これじゃあぼくは本当にただの駒だよ!!」


「そうよ。はじめからあたくしはあなたのポルノ小説の才能が必要だって言ってましたでしょ？　あなたの才能が持つイメージも含ふくめてという意味でしたのよ？」


　部長は笑えみを浮うかべたままそう言うと、強ごう引いんにぼくの手を引いて走り出した。


「丈途くん！　ちゃんと説明してよ!!」


　後ろから、謡江の叫び声が聞こえる。


「丈途くん、どうしてこんな酷ひどいこと……」


　鳴唐さんの涙なみだ声ごえも、後ろから聞こえた。


　振り返るとふたりの姿は人ひと垣がきでもう見えなくなっていた。かわりに、謡江と鳴唐さんのファンたちを相手に体を張ってそのゆくてを阻はばむＳＰふたりの姿が見える。ロッキーはボクシングでみんなを牽けん制せいしていた。ブレイドはソードブレイカーと呼んでいた大きなナイフを取り出し、そのギザギザの峰みねで相手の武器を挟はさんで絡からめ、奪うばったり折ったりしていた。


「……凄すごい……」


　無む駄だに戦せん闘とう力の高いＳＰたちだった。


「丈途さん。閃新聞の創刊号、全生徒数の約三倍を売り上げましたわ」


「え!?　数字的におかしいよね!?」


「インタビューしたおふたりのファンの一部が買い占しめましたの。──狙ねらい通りですわ」


　……狙い通りって……。


　部長に手を引かれて逃げる中、底知れぬ新聞同好会に関わってしまった自分の浅はかさを後こう悔かいしていた。


　これからしばらくは謡江や鳴唐さんに謝り続ける日々だろうが……授業料だと思って耐たえるしかないだろう。だが、もういいのだ。ぼくが同好会に関かかわるのは今回だけの約束だ。ほとぼりがさめるまで待てば、またいつも通りの学園生活に戻もどれる。それまでの我が慢まんなのだ。


「丈途さん、ちゃんと責任をお取りなさいよ」


「……責任？」


「あなたのポルノグラフィーであたくしを辱はずかしめ、あまつさえそれをみなさんに公表したわけですから……その……ちゃんと、殿との方がたとしての責任をお取りなさいよ」


　驚おどろいて部長を見ると、その頰が赤くなっているのがわかった。


「丈途さん。あなたはあたくしの駒として、ずっとそばにいなさい」


　部長はそう言うと、ぼくの手をより強く引き、走る速度を上げた。




丈途と来夏＠芸術談義







　ぼくが新聞同好会設立の話を終えると、来夏が木の枝にまたがったまま意味深な視線を向けてきた。そして、ぼそりと口を開く。


「……丈途、ずいぶん部長と仲良さげに同好会を立ち上げていたんだな」


「なっ……！　べ、べつにそんなんじゃ……」


「まったく……鳴唐や謡江と仲がいいだけでなく、部長にまで手を出そうとしていたとはな。お前は本当に見境のない奴やつだ」


「違ちがっ……！　っていうか、今の話で聞いて欲しかったのはそこじゃないから！　新聞同好会は立ち上げのときからして無む茶ちや苦く茶ちやだったってことを知って欲しかったんだよ!!」


「……ふん。まぁいいだろう。しかしこんな面おも白しろそうな同好会なら、私もカメラマンとして参加してもよかったかな」


「……来夏が入ると絶対にとんでもないことになるから……」


「なにを言う！　学園生の醜みにくい写真を撮とりまくって盛大に載のせてやるさ!!」


「それが駄だ目めだっていうんだよ！　そんな新聞、誰だれも喜ばないから！　むしろ大クレームが入って大おお騒さわぎになっちゃうから!!」


「なら学園生以外でやろう。学園の外に出て取材をして、政治家や著名人どもの醜い写真を載せて──」


「そんな写真いらないから！　問題が余計に大きくなるし!!」


「なにを！　なら、お前のポルノ小説風コラムならいいとでも言うのか！　私にしてみれば大差ないぞ!!」


「だってぼくの小説、一応は芸術だし……」


「私の写真も芸術だ!!」


「でも来夏の写真は、新聞に載せると撮られた人が嫌いやがるだろ」


「お前に視線で犯おかされてポルノを書かれた相手も嫌だろ!!」


「えと……それは……」


　………………嫌かも。


「ほら、私の写真と大差ないじゃないか!!」


　うっ……！


「もういい！　どちらにしろ、世間との衝しよう突とつを恐おそれて無難な物作りなどしようとする同好会に興味はない！　そんな志の低い集りなど、ただの仲良しクラブじゃないか」


「ぼくはただの仲良しクラブの方がいいんだけど……」


「だが、その仲良しクラブにいたせいで、お前はクラスを出ていくはめになったんだろ？」


「うん……。部長と初めて出会ったとき、見た目からしてとんでもない子だと思ってたけど……やっぱり、とんでもないことをする子だったね。でも同好会ができたばかりの頃ころは、まだ純じゆん粋すいにクラブ活動を楽しんでたんだ。そうだな……次は、同好会に新しいメンバーを迎むかえたときのことを話そう。来夏も一いつ緒しよにいたよね？　あの、熱い熱い真冬の激げき闘とう──」
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　──あたくしの駒こまとして、ずっとそばにいなさい。


　部長にそう言われて新聞同好会に入り、はや数週間。部長は同好会が設立された直後に所用ができてしまったらしく、しばらく登校していない。その間に季節は移り変わり、肌はだを刺さすような寒さが訪おとずれていた。


　ぼくらが通う閃学園高校はもう冬休みに入っている。全ぜん寮りよう制せいのため長期の休みともなれば実家に帰る者も多く、寮は閑かん散さんとしていた。ぼくもそろそろ実家に帰ろうかと思っていたそのとき、部長から携けい帯たい電でん話わに一通のメールが届く。


『明日の午後、部室でお会いできるのを楽しみにしております』


「……ぼくにも予定ってもんがあるんだけど……。今までずっと放ほうっておいて、いきなり呼び出さないでくれよ」


　つぶやきも虚むなしく、このメールには従わざるを得ないのだろうなというあきらめを感じた。


　部長は学年や組はおろか本名すら不明で、どういうわけかＳＰふたりを常にはべらせている。それだけでとんでもない人だと思うのだが……思うのだが……。


　──あたくしの駒として、ずっとそばにいなさい。


　そう言ってぼくの手を引いたときの彼女の温ぬくもりを、いまだ忘れられずにいた。ちなみに〝駒〟というのは、彼女にとって自分のそばに在るべき存在という意味らしい。


「よりによって駒が誉ほめ言葉だなんて……凄すごい感覚してるよな、部長」


　そう考える一方で、久しぶりに部長に会えると思うと、胸の奥が高鳴ってしまう自分がいる。


「きっと、部長のキャラが強きよう烈れつだからドキドキしちゃってるんだろうな……」


　ぼくはひとり頷うなずくと、携帯電話を閉じた。








　次の日の午後。ほとんどの生徒がその存在に気づいていないであろう校舎奥の階段をくだり、鉄製の重々しい扉とびらの前までゆく。その扉にはノートの切れ端はしが大おお雑ざつ把ぱにテープ付けされており、サインペンで『新聞同好会』と書かれていた。


「……いつ見てもこの表札、テキトーにつけた感じが激しいな……」


　苦く笑しようしながら扉を開くと、銃じゆう・弾だん薬やく・無線機器・地図などが無造作に置かれている部屋が目に入る。どう見てもレジスタンスの基地にしか見えないが、これが部室のいつもの光景だ。


「お久しぶりですわね、丈途さん。その後お変わりありませんか？」


　部長は部屋の中央に据すえられた机の前に座り、アンティーク調の高そうなティーセットで優ゆう雅がに紅茶を飲んでいた。紅茶の温かさのせいか、彼女の頰ほおは微び妙みように上気している。


「ぼくは変わりないけど……部長はなにをしてたの？」


「ふふっ。あたくしの才能に関かかわることですわ」


　彼女はそれだけ言うと机の向かい側にある椅い子すへ手を向け「どうぞ、お座りになってください」と微笑ほほえむ。


　その優やさしげな表情に、不覚にもドキッとしてしまった。


　部長は学園の標準的な制服である紫むらさきのワンピースドレスをわざわざレザー製にし、胸むな元もとをはだけて自身の大きな胸を強調するかのようにちら見えさせている。靴くつはハイヒールで、机の脇わきには身の丈たけサイズの革かわの棒──に見える、丸められた巨きよ大だいな革張りのノートを置いていた。まるで女王様がボンデージを着ておしおき棒を持っているかのようだが、その姿ゆえ大人の色気を醸かもしている。


「ぼく、部長の才能をまだ教えてもらってないんだけど──」


　言いながら椅子に座ると「ごほんっ」と咳せき払ばらいが聞こえた。


　顔を向けると、部室の端はしにスーツとサングラスという怪あやしすぎる恰かつ好こうをしたがたいのいい外国人がふたり、直立不動でこちらを見つめている。部長のＳＰたちだ。白人っぽい男がロッキーで、黒人っぽい男がブレイドである。


「小こ僧ぞう。お嬢じようの覚えがめでたいからといって、調子にのるんじゃねぇぞ」


　ブレイドがどすをきかせた声で喋しやべる。


「少年。もう少しエチケットというものをわきまえた方がいいな」


　ロッキーが諭さとすように言った。


「は、はい……気をつけます」


　ぼくは冷ひや汗あせをたらしつつ頷く。


　……才能すらわからないままだなんて……ぼく、部長のこと本当になにも知らないんだな……。


「丈途さん。そう焦あせらずとも、いずれあたくしのことはおわかりになりますわ。それよりあたくしがここにいない間、同好会がどのような活動をしていたのか教えて頂けませんか？」


　部長はぼくの前にティーカップを置くと、まだ湯気の立っている紅茶を注ぎ始めた。


　……同好会の、活動だって？


「あたくしと丈途さん、ふたりの力で立ち上げた同好会ですものね。丈途さんだったらきっともういい取材対象を見つけて──いや、すでに取材を終えていらっしゃるかもしれませんわね」


「……部長。この同好会ってぼくと部長しかいないし……ぼく、なにもしてないよ」


「……え？」


「だってぼく、部長から強ごう引いんに誘さそわれて同好会に入っただけだし……ひとりでなにかするわけないじゃないか」


「な……なんですって……!?　しかもあたくしが強引に誘っただなんて……。丈途さん、あたくしとともに目指したジャーナリズムはどこへ行ったんですの!?」


　部長は声を荒あらげながら体を震ふるわせていた。その揺ゆれで、ティーカップに注いでいた紅茶が飛び散り、ぼくへとかかってしまう。


「熱っっ！　部長！　紅茶！　かかってる!!」


　しかし部長はぼくの言葉が耳に入っていないようで、震えたまま紅茶を飛び散らせ続ける。たまらず椅子から立ち上がると、部長も時を同じくして立ち上がり、おしおき棒のようなノートを持って床ゆかにビシッと打ちつけてきた。


「丈途さん！　エッチなことばかりに熱心であたくしたちの初心を忘れるだなんて……だらしないですわよ!!」


「だ、だらしないって……」


「あたくしと一いつ緒しよにあんな劇的に創刊させた閃新聞を、なんだと思ってるんですの!?」


「なんだって言われても……」


　部長は戸と惑まどうぼくを見て「ふぅ……仕方ありませんわね……」とため息をついた。


「本当はもう少し調査を進めてから声がけしようと思っていたのですが……早急にあの方をスカウトする必要がありそうですわね」


「あの方？　それにスカウト？　一体なんの話??」


「新聞同好会の活動をより素す晴ばらしいものにするため、ある方のスカウトを考えていたんです。今のお話で決心が固まりましたわ。これからスカウトしに行きましょう」


「これから!?　相手はどんな人なの??」


　部長はぼくの言葉を無視すると、なぜか頰ほおをふくらませて扉とびらの前まで進んだ。


「丈途さん。もうちょっとしっかりしてくださいませんと、女心というものは簡単に離はなれてしまうものですのよ」


　部長は怒おこったように言うと、さっさと部室を出ていってしまう。


　辺りには、部長がつけているフローラルな香こう水すいの匂においだけが残っていた。








　手がかじかみ、吐はく息も白くなる寒風の中、目の前のグラウンドでは熱い戦いが繰くり広げられていた。唸うなる白球。迎むかえ打つバット。そう──ぼくたちは、高校野球の観戦に来ていた。しかも……まったく知らない学校同士の練習試合だ。


「部長……どうして野球観戦なのさ……」


「見ていればわかりますわ」


　部長はそう言ってスコアボードへと目をやる。九回裏で八対三。今はちょうど、負けている方の高校が打だ撃げきをしているところだった。


「今攻こう撃げきしている高校、甲こう子し園えんの常連校なんですの。ちなみに勝っている方の高校は毎年予選の一回戦落ちですのよ」


「え!?　そんな弱いチームがこんな大差で勝ってるの!?」


「ふふっ……ちょっと興味がわきましたでしょ？」


　部長が楽しそうに笑ったそのとき、投手が三さん振しんを取り、試合が終しゆう了りようした。


「──やったわね！　これで甲子園にまた一歩近づいたわよ!!」


　勝ったチームのマネージャーが、ベンチから出て選手たちを称たたえている。髪かみを肩かたの辺りでそろえているいかにも活発そうな女の子だった。部長とは違ちがって色気が前面に出るタイプではないが、どのクラスにもひとりはいそうな馴な染じみやすいかわいさがある。


「──マネージャーが作ったお守りのおかげだよ！　もう糸がほつれてバラバラだけど!!」


「──マネージャーの特製朝飯のおかげさ！　試合中お腹なかがくだってたけど!!」


「──マネージャー、俺にずっとあの殺人的な味の味み噌そ汁しるを作ってください!!」


「──おい、ずるいぞ！　告白したい奴やつは甲子園までとっておくって約束だろ!!」


　野球部員はマネージャーを囲んで互たがいに勝利を喜び合っている。


　……それにしても、マネージャーを誉ほめるかのようなテンションでけなしまくっている気がするんだけど……冗じよう談だんで言ってるのかな？


「みんな、これからが本番よ！　夏の大会に向けてもっと実力をつけなきゃ!!」


「「──おぉ!!」」


　野球部員の発言内容はともかく、マネージャーを中心にチームがよくまとまっている印象を受けた。


　微笑ほほえましくグラウンドを眺ながめていると、ふと、マネージャーの着ている体操服が閃学園のものであることに気づく。


「あのマネージャー……うちの生徒なの!?」


「どんな弱小部活でも勝利に導くマネージャーの天才、倉くら部ぶ勝かつ代よさんですわ。ちなみに高校野球は今の時期、他校との試合は禁止なのですが……持ち前の情熱でこの試合を組んだのも、あの方ですの」


　部長は倉部さん率いるチームを満足そうに眺めていたが、次の瞬しゆん間かんには顔を引き締しめる。


「でも……あの天才をスカウトするには、少し工く夫ふうが必要なんですの」


　そう言った部長の手には、なぜか蘭の写真が握にぎられていた。








「──倉部勝代さん。あなたのマネージャーの才能、新聞同好会で活いかしませんか？」


　野球の試合の帰り道。部長は倉部さんがひとりになったときを狙ねらって声をかける。アスファルトをハイヒールで踏ふみしめて鳴らし、革かわ張ばりのノートを丸めたまま手の中でもてあそんでいた。そして両りよう脇わきには無表情のまま立つＳＰふたりを従えている……。


　なんか、悪の組織の勧かん誘ゆうみたいだ。というか、ぼくも同好会に誘さそわれたときこんな感じだった。


「な、なんですかあなたたち!?」


　案の定、倉部さんは凄すさまじく警けい戒かいしていた。彼女は今、体操服から閃学園の制服へと着き替がえている。そのせいか倉部さんの馴染みやすいかわいさが際きわ立だっていた。部長の話ではぼくと同じ一年生らしい。


「……部長。せめてもっと普ふ通つうにスカウトしようよ……」


「なっ……あたくしの誘い方のどこが普通でないと言うんですの!?」


「これ……スカウトなんですか？」


　倉部さんはこちらをいぶかしげに見つめてくる。


「うん。ちょっと誘い方がまずかったけど……まぁ、そういうことです」


　ぼくが言うと、倉部さんはほとんど即そく答とうで「すみません」と頭をさげてきた。


　……やっぱり、誘い方がまずかったのだろうか……。


「新聞同好会さんの活動に興味がないわけではないんですけど、私、特定の部活でしかマネージャーをしたことがないんです」


「存じておりますわ。野球・サッカー・空手……すべて、殿との方がただけのチームでしかその才能を発揮したことがない。あるいは、殿方だけのチームでしか才能を発揮できない」


「……それは……」


　倉部さんは困ったような顔をしてこちらを見つめてくる。


「マネージャーが必要な部活って男性ばかりのチームが多いので、いつの間にかそうなっていたんです。おかげで男性のチームを勝利に導くお手伝いは得意なんですけど、女性が関かかわってくるとどうしたらいいのか……」


　──そうか。新聞同好会には部長がいる。だから倉部さんはスカウトを即答で断ったんだ。


「……丈途、どうしてこんな所にいるのよ？」


　不意に後ろから声がする。顔を向けると、そこには赤い振ふり袖そでを着たポニーテールの女の子がいた。


「蘭こそ、どうしてこんな所に？　ぼくは新聞同好会の用事だけど……」


　彼女は霧線蘭。ぼくのクラスメートで、プログラミングの天才だ。


　蘭は何人かの女友達を連れており、その全員が振袖を着ていた。しかも……どういうわけかみんな着物がボロボロで、怪け我がをしている。蘭も、片足を少し引きずっていた。


「蘭、大だい丈じよう夫ぶなの!?　なにかあったの!?」


「……べつに、あんたには関係ないでしょ」


　彼女は歯切れ悪く言うと、こちらから顔をそむけてしまった。……どうしたというのだろうか？


「蘭さんは年明けにおこなわれる羽は子ね突つき大会に出場しますの。今は、妹さんたちと一いつ緒しよにお知合いの方がいるお嬢様校へ練習試合に行った帰りですのよ」


　部長が訳知り顔で言うと、蘭は驚おどろいてこちらへ目を向ける。


「なんであなたがそのことを知ってるのよ!?」


「ふふっ……いいではありませんか。それより、そのご様子ですと今日はずいぶん気持よくお負けになったようですね」


「それは……」


　蘭は唇くちびるを嚙かみしめると、うつむいて黙だまりこんでしまった。


　……部長、ほんと、なんでそんなこと知ってるんだよ……。


　ちなみに部長が言った〝妹〟とは、蘭と特に親しい女の子たちのことだ。百合ゆり少女の蘭は女の子たちから絶大な人気を集めており、みんなから「お姉さま」と呼ばれて慕したわれていた。


「倉部さん。マネージャーの天才たるあなたの目の前に、今、敗北に打ちひしがれている方々がいます。あなたはマネージャーの天才として、これをどうとらえますか？」


　部長が、不敵な笑えみを浮うかべて倉部さんを見つめる。


「て、天才だなんて……やめてください。私、閃学園にだって偶ぐう然ぜん入れただけですし、どうとらえるもなにも……そもそも女性のチームなんてお手伝いしたことありませんから……」


「でも倉部さん。蘭さんたちは今、すっっっっごく困っていらっしゃいますわよ？」


　──ビクッ！


　倉部さんが、なぜか一いつ瞬しゆんだけ体を硬こう直ちよくさせた。


「見たところ、蘭さんの妹さんたちの怪我は大きいですわ。大会は団体戦……このままでは、新春の大会に出られないんじゃありませんの？」


　部長に目を向けられた蘭は「余計なお世話よ……」とふて腐くされたように返す。


「ほらほら、倉部さん。どう見ても困っていらっしゃいますわよ？　いいんですの??」


　いいんですのって……部長、なにを言ってるんだろう。


「あの……蘭さん。こ、困ってますか？」


　倉部さんは声を震ふるわせながら聞いていた。なにか必死で我が慢まんしているかのような、耐たえかねているかのような、不思議な声。


「蘭さんは困っているに決まっておりますわ。聞くまでもないことですわよ？」


「……でも、私ではお役に……あぁ……でも困ってるなら……」


「悩なやむことなどありませんわ。蘭さんは女性から〝お姉さま〟と呼ばれて慕われるほどのお方ですのよ？　倉部さんにどこかつたない部分があったとしても、きっとフォローしてくださいますわ」


　倉部さんは唸うなりながらしばらく考えこんでいたが、部長が駄だ目め押おしのように「蘭さん、本当にお困りのご様子で……」とつぶやくと、意を決したように蘭を見み据すえる。


「あの、私にお手伝いをさせてくださいっっ!!」


「──え!?　いいの!?」


　ぼくが驚いて声を上げると、倉部さんは「私、困ってる人を見過ごせないんです！　一緒にがんばって甲こう子し園えんでもなんでも行っちゃいましょう!!」と、どこか恥はずかしそうにしながらも元気に喋しやべった。


　いや……羽子突きで甲子園はないから……。


「よかったですわ。では新聞同好会は、マネージャーの天才がどう蘭さんたちを勝利へ導くのか取材させて頂きます」


　部長は満足そうに微笑ほほえみながら倉部さんを見つめていた。


　──あの天才をスカウトするには、少し工く夫ふうが必要なんですの。


　ふと、部長が球場で言った台詞せりふを思い出す。


　……そういえば部長、あのとき蘭の写真を持っていたな……。男の部活でしかマネージャーをしたことがない倉部さん。そんな倉部さんの前にタイミングよく現れた蘭たち。そして部長の勧すすめで倉部さんが蘭率いる女の子チームの手伝いを始め、新聞同好会がそれを取材……。これ、明らかに部長の意図を感じるんだけど！　ぼくを新聞同好会にスカウトしたときみたいに、またなにかやるつもりだな……。


「私のことは気軽に勝代って呼んでくださいね！」


　困こん惑わく気味の蘭。不敵に笑う部長。そして苦笑いするぼく……。倉部さんはそんなみんなを見回し、元気に笑みを浮かべていた。












　汗あせと泥どろの匂においの染しみついた部室。きっと普ふ通つうの女の子だったら嫌いやがるんだろうな……。そう思いながら、しかし私は汚よごれた白球やバットを愛いとおしいとすら思い磨みがいていた。


「マネージャー……まだ残ってたのか」


　突とつ然ぜんした声に顔を向けると、部室の入口にキャプテンが立っていた。


「キャプテンこそ……もうみんな帰ってるわよ？」


　私の言葉に、キャプテンはため息をついて肩かたを落とす。


「俺のこと、あんまりキャプテンって呼ぶなよ……。強かった先せん輩ぱいたちが部活を引退したばっかりで……新キャプテンになって結構プレッシャー感じてるんだぜ？　お前くらい、今まで通り名前で呼んでくれ」


　キャプテンは疲つかれたように笑い、部室に入って椅い子すに腰こしをおろした。


「もう。またいつものマイナス思考？　仕方ないなぁ……」


　私はキャプテンに後ろから抱だきつくと、わざとらしくちょっとだけ胸を当てる。筋肉質な硬かたい背に、私の胸がむにゅっと潰つぶされる……。


「なっ……!?　おい、そういう冗じよう談だんはやめろよ！」


「冗談じゃないもん。みんなの練習をずっと見てて、私、キャプテンが一番がんばってたのを知ってるもん。そういうキャプテンのこと……好きなの」


「好きって……お前……」


　私は呆ぼう然ぜんとつぶやくキャプテンの向かいに座ると、自分が磨いたバットを持って股こ間かんにそっと押し当てる。


「キ……キャプテン、こういうの好きなんでしょ？　前にみんなと話してるの聞いちゃったの……」


「え!?　そ、それは……」


　キャプテンは顔を赤くしてしどろもどろになってしまった。きっと、私も同じように顔を赤くしているに違ちがいない。こんな恥ずかしいこと……他ほかの人の前じゃできない。


　私はバットに目をやると、その芯しんの太さに知らず唾つばを呑のんでしまった。


　……マネージャーだもの。キャプテンのためにがんばらなきゃ……。


　私はバットを握にぎる手に恐おそる恐る力をこめ、自分の股間に押し当ててグリグリと動かす。


「はぁぁっ……くぅっ……あっ……」


　股間の入口で、私に収まりきらないほど大きい棒が暴れている。硬い芯が私の性感帯をかき回すように動く……。


「んぁっ……やっ……くぅ……」


　恥ずかしげに喘あえぎを漏もらす私を、キャプテンがじっと見つめていた。


「やぁ……そ、そんな見つめて……」


　私はもう、恥ずかしさと快楽で頭の中が真っ白になってしまう。キャプテンの視線に応こたえるかのようにひたすら股間にバットを押し当て、自分の内へ向かって突つき上げた。硬く、太い棒……。自分に収まりきるはずがないのに、一心に動かし続ける。


「きゃっ……」


　不意に、キャプテンが私の前に来て無言でバットを握った。そして狙ねらいを定さだめるように、私の股間にバットを当て直して押しつける。


「んっ……キ、キャプテン？」


「ずいぶんいやらしくバットを汚したもんだな。……お前、俺がこれで甲子園を目指したら、恥ずかしいか？　それとも嬉うれしいか？」


　キャプテンはそう言って口の端はしを上げると、私の股間に当てたバットをねじこむように動かし始めた。












「羽は子ね突つきで青春の汗を流しませんか～!?　打ち合う羽子。魂たましいのラリー。激熱羽子突きで、私たちと一いつ緒しよに情熱を燃やし尽つくしましょう～!!」


　吹ふきすさぶ寒風の中、勝代は体育館の前に立って元気にビラ配りをしていた。しかもなぜか……半はん袖そでの体操服を着て!!


　さらに言えば、ぼくや部長や蘭までもが同じように半袖の体操服を着て一緒にビラ配りをしている……。


「寒っっ!!」


　ぼくが思わず口にすると、勝代が元気にこちらへ駆かけてくる。


「もう、丈途くん。もっと気合入れなきゃ集まるものも集まらないわよ？」


「気合って……だいたい、なんで半袖なのさ!?」


「その方が私たちの意気込みが伝わるでしょ？」


「意気込み!?　そんな理由だったの!?」


　羽子突き大会は五人一組の団体戦だ。しかし大会に出ようにも、メンバーだった蘭の妹たちは先日の練習試合で全員負傷してしまった。冬休みで他の妹たちはみんな実家に帰っていたため、ぼくらは人集めから始めることになったのだ。


　体育館前でのビラ配りは勝代の提案である。運動系の天才が通う所なのでいい人材が期待できるとのことだったが……半袖の体操服を着た理由が〝意気込み〟だったなんて……。


「なんであたくしまでビラ配りなんてしなくてはなりませんの!?　しかも、こんな貧相な姿で!!」


[image: ]


　部長が革かわ張ばりのノートを地面に打ちつけ、勝代に突っこんでいた。


　こんな貧相な姿って……これ、学園指定の普ふ通つうの体操服なのに……。


「だってみんなでがんばった方が気持いいでしょ？　ほら、部長も元気に声を出して！」


　勝代はマネージャーの天才だ。きっと言う通りにしていれば大だい丈じよう夫ぶ。ぼくらはそう思い、勝代に従っていた。


　そのとき、風が一ひと際きわ強く吹き、ぼくは身み震ぶるいしてしまう。


「──もう。男の子なのに、仕方ないわねぇ」


　ぼくの身震いを見た勝代は、自分の首に巻いていたタオルを外してこちらの首に巻きつけてきた。


「え!?　これって──」


「本当は汗あせを拭ふく用だけど、マフラーのかわりくらいにはなるでしょ？」


　彼女はそう言って微笑ほほえむと、また「羽子突きをやりませんか～！」とビラ配りを始める。


「この寒さじゃ汗はかかないでしょ……」


　ぼくは言いながら、タオルから漂ただよう甘い香かおりに心奪うばわれてしまった。


　……マネージャーがいる部活っていいなぁ……。なにかきついことがあっても、マネージャーが励はげましてくれるんだもんなぁ。そのまま仲良くなっちゃったりして、部活のみんなに秘密でつき合って、部活中にグラウンドの隅すみへ行ってこっそりキスしたり胸やお尻しりを触さわっちゃったりして、マネージャーが喘ぎを漏らし始めて──。


「なんてことするんですの！」


「ご、ごめんなさいっっ!!」


　部長の大声に、つい謝ってしまった。


　……って、なんでぼくが謝ってるんだ？　妄もう想そう中のマネージャーから怒おこられたのかと勘かん違ちがいしてしまった……。


「勝代さん！　このビラ『部員募ぼ集しゆう』が『武人募集』になってますわよ！　空手部じゃないんですからね!!」


　部長が革張りのノートをおしおき棒よろしく地面に打ちつけ、突っこんでいた。


　見ると、確かにビラに〝武人募集〟と書かれている。このビラは勝代が用意した物だが……。


「わ、私またやっちゃった！」


　……また？


「ごめんなさい、私ドジで……。もう、私の馬ば鹿か馬鹿!!」


　勝代はそう言って、自分で自分の頭をポカポカと叩たたいていた。


　……そういえば球場で野球部員が勝代になにか変なことを言ってたけど……あれ、もしかして全部本当だったのかな……？


　今さらビラを直す暇ひまもないので、ぼくらは口頭で「武人」の部分を訂てい正せいしながらその後もビラ配りを続けた。


　…………………………………………………………………………………………………………。


「……結局、誰だれひとり集まらなかったわね。通る人も少なかったし……みんな実家に帰ってるんじゃない？」


　夕焼け空を眺ながめつつ、蘭は自身を抱だきしめて両りよう腕うでをこすっていた。自分が挑いどむ大会のことなので弱音は吐はかなかったが、かなり寒いのだろう。


　勝代は蘭の台詞せりふを聞くと、考えるようにして口を開いた。


「仕方ないわ……。こうなったら勧かん誘ゆうの王道、みんなの前で死し闘とうを演じるのよ!!」


「「……は？」」


　勝代の唐とう突とつな発言にみんなの声が重なる。


　そんな中、勝代は瞳ひとみを燃えるように輝かがやかせて夕ゆう陽ひを見つめていた。








　──ガコッ！　ガコッ！　ガコッ！


「くっ……」


　女子寮りようの前で、蘭と勝代の白熱した羽は子ね突つきラリーが繰くり広げられていた。蘭は勝代の打つ羽子を打ち返すのに精せい一いつ杯ぱいで、思わず呻うめきを漏もらしている。


　──ガンッッ!!


　勝代の強きよう烈れつなスマッシュが決まり、蘭はその場に膝ひざをついてしまった。


「おほほっ！　甘いわね、蘭ちゃん！　その程度の実力でこの私を倒たおせるとでも思ったのかしら!!」


「ま、まさかこんなに強いだなんて……」


　……本当にその通りだ。勝代、運動神経よすぎだよ……。


　ぼくらは勝代から死闘を演じる案を言われたあと、女子寮前に来ていた。彼女曰いわく「熱い死闘を演じれば、その熱気にあてられてみんな羽子突きをしたくなるの!!」とのことだったが、ぼくの「そんなスポコン少年漫まん画がみたいな展開、あるわけないだろ!?」というツッコミや「そうですわ！　しかも羽子突きで!!」という部長のツッコミは完全に無視されていた。


「しかし、羽子突きがこんなに激しいものだったなんて……っていうか勝代、こんなに強いならチームで戦ってくれよ!!」


　ぼくの声に、勝代は笑え顔がおでこちらを振ふり向く。


「私はあくまでマネージャーだもの。戦えるわけないでしょ？」


　あ、あくまでマネージャーって……そういう問題なのか？


　ぼくが呆ぼう然ぜんとしていると勝代が周りに目を向け「それより、作戦は上々みたいよ？」と微笑む。


　勝代と蘭が文字通りの死闘を演じてくれたおかげで、寮の前には騒さわぎを聞きつけた女の子たちがたくさん集まっていた。


「──丈途くん、もうお正月遊びしてるの？」


　ショートヘアの小こ柄がらな女の子が、不思議そうに声をかけてきた。クラリネットの天才、鳴唐吹音さんだ。


「羽子突きって懐なつかしいなぁ～。吹音、子供の頃ころにやってね、思いっきりスイングしちゃって脱だつ臼きゆうしたことあるの」


「鳴唐さん……それ、体弱すぎだよ……」


　彼女は生きつ粋すいの音楽家なので、運動は苦手なのかもしれない。ぼくが苦く笑しようしていると、今度はアイドルと見まがうかわいい女の子が声をかけてきた。


「丈途くん。まだ実家に帰ってなかったのね。教えてくれれば私も時間を作ってデー……じゃなくて、遊べたのに……」


　彼女は園声謡江だ。歌の天才で、学園に多くのファンを持つまさにアイドル的存在だった。


「謡江。まだ寮に残ってたんだね」


「うん。でも、明日あしたには実家に帰っちゃうの……残念」


「──丈途。この騒ぎはなんだ？　また変なことをして醜しゆう態たいをさらそうとしているのか？」


　ぼくと謡江が話しているところへ、一眼レフのカメラを持ったスレンダーな女の子が割って入る。写真の天才、名機来夏だ。


「年明けに羽子突き大会があってさ、蘭と一いつ緒しよにその大会に出てくれるメンバーをさがしてるんだ。みんな、羽子突きに興味ない？」


　ぼくがそう言うと、みんな一いつ斉せいに蘭を見た。


「あ、あたしは負けたくない奴やつがいて、それでやってるだけだから……その、無理してやってもらわなくても……」


　羽子突き大会に出たいから人を集めているはずなのに、蘭はやけに歯切れ悪く喋しやべる。


「負けたくない人って誰？」


　ぼくが聞くと、蘭は「この間、練習試合で負けちゃった奴よ」と言いにくそうにつぶやいた。そういえば部長があのとき、蘭は知合いがいるお嬢じよう様校と対戦していたと話していたが──。


「みなさん。友達が困ってるんですから、一緒にがんばりませんか？」


　勝代が問うも、みんなはいきなりの話で戸と惑まどっているようだ。


「吹音、明後日あさつてにはお家うちに帰っちゃうの……」


「私も明日には帰るから……」


　鳴唐さんと謡江が、申し訳なさそうに言う。来夏は「ふん。そもそも羽子突きなんぞやって醜みにくい写真が撮とれるのか？」と鼻を鳴らしていた。


「実家だとか写真だとか……そんなこと……蘭ちゃんは今、青春を燃やし尽つくすためにこんなに必死なんですよ!?　青春は、今ここにしかないんです！　みんなの力があれば蘭ちゃんの青春が……みんなの青春が輝くんです!!」


　み、みんなの青春って……。


　鳴唐さんたちは勝代の言葉に啞あ然ぜんとしていた。


「みんな、このままでいいんですか!?　青春は一度しかないんですよ!?　さぁ、勇気を出して！　みんなにもきっとできます……最高の羽は子ね突つきが!!」


　なんというスポコン台詞せりふであろうか。男の部活でしかマネージャーをしたことがないと言っていたが……このノリ、完全に熱血系の少年漫画だ。


　……女の子にこれは、ちょっと通じないんじゃ……。


「──蘭さんごめん！　吹音、自分のことばっかり考えてた！　一度しかない青春だもん……また脱臼してもいい!!」


　……脱臼は駄だ目めでしょ、鳴唐さん。


「──蘭さん。私、間ま違ちがってたわ。蘭さんの羽子突きに賭かける情熱……確かに受け取ったからっっ!!」


　……え？　謡江、いつからそんな熱血キャラになったの??


「──ふん。実家で正月を過ごすよりはシャッターチャンスが多そうだな」


　……来夏らしいと言えば来夏らしい理由だな……。


　って……ん？　まさかこれ……みんな、勝代の台詞でやる気になったってこと!?


　蘭もみんなの反応に驚おどろいたのか、慌あわてて声を上げる。


「あたしは青春とか最高の羽子突きとかじゃなくて、負けたくない奴が──」


「ライバルね！　まさに青春だわ！　みんな、一緒に優勝を目指しましょう!!」


　勝代は元気に言うと、全員の手を取って喜んでいた。


　……な、なんとかなるもんだな……凄すごい。さっきのビラ配りのときもそうだったけど、なんだかんだ言ってみんな勝代のペースに巻きこまれちゃうのかもな……。ドジなところもあるけど、これがマネージャーの才能ってことなのかも……。


「とにかく、これでメンバーが四人か。でも大会に出るにはあと一人集めなきゃ……」


　ぼくが周りに目をやると、集まっていた女の子たちがいつの間にか帰り始めていた。


「まずいな……。鳴唐さんたち以外は羽子突きに協力してくれそうにないな……」


　勝代の方を見ると、彼女も困ったように考えこんでいた。


「──丈途。またなにかをやろうとしてるのかい？」


　不意に声がしたので、顔を向ける。するとそこには、淡あわい栗くり色いろの髪かみをさらさらとなびかせた中性的な顔立ちの男がいた。数学の才能を持つ、円修律だ。


「実はさ……」


　ぼくは、律に今までの経けい緯いを説明した。


「……なるほど。羽子突きは女の子の正月遊びとして有名だからね。しかし丈途……正月も学園にいるなら、ロマンティックにふたりで初日の出でも見に行かないかい？」


「なんでぼくが律とロマンティックな思いをしなきゃいけないのさ。朝早いの苦手だし、寮りようで寝ねてるよ」


「なっ……！　そんな……酷ひどい……」


　律はつぶやくと、その場にうなだれてしまった。


　そんな彼を、勝代は思案するようにして見つめている。


「ねぇ、丈途くん。私、羽子突き大会のルールを確かく認にんしたんだけど、ユニフォームは振ふり袖そでって書いてあるだけで、男子が参加しちゃ駄目って書かれてなかったの」


「へぇ……。ユニフォームが振袖なら、書くまでもなく女の子しか参加しないだろうしね」


「さすがに参加者の目もあるから、丈途くんに振袖を着てだなんて言えないけど……」


「着ないよ！　勝代、なんの話をしてるのさ!?」


「律くんって……律ちゃんにできないかな？」


「……へ？」


「大だい丈じよう夫ぶよね？　かわいいし、名前も女の子っぽいし」


　その場にいる全員が、勝代のとんでもない発言に声を失っていた。そして──。


「ちょっと待ってくれ！　勝手に話を進めないでくれよ！　僕が女装して大会に出るだなんて──」


「女装じゃないわ。ユニフォームよ」


　勝代が、やけに自信満々に言い放つ。


「丈途くんだって、律くんなら振袖が似合うと思うでしょ？　もちろん、ユニフォームとして」


　ユニフォームとしてって……明らかに女装だろ……。律なら男のくせに振袖を当然のように着こなしそうだけど、女装は……いや、でも大会で勝つためだし……ここはひとつ──。


「うん。きっと凄く似合うと思うよ。ぼく、律の振袖姿を見てみたいなぁ」


「なっ……!?　丈途、み、見たいのか……？」


「きっと律の新たな魅み力りよくが引き出されると思うよ」


「そ、そうか……そうなのか……」


　律はしばらくその場で考えこんでいたが、やがてこちらを向くと「丈途が見たいって言うなら……」と顔を赤らめていた。


　……あれ？　抵てい抗こうすると思ってたけど……意外に素す直なおに応じてくれたな。


　勝代は律の言葉を聞くと、満面の笑えみを浮うかべて元気に腕うでを掲かかげる。


「さぁ、みんなの熱い熱い真冬が始まるわよ!!」








　運動場に、カコッ、カコッと羽子突きの小気味いい音が響ひびいている。蘭以外は振袖を持っていなかったため、今はみんなジャージーで練習をしていた。


　ぼくと勝代と部長は、運動場の隅すみで練習の様子を眺ながめている。


「蘭ちゃんはさすがにうまいわね。吹音ちゃんはだいぶ体を動かせるようになってきてるし、謡江ちゃんは元々体のバランスがいいからこのままテクニックをつけてもらうとして、来夏ちゃんはちょっと動きに癖くせがあるからそこを修正して、律くんはもう少し細かい動作を──」


　勝代は言いつつ、ノートになにか書きつけていた。


　──ここ数日、みんなは運動場に通ってずっと羽は子ね突つきの特訓をしている。勝代はひとりひとりに合わせた練習メニューを組んで、細かい指示を与あたえていた。少しハードな内容だったが、即そく席せきチームで優勝を目指すなら仕方ないだろう。


「さすがに手て馴なれてるね」


　ぼくが言うと、勝代は「私にはこれしかできないから」と恥はずかしそうに笑い、練習を続けるみんなに目をやった。


　羽子突き大会はバドミントンに近いルールで運用される。ネットを挟はさんで羽子を突き合い、羽子を返し損そこねるか敵コートの外に落としてしまうと点を取られる。みんなは大会のルールに慣れておくため、運動場にネットを張って特訓していた。


　一日の練習が終わると、勝代は用意していたレモンの砂さ糖とう漬づけをみんなに配り始める。


「きゃっ……しょ、しょっぱい……！」


　鳴唐さんは食べるなり、顔をくしゃっとして叫さけんでいた。


「……勝代さん。また塩と砂糖を間ま違ちがえたのね」


　謡江は苦く笑しようして勝代を見つめている。


「──あっ！　私、またやっちゃった!!　もう……ほんとに私の馬ば鹿かっっ!!」


　勝代はそう言って、自分で自分の頭をポカポカと叩たたいていた。


「汗あせを流したあとは塩分補給も重要だけど、口にするものだから味も重要だね」


　律は言いながら、しょっぱいとわかっているレモンをわざわざ口に運ぶ。


「それにしても鳴唐は学習しないな。私は誰だれかが毒味したあとでなければ食わんぞ。塩ならまだいいが、前はワサビが入っていたからな」


　来夏は鼻を鳴らしながらも、しっかりとレモンを食べていた。


「勝代ちゃんが一いつ所しよ懸けん命めいに作った物なんだから、ごちゃごちゃ言わずに食べるの！」


　蘭はみんなを注意しながらレモンを次々と食べている。


　どうやら部長が言った通り、蘭は勝代のつたない部分をうまい具合にフォローしてくれているようだった。


　……それにしても勝代、ほんとみんなから愛されてる感じがするな。まだ数日のつき合いなのに凄すごい。こういう子にマネージャーをしてもらえると、きつい練習もどこか和やわらぐ気がする。


「ふふっ。さすがマネージャーの天才といったところですわね。調査の途と中ちゆうでしたからまさかドジっ子だとは知りませんでしたが……こういう才能もあるのですね」


　部長はみんなの様子を眺めて満足げに微笑ほほえんでいた。


　ここ数日の勝代のがんばりを見れば、部長が彼女を新聞同好会に誘さそったのもわかる気がする。


「みなさん。羽子突きに慣れてこられたようですし、この辺りで敵情視察へ行きませんか？　蘭さんの妹さんたちを怪け我がさせたほどのチーム……興味ありますでしょ？」


　部長が言うと、みんなは急に顔を引き締しめる。


　蘭のライバルがいるというチーム……一体、どれくらい強いのだろうか？








　レンガ造りの塀へいに、鉄製の大きな門。そして歴史を感じさせつつ高貴な雰ふん囲い気きを醸かもす洋風の大きな校舎……。


　前に部長が蘭のライバルのいる学校をお嬢じよう様校と言っていたが、確かに学校の外観からして完全にお嬢様校だった。


　ぼくたちは部長の案内でレンガ造りの塀の周りを歩く。そして角まで来ると──なぜか、塀に赤い絨じゆう毯たん張りの大きな階段が取りつけてあるのが見えた。


「な、なんだあれ!?」


　ぼくが叫ぶと、部長は「あそこから羽子突きの練習風景がのぞけますの」とすました顔で言う。


　よく見ると、階段の脇わきに部長のＳＰであるロッキーとブレイドが立っていた。


　……なるほど。部長が用意したのか。


　苦笑いをしつつ階段の前まで行くと、みんなで一いつ緒しよにのぼって塀の向こうを眺める。


　視線の先では、振ふり袖そでを着た女の子たちが激しく羽子を打ち合っていた。強きよう烈れつなスマッシュ。鋭するどく飛ぶ羽子。そしてそれを打ち返す技術……。もはやお正月遊びとしての面おも影かげはまるでなく、完全にスポーツだった。


「……蘭の妹たちが怪我するわけだ」


　ぼくがつぶやくと、蘭は苦々しい顔をして自分の足を触さわる。


　──そうか。蘭もあのとき、足を痛めていたはずだ。普ふ通つうに練習しているように見えたけど……大だい丈じよう夫ぶなのかな？


　お嬢様校の繰くり広げる激しい練習を、みんな呆ぼう然ぜんと眺めていた。みんなもかなりハードな練習をしていたはずだが……これはレベルが違ちがいすぎる。


「──誰ですか!?　のぞき見なんてして!!」


　羽子突きの練習をしていた女の子のひとりが、厳しい視線をこちらへ向けていた。ストレートの黒くろ髪かみを腰こしまで伸のばした、顔の整った子だ。藍あい色いろの振袖を気品溢あふれるように着こなしている。


　──しまった！　ばれた!!


　ぼくが慌あわてて階段をおりようとすると、女の子は唐とう突とつに笑い出した。


「おほほほほっ。誰かと思ったら蘭さんじゃありませんか。どうしたんですか？　のぞき見なんて未練ったらしいですわよ？」


「うるさいわね！　ちょっと近くを通りかかっただけよ!!」


「あらあら。まっ、そういうことにしてあげてもよろしくてよ？　羽は子ね突つきでも勝てない、妹の数でも勝てない……これでのぞき見なんて、無様すぎますものねぇ」


「くっ……」


　蘭は悔くやしそうに歯がみし、その場に立ち尽つくしていた。


「蘭。あの人がライバルなの？」


　ぼくが聞くと、蘭は忌いま々いましげな顔をして口を開く。


「そうよ。同じ中学だったの。昔、妹の数を競きそってたことがあってね……ただ、高校は互たがいに違うところへ進んだから、今じゃ比べるまでもなく負けてるけど……」


　閃学園は共学だ。お嬢様校と比べれば女子の数は圧あつ倒とう的てきに違う。負けるのも無理はないだろう。


「あいつ、もう妹が百人を超こえてるのよ！　数が大切だなんて思わないけど……でも……でもあいつに負けるのはなんか、すっっっっっごくむかつく!!」


　蘭は拳こぶしを握にぎりしめて震ふるえていた。


　……完全に私し怨えんで羽子突き大会に出てたわけだな。それで鳴唐さんたちが大会に参加しようとしたとき妙みように遠えん慮りよしてたのか……。とはいえ勝代が言っていた通り、ライバルとの戦いも青春ではあるんだけど……。


「蘭さん。その様子じゃまたチームを組まれたようですわね。ひとつ手合せ致いたしませんか？」


　その言葉に、蘭が鳴唐さんたちへ目をやる。しかしお嬢様校の激しい練習を見てしまったせいか、みんなうかない顔をするばかりで口をつぐんでいた。


「おほほほほっ。新春の羽子突き大会、出るのはおやめになった方がよろしいんじゃありません？　また怪我をされますわよ？　おほほほほっ」


　長い黒髪を揺ゆらして、お嬢様校のお姉さまは高笑いを続けていた。








　敵情視察に行った次の日。みんなは普ふ段だん通り運動場に来たものの、どう見ても練習に身が入っていなかった。お嬢様校との実力の差を見せつけられて、心が萎なえているのかもしれない。


「みんなどうしたの!?　もっと気合入れなきゃ優勝なんてできないわよ!?　そんな練習、全然青春じゃないわよ!?」


　勝代が必死に声を上げるも、みんなは浮うかない顔で曖あい昧まいに頷うなずくだけだった。それを見て、勝代は肩かたを落としてこちらへ来る。


「……こんなとき、男の子の部活だったらハッパをかければなんとかなったんだけど……」


　勝代は練習しているみんなへ目を向け、戸と惑まどい気味につぶやいた。


「時と場合によりますが、女性は殿との方がたほど単純ではありませんから……。今は、ハッパをかけるのをよした方がいいかもしれませんね」


　部長は思案するようにして羽子突きを眺ながめていた。


「あぁ、もう！　マネージャーなのにこんなときなにもできなくて……私の馬ば鹿か馬鹿ぁぁっっっ!!」


　勝代は自分の頭をポカポカ叩たたきながら悲しそうに叫さけんでいた。


　……応おう援えんするだけの立場って、自分ではどうしようもないからな。それはそれで辛つらいものがあるんだな……。


　勝代を見ながら、ふとそんなことを考えていた。


「勝代さん。そう自分ひとりで背負いこまずともあたくしたちが……いえ、新聞同好会がいるではありませんか。みんなで一緒に考えましょう」


　部長は優やさしく言うと、勝代の肩をそっと叩く。


「……部長……」


「あたくし、勝代さんのように一いち途ずで純じゆん粋すいな方、好きですから」


　微笑ほほえみながら、部長は勝代の手を取った。勝代は部長の言葉に心打たれたのか「ありがとう……私、私……」と目に涙なみだを浮かべている。一見、美しい友愛シーンに見えるが──。


　……部長、今、なにげなく新聞同好会をアピールしてたな。というか、男の部活しか担当したことのない勝代にわざと蘭を引き合わせて百合ゆりの戦いに巻きこませてたし……絶対に勝代がこういうことで悩なやむの、わかってたはずだよな……。ここで勝代に恩を売ってあとでもう一度スカウトする気なんじゃ……。


　部長、腹黒っっ!!


「丈途さん。なにかいい案はございませんか？」


　部長の言葉に、ぼくは考えこんでしまう。


「ぼくも女の子の気持なんてわからないけど……勝てる希望みたいなものがあれば、みんなまたがんばれるんじゃないかな？」


「勝てる希望ですか……」


　ぼくと部長が唸うなる中、勝代は「必殺技わざでもあればいいんだけど……」と漏もらす。


「勝代。そんな少年漫まん画がみたいなこと……できるわけないだろ」


「でも、必殺技さえあればきっとこの状じよう況きようを打開できるわ！」


　いや……必殺技なんて、絶対に無理だって。だいたい羽子突きって振ふり袖そでを着てやるから動きにくいし、帯がきつかったら大変だし、そしたら帯を外すしかないからこう、ついでに帯を一気に引いて帯回しをやっちゃったりして、回りすぎてフラフラになった子の着物を一気にはだけにかかって新春的に姫ひめはじめなんてして──あぁ、いいな！　帯回し!!


「ほらほら！　ちゃんと回らないとこけちゃうぞぉ～。そのまま目を回しちゃったらフラフラのうちに食べちゃおっかなぁ～」


「──丈途くん、なに言ってるの？」


　勝代がこちらをいぶかしげに見つめていた。


　──あっ、まずい！　妄もう想そうをそのまま口にしちゃった!!


「いやっ……今のはあくまで必殺技の話で、決して帯回しをして遊びたいとかエッチなことをしたいとかだなんて妄想じゃなくて──」


「丈途くん凄すごい！　そうよ、その手があったわ!!」


「……へ？」


　勝代の叫びに、ぼくは間の抜ぬけた声を出してしまった。「その手」って一体……。


「つまり、こういうことを言いたかったのよね──」


　そして勝代は、ある必殺技について話を始めた。








　祭ばやしの軽快な音と人々の声。屋台から流れてくる食べ物のおいしそうな匂におい……。


　こういう所に来ると、本当に年が明けたんだなと実感する。


　蘭や鳴唐さんや謡江や律、そして来夏までも、羽子板を持って楽しそうに神社の中を回っていた。


　──そう。みんなはぼくが発案した……ことになっている必殺技でやる気を取り戻もどし、今日おこなわれる羽は子ね突つき大会に無事出場することになったのだ。


　大会はこの神社の一角でおこなわれるが、始まるまでまだ時間があったのでみんなで境けい内だいを回っていた。本当は初はつ詣もうでをしたかったが、長ちよう蛇だの列ができていたので屋台巡めぐりに変へん更こうしていたのだ。


「吹音、あの桃もも太た郎ろうさんのお面が欲しい！」


　オフホワイトの振袖をかわいく着こなした鳴唐さんが、お面屋の前に立って声を上げる。それを聞いた赤い振袖の蘭が「どうせ買うならもっとかわいい物にしましょ」と言って動物のお面やアニメのヒロインのお面を見つくろっていた。


　……高校生になってお面をつけこなせるのは、ある種の才能だな……。


「──なんだ!?　弾たまを目の前で当てても商品が倒たおれないじゃないか!?　おい、店主！　イカサマだろ!!」


　渋しぶい黒の振袖を着た来夏が、射的屋の前で怒ど鳴なっている。着物の色のせいか、怒おこっている様はその筋の姐あねさんっぽい。


　……というか来夏、台の前からもの凄く身を乗り出して銃じゆうを構えてるな。あれはあれでイカサマだろ……。


「丈途くん。早くすくわないと他ほかのお客さんも待ってるわよ」


　女の子の声がしたのでぼくは周りを見るのをやめ、視線を戻す。目の前には、艶つややかな桃もも色いろの振袖を着た謡江がいた。


　……こういう着物が似合う謡江って、やっぱり華はながあるな……。


「ふっ……丈途。焦あせらずとも僕に任せてくれれば金魚は大漁さ。この水すい槽そう内の水の流れとすくい網あみの形状・強度から計算するに──」


　ぼくのそばで、紫むらさきの振袖を清せい楚そに着こなした女の子──ではなく、律が──いつも通りの声を上げる。


　り……律。恐おそろしいほど似合ってるな……。


　さらさらとした淡あわい栗くり色いろの髪かみも、中性的な顔立ちも、すべてが振袖に合っていた。こうやって眺ながめると僕っ子にしか見えない。


「兄ちゃん、彼女をふたりも連れてるのかい？　憎にくいねぇ」


　金魚屋の店主が笑え顔がおで冷やかしてくる。


「か、彼女ってわけじゃ……」


「──そう見えます!?」
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　律が急に笑顔になり、ぼくが着ていたダウンジャケットの袖そでを引っ張る。その勢いで、律が水槽に入れていたすくい網が破けた。


「って、律！　そういう冗じよう談だんはよせよ!!」


　店主の言葉に満面の笑みを浮うかべた律に、ぼくの言葉は届いていないようだった。


　……まったく。振ふり袖そでを着てるからって悪ノリしすぎだよ。彼女だなんて……しかも、なんだかんだ言って網を破ってるし……。


　それからもぼくらは、しばし屋台を巡って楽しく騒さわいでいた。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　みんなが屋台巡りを終えると、勝代がお手製のお守りを配り始める。彼女は爽さわやかなライトブルーの振袖を着ていた。


「みんな、今日はがんばりましょうね！」


　彼女は肩かたの辺りでそろえた髪を揺ゆらし、元気に声を上げる。


　……確かあのお守りって、糸がほつれてバラバラになったって野球部が言ってたやつだな……。


　ぼくが苦く笑しようしていると、いつの間にかみんなが羽子突き大会の会場へ向かって歩き始めていた。慌あわてて追おうと、一歩足を踏ふみ出す。


「──丈途くん」


　後ろから声がしたので振ふり返ると、勝代がうっすらと頰ほおを染めて立っていた。


「……どうしたの？」


「丈途くんにもプレゼントを用意したの」


「ぼくにまでお守りを……ありがとう」


「違ちがうわ」


　勝代はそう言って、プレゼント用の綺き麗れいな包装がされた紙かみ袋ぶくろを取り出す。


「前はタオルを巻いちゃったけど……こっちの方が温かいから」


　紙袋を受け取って開けてみると、中に青い毛糸の束が入っていた。


「……なにこれ？」


「見ればわかるでしょ。マフラーよ」


　え!?　これが!?　……よく見ると、編まれていなくもない気がするけど……どう見ても毛糸の束って表現の方がしっくりくるな……。


「あんな必殺技わざ、私じゃ思いつかなかったわ。丈途くん、その……凄すごいのね！」


　勝代はそう言うと、みんなの後を追って走り出してしまった。


　……勝代、どうして手編みのマフラーなんてくれたんだろう？


「まさか、純じゆん粋すいに女の子が男に贈おくるプレゼントだなんてこと……ないよね？」


　袋からマフラーを取り出してみると、編み目がグチャグチャでかろうじて束になっている状態だった。


　でも……女の子から手編みのプレゼントをもらえるだなんて……嬉うれしい！


　さっそく首に巻いてぼくもみんなの後に続こうとした。すると──。


「大会が始まるまでもう少し時間がありますわ。あたくしにつき合ってください」


　突とつ然ぜん、後ろから手を引かれた。


「え!?」


　驚おどろいて見ると、赤や黒をベースに金色で全体が彩いろどられた豪ごう華かな振袖を着た部長がいた。


　……あ、圧巻って感じだな……。


　部長に手を引かれるがままに境けい内だいを進んで行くとその先で──神しん殿でん前の列が割れ、神前まで一直線に道ができていた。


「な……なにが起こってるの!?」


「みなさんがあたくしたちのために道をあけてくださったんです」


　よく見ると、ロッキーとブレイドが参拝客を整理して道の端はしに寄せていた。


　……これ、まずいだろ!?


「みなさんのご迷めい惑わくになりますわ。早くお参りをすませましょう」


「むしろ今、激しく迷惑をかけてるから!!」


　部長はぼくの言葉も聞かず、こちらの手を引いて前に進み始める。


　部長の手から伝わってくる温かさ。漂ただよってくるフローラルな香こう水すいの匂におい……。


　ふと、閃新聞の創刊号が出たあの日、部長に手を引かれて走ったときのことを思い出した。


　──あたくしの駒こまとして、ずっとそばにいなさい。


　……ずっとって、どれくらいだろうか。同好会が落ち着くまで？　学園を卒業するまで？　それとも本当にずっとずっと──。


　気がつくと、ぼくらは神前に着いていた。


「……部長はなにをお願いするの？」


「そうですわねぇ。丈途さんと立ち上げた新聞同好会が、もっと素す敵てきな活動をできるように……でしょうか」


「そっか。ぼくも同じ願いにしておこう。その……ずっと一いつ緒しよに楽しめるように」


「丈途さん……」


　部長がぼくの手を両手で包んできた。ぼくは恥はずかしくなって、うながすように神前を見つめる。


　そしてぼくらは、ふたりでお賽さい銭せんを投げた。








　──カコッ、カコッ。カコッ、カコッ。


　羽は子ね突つき大会はお遊びの延長として楽しんで出ている人も多く、ほのぼのとした雰ふん囲い気きでとりおこなわれていた。それは高校生の部も同じだったので、相手によっては必殺技を使うことなく閃学園チームは勝利を収めていた。しかし体育会系の強いメンバーと当たったときは──。


「食くらいなさい！　帯回しスマッシュ!!」


　蘭は言うなり自分の帯の端を持って一気に引く。それと同時に独楽こまのように高速回転をし、強きよう烈れつなスマッシュを放つ……。


　これをまともに打ち返せる者などそういなかった。技が終わると、帯は自動で巻かれて元の状態に戻もどる。


「──なによあれ、反則じゃないの!?」


「──『ルールブックにはそんな規定ないから』って突っぱねてるらしいわ」


「──酷ひどいチームもいたものねぇ……」


　……勝者へのやっかみなど気にはしない。ぼくらはルールに則のつとり、正々堂々と戦っているのだから……多分。


　──みんなで必殺技について話し合ったあの日、ぼくの「帯回し」という発言を聞いて勝代がこのギャグスポコンっぽい技を思いついたのだ。勝代の案だけでは技が完成しなかったため部長が知合いに連れん絡らくを取り、帯をほどいても自動で元の状態に巻き戻してくれる〝自動巻き戻し式帯〟を開発した。


「うっ……さすがに回りすぎるときついわね……」


　試合を終えた蘭が、フラフラになりながら酔よったように言う。


　……まぁ、強烈な技わざだが、使う方もそれなりのリスクは負っているということだ……。


　大会はトーナメント方式で、閃学園チームは順当に勝っていた。本当の敵は、はじめから一チームだけなのだ。


　そして大会は進み──ついに決勝戦。


　ストレートの黒くろ髪かみを腰こしまで伸のばし、藍あい色いろの振ふり袖そでを気品溢あふれるように着こなした女がぼくたちの前に来た。百人を超こえる妹を従えるという蘭のライバルだ。


「蘭さん、ずいぶんとはしたない技を使うようになったんですのね。ふふっ。決勝戦、私たちの前でせいぜい無様にあがくがいいですわ」


「ふん、今に見てなさい。勝つのはあたしたちよ！」


　蘭は小こ馬ば鹿かにしたように笑うライバルを見み据すえ、啖たん呵かを切っていた。


　ぼくらは互たがいのコートへ移ると、試合の準備を進める。


「勝代ちゃん、今までありがとう。あいつに負けたあの日、まさかこうやってもう一度挑いどめるだなんて夢にも思ってなかったわ」


「だってこの戦いは蘭ちゃんの青春だもの。私、見届けるまでしっかり応おう援えんするわ！」


　蘭の感謝の言葉に、勝代は勇気づけるような声を返していた。


　……確かに、ここまでこられたのは勝代のおかげだもんな。メンバー集めも練習メニューも必殺技も……全部そうだ。ちょっとドジで失敗も多いけど、それでもひたむきにがんばる勝代がそばにいたからこそ、みんなも同じようにがんばれたんだもんな。


　勝代は自分のことを天才だと思っていないようだけど……今だからこそ改めて思う。勝代は、マネージャーの天才だ。


「最後の試合、みんな楽しんでやりましょう！」


「「おぉ！」」


　勝代の元気な声に、みんなは一丸となって答えていた。


　そして、試合が始まる。


　先せん鋒ぽうの謡江は体のバランスがいいため、なんとか試合に勝った。次鋒の鳴唐さんは、奮ふん闘とうするも相手の体力に追いつけず……負けてしまった。中ちゆう堅けんの来夏もわずかな動きの癖くせを突かれ、負けてしまう。副将の律がなんとか盛り返して勝ち──チームの得点は二対二の同点になった。


　すべては……次の大将戦で決まる。


「蘭、がんばってね！」


「丈途……今回はあんたにもだいぶ世話になったわね。その……ありがとう」


　蘭は少し照れたように言うと、コートへと足を踏ふみ出す。


『──それでは、試合開始！』


　審しん判ぱんのコールで試合が始まった。蘭は帯回しスマッシュのおかげで、相手と互ご角かくに渡わたり合っている。


　だが、試合中ちゆう盤ばんを過ぎた頃ころ、なぜか動きが鈍にぶってきた。そのせいで少しずつ押され、点をとられ始める。


「蘭……どうしちゃったっていうんだよ……」


　よく見ると、彼女は片足をかばうようにしてコートの中を駆かけ回っていた。


　──そうか！　前にライバルと練習試合したときに負った足の怪け我が……まだ治ってなかったんだ!!


　今まで弱音を吐はかなかったので、もう大だい丈じよう夫ぶなものだと思いこんでいた。しかし、違ちがったのだ。彼女はぼくらを心配させまいと隠かくしていただけだったのだ。


「おほほほほっ。どうしたんですか？　このままじゃあの練習試合と同じですわよ？　せっかく必殺技まで用意して決勝まで来たのに……無様ですわねぇ」


　足の痛みのせいか、蘭はライバルの言葉に苦く悶もんの表情を浮うかべるだけで答える余よ裕ゆうもない。


　これは……かなりまずい。


「蘭ちゃん、がんばって！　せっかくここまで来たんでしょ!?」


　勝代の応援も虚むなしく、蘭はどんどん点をとられてゆく……。


「また、なにか必殺技があれば……」


　勝代が漏もらした言葉に、応こたえる者はなかった。


　……お嬢様校っていうだけあって、こういう伝統行事はやっぱり強いな……。なんか、百合ゆり的にチームの結束力も凄すごそうだし、きっと練習中とかも百合的にがんばってついでに互いに胸キュンなんかしちゃって、練習が終わったあと一いつ緒しよにシャワーなんて浴びてともに身を清めながらそのままシャワー室で盛り上がっちゃって熱いお湯を浴びつつさらに熱い抱ほう擁ようやキスなんかして──。


「いいなぁ百合！　今度部長の階段を借りてひとりでのぞきに行こうかな!!」


「……百合？　のぞく??」


　勝代が、こちらをいぶかしげに見つめていた。


　──あっ、やばい！　また自分の妄もう想そうを口にしちゃった!!


「いやっ……違ちがっ……これも妄想じゃなくて、必殺技の話なんだ!!」


「百合でのぞきで必殺技って、どうするの？」


「……ん？」


「またなにか凄いこと思いついたんでしょ？　早くしないと蘭ちゃんが負けちゃうわ……」


　必死の顔でこちらを見つめる勝代……。


　……まずい。なんか、真しん剣けんに百合やのぞきで必殺技を言わないと、一気に勝代の信しん頼らいを失いそうな状じよう況きようだ……。でもさすがに、百合やのぞきでだなんて……。


　ぼくは懸けん命めいに試合を続ける蘭に目を向けた。彼女は帯回しスマッシュをやりすぎて、着物がはだけ始めている。汗あせをかき、荒あらい息をつきながら着物をはだける蘭……なんか、エロい。


「──そうだ！　百合でのぞきでエロだ!!」


　ぼくの中に、閃ひらめくものがあった。


　近くにあった係員用の拡声器へと手を伸のばすと、急いで取る。


　そして蘭を見つめて全力で集中した──。


「……蘭は今、苦く悩のうしていた。愛するお姉さまとの戦い……。その中で蘭は、公衆の面前で淫みだらに振ふり袖そでをはだけさせ、鞭むち打うたれるがごとく強きよう烈れつなスマッシュを打ち続けられている……。お姉さまのスマッシュは蘭の胸に、腿ももの内に的確に当たり、痛みとともにある種の快楽すら与あたえていた。……そう、責めの快楽。蘭は今まで、お姉さまに認められたいがゆえにライバル視し、すれ違いを続けていたのだ。ツンデレ……とでも言うのだろうか。蘭は今その罰ばつを、胸で、腿の内で、さらには全身で受け続けていた。『あぁ……お姉さま……そんなにあたしを責めて……あたし、もう……あっ……！』と、蘭は荒い息をつきながら心の中でつぶやいていた。お姉さまの放つ一打一打を、今まで自分が犯おかした罪に対する罰だと思って受け、責めの快楽で果てようとしていた──」


「た、丈途くん、なに言ってるの!?」


　勝代が驚おどろいてこちらを見つめていた。周りのみんなも、ぼくのいきなりの行動を呆ぼう然ぜんと眺ながめている。


「ぼくのポルノ小説の才能で、蘭を主人公にした即そつ興きようポルノを作ったんだ。相手がこれを聞けば……」


　ぼくの言葉に、みんながコートを見つめる。


　蘭のライバルは動きが急に鈍っており、どんどん点をとられていた。


「蘭さん……あなた、今までそんな風に私のことを見てくれてたのね……。百人を超こえる妹を慈いつくしむ女としてその気持、わかるわ。……ごめんなさい。私、あなたに凄く酷ひどいことばかり言ってしまって……」


　蘭のライバルは、コートの中で戦意を喪そう失しつしていた。


　──よし！　駄だ目め押おしだ!!


「蘭は心の中で必死に叫さけんでいた。『お姉さま……もっとあたしを責めて。責めて責めて、あたしを許してください。……好きです』と」


　ぼくが喋しやべり終えると、蘭のライバルは涙なみだし、完全にその動きを止めてしまった。


「行くわよ、帯回しスマッシュ!!」


　相手が止まっている隙すきに蘭の強烈なスマッシュが炸さく裂れつする。そして次々と点が入り──。


　ついに、蘭が勝った！


「やった！　みんな、やったわよ!!」


　勝代が満面の笑えみを浮かべてみんなに駆け寄っていた。


　……よかった。もの凄い達成感だ……。これが勝代の言う青春なのか……。


「丈途さん。いい記事が書けそうですわね」


　いつの間にかそばに来ていた部長が、微笑ほほえみながら言う。


「今回の取材のまとめ、丈途さんのポルノ小説風コラムでお願いしたいと思います」


「コラムで？」


「はい。閃新聞の創刊号でもそうでしたが、あたくしたちの新聞には常に丈途さんのコラムを載のせていきたいと考えておりますの。もちろん、看板記者としてですわ」


「看板記者だなんて……」


　というか、ポルノ小説風コラムって……新聞同好会、一体どこへ向かうつもりなんだ？


　ぼくは苦く笑しようしながらも、勝利にわくみんなを眺め、心が晴れ渡わたっていた。












　最後のスマッシュを決めた瞬しゆん間かん、歓かん声せいが辺りを包んだ。バドミントンの高校選手権。俺はそれに、優勝したのだ。


　観客席に目をやると、つき合っているクラスメートの女の子が微笑んでいた。


　表ひよう彰しよう式しきを終えると俺はすぐに控ひかえ室へと戻もどる。みんなもう、帰りの準備を始めていた。しかし俺は足首を痛めていてこれ以上は動けそうにない。椅い子すに座って痛みがある程度引くのを待っていると、その間にみんな帰ってしまった。


「……誰だれかいますか？」


　扉とびらの外で、遠えん慮りよがちな声がする。俺の彼女の声だ。


「俺しかいないから、入っていいよ」


　そう言うと、扉を開けて彼女が入ってきた。髪かみを肩かたの辺りでそろえている、いかにも活発そうな子だ。飛び抜ぬけて美人ということはないが、どのクラスにもひとりはいそうな馴な染じみやすいかわいさがある。彼女は俺の……専属マネージャーといったところだろう。


「どうして出てこないの？　みんな帰っちゃったよ？」


「足が痛くてさ……」


「え!?　だって私、ちゃんとテーピングしたじゃない！」


「実はそれなんだけど……俺も試合のことばっかり考えてて気づいてなかったんだけどさ、やり方を間ま違ちがってたみたいなんだ」


「えぇ!?　またやっちゃったの!?　もう……私の馬ば鹿か馬鹿!!」


　彼女はそう言って、自分の頭を自分で叩たたいて涙ぐんでいた。


「でもさ、これで負けたらお前が悲しむって思ったら……いつもよりがんばれたよ。勝てたのはお前のおかげさ」


　俺はそう言うと自分の頭を叩く彼女の手を取り、そっとキスをする。


「ほんと、ごめんなさい……」


　俺は首を横に振ふると「がんばったんだから、ご褒ほう美びをくれよ」とささやく。


「……うん。足の怪け我がを悪化させちゃったし、私、がんばるね」


「エッチなことまでマネージャーみたいにがんばらなくていいんだよ」


　笑って言うと、彼女は「足に響ひびかない方がいいよね？」と真しん剣けんな顔をして俺の前で膝立ちした。


　そして俺の股こ間かんに両手を這はわせ、ゆっくりと回すように動かしてくる。性せい欲よくというより純じゆん粋すいなご奉ほう仕しでやっているかのような、一いつ所しよ懸けん命めいな手の動き……。自分のためにそこまで尽つくしてくれる姿は、それはそれで欲よく情じようしてしまう。


「疲つかれてるはずなのに、ここはもう元気なのね」


　彼女は微笑むと、ズボンの上から軽く股間にキスをしてきた。そして、盛り上がっている形にそって口でくわえる……。


「くっ……ん……」


　俺が呻うめくと、彼女はくわえたまま頭を上下に動かし、時に強く息を吹ふきかけ、時に甘あま嚙がみしてきた。温かさと軽い刺し激げきが交こう互ごに俺を責めてくる。


「っ……ほんとに熱心にやるんだな……」


　彼女は頭を上下させながら、返事をするように「う……」とだけ漏もらすと、俺の股間の根本に手を這わせて頭と一いつ緒しよに激しく上下させ始めた。


「お前……うっ……それ以上は……」


　口と手、ふたつのものに締しめつけられ、同時に責められ、俺は自分が果てるのを我が慢まんするので精せい一いつ杯ぱいだった。


　ちょっと不器用だが、俺をがんばって応おう援えんしてくれる彼女。そばにいるだけで力になる。彼女が起こした失敗なら、逆にそれを負けた言訳にしたくないがために、もっとがんばれる。


「お前は勝利の女め神がみだよ」


　その言葉を聞くと、彼女は嬉うれしそうに微笑み、俺のズボンを脱ぬがしにかかった。












　茜あかね色いろの夕ゆう陽ひがコートを照らしていた。少し離はなれた所から、祭ばやしの軽快な音が流れてきている。


　羽は子ね突つき大会が終わり、ほとんどの人はこの場から去ってお祭りへ向かっていた。


「……蘭さん。今までごめんなさい。愛いとしいからこそ憎にくしみも生まれる……そういうことでしたのね」


　蘭のライバルが、蘭へ向かって手を差し出してくる。


「──丈途！　どうしてくれるのよ！　なんか、とんでもないことになっちゃってるじゃない!!」


　蘭はぼくの耳元で小さく叫さけんでいた。


「いいんじゃないかな。仲が悪いより良いい方がきっと楽しいよ？」


「あんたねぇ!!」


「蘭さん……。そうでしたわね、ツンデレなんですものね。そこは私、あなたのお姉さまとして受け入れますわよ」


　蘭のライバルはそう言うと、いきなり蘭を抱だきしめてしまった。


「──えっ!?　なっ……そんな……!?」


　蘭は驚おどろきでまともに声も出せなくなっている。


　閃学園のみんなに目をやると、ひとしく苦く笑しようして蘭の様子を見つめていた。


　……うん。これはこれで青春だから……良し!!


　ぼくは心の中で強ごう引いんに締めると、勝代を見つめる。


「お疲れさま。これで羽子突き大会のマネージャーが終わったね。またどこかでマネージャーをするの？」


「そのことなんだけど……」


「──倉部勝代さん。あなたのマネージャーの才能、新聞同好会で活いかしませんか？」


　部長が、ハイヒールで地面を踏ふみしめつつ革かわ張ばりのノートを丸めて手の中でもてあそんでいた。その両りよう脇わきには、無表情のまま立つＳＰふたりを従えている……。


　……なんか、どこかで見た光景だな……。


「──はい！　これからよろしくお願いします!!」


　勝代は部長を見つめ、元気に返事をしていた。


「え!?　いいの!?　だって勝代、男の部活の方が得意なんでしょ？」


「今回の件で私、少しだけ自分の弱点を克こく服ふくできた気がするの。きっと、新聞同好会のおかげよ。みんなと一緒にいたら、私はもっといいマネージャーになれると思うの。それにね……」


　勝代は言いながら、ぼくの首の辺りに手を伸のばしてくる。


「私、ドジだから、このマフラーも簡単にほつれちゃいそうだし……いつでもすぐに直せるよう、丈途くんのそばにいたいの」


「そ、それって……」


　ぼくが勝代の言葉に戸と惑まどっていると、後ろから怒いかりを押し殺したような部長の声が響く。


「た～け～と～さ～ん！　あなた、他ほかの女性からプレゼントされた物を身につけてあたくしと初はつ詣もうでされてたんですの!?」


「や、それは、その……」


「ほんっっっとにだらしない方ですわね!!」


　部長は怒りを爆ばく発はつさせるように地面へと革張りのノートを叩たたきつけていた。


　彼女の後ろで、ＳＰたるロッキーとブレイドが指をバキバキと鳴らしているのが見える。


　……あぁ、やっぱりぼく、新聞同好会に入ったの間ま違ちがいだったかな……。




丈途と来夏＠冬休みの善行







「くっ……新春の大会か……。あのとき私は負けてしまったからな……本当に悔くやしかったよ……」


　来夏は木の枝にまたがったまま呻うめくと、肩かたを落として黙だまりこんでしまう。あの羽子突き大会、来夏は決勝戦で対戦相手に負けてしまった。他のメンバーが勝ってくれたので閃学園チームは優勝できたが……それでも口くち惜おしいのだろう。みんな勝代の指導のもとでずいぶん練習をした。あんなにがんばったのだから、全員に勝って欲しかったと思う。


「来夏……ぼく、来夏のがんばりはちゃんと見てたよ。結果は残念だったけど……一いつ所しよ懸けん命めいにやったんだ。胸を張っていいと思うよ」


「……くっ、だが本当に悔しい……。あの──射的屋めぇぇぇ!!」


　……へ？


「イカサマして商品が倒たおれないようにするなど言語道断だ！　次に会ったときは必ず商品を倒す！　全部倒す！　銃じゆう身しんでなぎ払はらってでも倒す!!」


「……いや、なぎ払うのはさすがに駄だ目めでしょ……」


「だが弾たまを当てても倒れないんだぞ！　イカサマにもほどがある!!」


　来夏は唇くちびるを嚙かみしめると、そのまま体を震ふるわせていた。


　……大会のことはどうでもよかったのね……。


「そういえばさ、来夏はあの大会の後で実家に帰ったの？」


「いや、せっかくの冬休みだからな。撮さつ影えい旅行に出かけていたよ」


「へぇ……いいね。ぼくも小説の取材旅行とかすればよかったかな。実家に帰ってずっとゴロゴロしてただけだもんなぁ」


「怠たい惰だな奴やつだな。もっと芸術に真しん剣けんになれ。私など冬の日本海へ行って、断だん崖がいの絶ぜつ壁ぺきと言うにふさわしい崖がけを見つけて寒さに耐たえながら撮影をしていたんだぞ」


「絶壁かぁ……荒あら波なみが砕くだける瞬しゆん間かんとかいい写真が撮とれそうだね」


「そうだな。ちょうど思いつめた顔をした男が崖の端はしで波間を見つめていてな、日本海の荒波とそいつでなにか醜みにくい写真は撮れないかと考えて『崖の壁へき面めんに手足をかけて張りついて、誰だれかのスカートをのぞく準備をしろ！　そしてのぞきを達成する前にお前が力ちから尽つきて崖から落ちれば……のぞきに失敗した男がその身で盛大に日本海の荒波を砕いてしまうという、素す晴ばらしく醜い写真が撮れる!!』と頼たのんだら……『馬ば鹿かにしてんのか!?　こっちは真剣なんだぞ!!』と怒ど鳴なって帰ってしまったよ。まったく……芸術のわからん奴だ」


　来夏はそのときのことを思い出したのか、腹立たしげに息を吐はいていた。


　……崖で思いつめた顔をして真剣って……やることひとつだよなぁ……。


「……来夏。冬休みの間にひとつの命を救ってきたんだね。お疲つかれさま」


「意味のわからんことを言うな！　あの男は私のシャッターチャンスを台無しにしたんだ！　ほんと、腹の立つ奴だよ!!」


　声を荒あらげる来夏は、完全に自分の善行に気づいていないようだった。


「……しかし丈途。今までの話を聞く限りでは、新聞同好会はまともにクラブ活動をしているように思えるんだが……」


　……ぼくも、このまま新聞同好会は順調にクラブ活動を続けていくものだと思っていた。不ふ穏おんな空気が漂ただよい始めたのはこの後からだ。部長の取材方針が当初と違ちがうものになり、報道内容が変わっていった。ぼくはもっと早く気づくべきだったのだ。あの部長が立ち上げた新聞同好会が、ただの学園新聞で終わるはずがないということに……。


「次の話は、あの事件を取材したときのことにしよう。消息を絶った閃学園の生徒を追った、あの事件──」
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『現代の神かみ隠かくし！　山中に消えた高校生の行方ゆくえは!?』


　校舎奥の階段をくだり、鉄製の重々しい扉とびらを開けると、部長が机の上に広げている新聞の見出しが目に入ってきた。


　……よくある三流ホラー記事だな。


　そんなことを考えながら、ぼくは首に巻いていた青いマフラー……と言えなくもない毛糸の束を外す。


「……丈途さん。そのマフラー、ずいぶん大事にされてるんですのね」


　部長が表情を一いつ切さい変えずにこちらを振ふり向いた。その勢いで、彼女の豊満な胸が揺ゆれる。


「そのマフラー、丈途さんがあたくしと初はつ詣もうでされたときも大事に大事に巻いていた物ですものね。そりゃ肌はだ身み離はなさず巻きますわよね」


「部長。このマフラーって一応プレゼントされた物だし、まだ外は寒いし──」


　部長はぼくの言葉を無視すると、再び新聞に見入ってしまった。


　冬休みはとうに明けていたが、だからといって冬が終わるわけではなく、閃学園がある山一帯には雪が降り積もっていた。こんな季節にマフラーをしていないとなれば当然、プレゼントしてくれた人物は傷つくだろう。このマフラーは少々……というかかなり編み目が雑だったが、これを作ってくれた人はがんばり屋さんでいい子なのだ。あまり傷つけるようなことはしたくなかった。


　──ギィ。


「私、またやっちゃった……」


　扉の開く音とともに女の子の声がする。顔を向けると、そこには髪かみを肩かたの辺りでそろえているいかにも活発そうな子がいた。


　彼女はぼくが外したマフラーに目をやると、少し恥はずかしそうに「まだほつれてないわね」と微笑ほほえむ。


　──そう。彼女こそぼくにこのマフラーをプレゼントしてくれた人物、倉部勝代だ。部長とは違って色気が前面に出るタイプではないが、どのクラスにもひとりはいそうな馴な染じみやすいかわいさがある。ただ彼女は今なぜか……雪まみれだった。


「一体どうしたの!?」


「部長が『今日は勝代さんが同好会に入って初の取材ですわよ』って言うから、嬉うれしくて駆かけてきたら……転んじゃったの」


　勝代は涙なみだ目めになりながらつぶやいていた。彼女……かなりのドジっ子なのだ。


　新聞を読みふけっていた部長はため息をつくと、急に立ち上がって部室の棚たなからタオルを一枚取り、勝代の頭を優やさしく包んだ。


「仕方ありませんわねぇ……。勝代さん。嬉しいのはわかりますけど、その元気は取材までとっておくものですわよ」


「部長……ありがとう。部長っていつも落ち着いていて素す敵てきで……憧あこがれちゃう」


「あらあら、勝代さんは素す直なおでいい子ですわねぇ」


　顔をほころばせる部長と瞳ひとみをキラキラさせた勝代……。ふたりは仲むつまじく体を寄せ、見つめ合っていた。


　……美しい友愛、だな。


　ぼくがふたりの様子をじっと眺ながめていると、ふと、部長が外の雪より底冷えのする声を発する。


「ときに丈途さん。いくらポルノ小説の天才だからといって、あまり女性関係でだらしないと……身を滅ほろぼしますわよ」


「え!?」


　部長はこちらを鋭するどく睨にらむと、次の瞬しゆん間かんには何事もなかったかのように顔に笑えみを浮うかべ、勝代を丁てい寧ねいに拭ぬぐっていた。


　ぶ、部長……恐こわっっ！　ぼく、マフラーを巻いてただけなのに……。


　この学園には様々な分野で〝天才〟と呼ばれる者たちが入学している。ぼくはポルノ小説の天才。勝代はマネージャーの天才。しかし……部長だけはいまだその才能が謎なぞであった。いや、才能だけではない。本名も学年もなにもかもが謎のままだ。


　学園の制服たる紫むらさきのワンピースドレスをわざわざレザー製にしてハイヒールをはき、常に身の丈たけサイズの革かわの棒──に見える丸められた巨きよ大だいな革張りのノートを持つ部長。その姿はまるで女王様がボンデージを着ておしおき棒を持っているかのようである。


　……やっぱり、ＳＭの天才なのかな？


　一度本人にそう聞いたことがあったが、そのときは思いっきり否定された。でも……見たまんまだとそうだよな？


　そんなことを思いながら部長を見つめていると、彼女が机の上に広げていた新聞が目に入った。『現代の神隠し！』という見出しに続く文字をなんとなく読み進めてみる。


　どうやらこの事件、閃学園が建っているこの山の中で一ヶ月ほど前に起こったことらしい。神隠しにあった高校生は麓ふもと街まちの小学生たちと遊んでいたとき不意に姿を消してしまったようだ。山さん岳がく救助隊の大だい捜そう索さくにもかかわらず消えた高校生は発見されず、そうこうしているうちに山に大雪が降ってしまったため捜索が打ち切られたとのことだった。


『──山中に消えた男子生徒は閃学園高等学校の一年生で──』


　その文字を目にした途と端たん、ぼくは驚おどろきで思いっきり吹ふいてしまった。


「う……うちの生徒だったの!?」


「そうですわよ。丈途さん、知りませんでしたの？」


　当然のように言う部長を前に、勝代が不思議そうに新聞を読み始める。


「誰だれも騒さわいでなかったしさ……みんな知らないと思うんだけど……」


「クラスから人ひとり消えた程度では気にもしないというわけですわね」


　部長はそっけなく言って勝代にタオルを渡わたすと、机の脇わきに置いていた巨大な革張りのノートを手に取っていた。


　……は、薄はく情じようだな。この学園の生徒って……。


「──人の迷めい惑わくをかえりみぬ──まさに典型。計画の手始めには──」


　部長は何事かひとりでつぶやきながらノートを眺めている。


　……計画？


　なんのことか聞こうとすると、それよりも早く勝代がこちらに話しかけてきた。


「神かみ隠かくしだなんて……恐いわね。その……もういないってことでしょ？」


「そ、そうだね……。これ、大事件だよね」


「──その通りですわ。ですからこの神隠し事件、新聞同好会としてこれから取材に行きます」


「「えぇ!?」」


　部長の言葉に、ぼくと勝代の声が重なった。


　こ、恐いから嫌いやなんだけど……。


　勝代もぼくと同じ気持らしく、不安そうに部長を見つめている。


　ぼくらの視線を一身に受ける中、部長はおしおき棒のようなノートを手の中でもてあそびながら不敵に微笑ほほえんでいた。








　朽くち果てて朱しゆ色いろがはげ落ちた鳥居。首を失った狛こま犬いぬ。そして風化して切れ落ちたしめ縄なわ……。


　閃学園の生徒が神隠しにあったという場所は、荒あれ果てた神社であった。枯かれ木に陽ひが遮さえぎられ、辺りはどこか薄うす暗ぐらい。


「部長……ここ、幽ゆう霊れいかなにか出たりしないよね？」


　恐おそる恐る聞くと、部長は薄うすく笑うだけでなにも答えなかった。


　──バキッ！


「きゃぁぁ!!」


　突とつ如じよした大きな音に勝代が叫さけび、ぼくに飛びついてきた。腕うでに当たる、張りのある膨ふくらみの感かん触しよく……。


「か、勝代!?」


　慌あわてて彼女を見ると「私、こういうの苦手なの……」と瞳ひとみを潤うるませて顔を上げてくる。


　……か、かわいい。


　腕に当たる彼女の胸の感触に頰ほおを緩ゆるめていると、フローラルな香かおりがどこからかふわっと漂ただよってくる。その瞬しゆん間かん──。


「雪の重みで木の枝が折れただけですわ」


　部長がぶっきらぼうに言い、ぼくと勝代の間に手を入れてさりげなく引き離はなした。部長のつけたフローラルな香こう水すいの匂においが間近で漂い、その存在を主張する。


「ロッキー。ブレイド」


　部長は自分のＳＰたちの名を口にした。その声に応じてスーツとサングラスという怪あやしすぎる恰かつ好こうの外国人ふたりが部長の方を向く。白人っぽい男がロッキーで、黒人っぽい男がブレイドだ。ブレイドはなぜかサブマシンガンを持っており、ロッキーは……なぜかひとりの少年を背負っていた。


「……部長。ずっと気になってたんだけど……その子、誰？」


「神隠し事件が起きたとき、閃学園の生徒が消える直前まで一いつ緒しよにいた小学生たちの中のひとりですわ」


　ロッキーが少年を地面へおろすと、少年は少し怯おびえたようにして朽ちた神社を見回し始める。


「……ボクたち、夕方ここに来て隠かくれん坊ぼうをしてたんだ。ボクが鬼おにでみんなをさがしてたんだけど、あのお兄ちゃんだけさがしてもさがしても見つからなくて……あたりが暗くなってきて『もうみんな帰るよ！』ってさけんでも出てこなくて……」


　少年は喋しやべっているうちにそのときの恐きよう怖ふを思い出したのか、それ以上喋らなくなってしまった。


　……小学生で神隠しなんてものに関かかわったら、トラウマになるほど恐こわいだろう。神隠しにあった生徒もかわいそうだが、一緒にいた小学生たちもかわいそうだと思う。


「……古くから黄昏たそがれ時どきは逢おう魔まが刻ときとも言われ、怪かい異いが起こりやすい時間帯とされておりましたわ。隠れん坊もまた、神隠し伝説と切っても切れぬ関係……」


　部長のつぶやきをかき消すように、一いち陣じんの風が粉雪を舞まい上げた。舞った雪は吸いこまれるようにして鳥居をくぐり、薄暗い境けい内だいの奥へと消えてゆく……。


　……こ、恐いんだけど……。


「──丈途さん」


「うわぁぁぁ!!」


「……なにを驚おどろかれているんですか？」


　部長が呆あきれたようにぼくを見つめ、鳥居の向こうを指差した。


「『もういいかい？』と大声で叫んでください」


「な、なにそれ!?　よくわからないけど……なんか呪のろいの言葉っぽくて嫌なんだけど!?」


「叫んでください」


「え……でもさ……」


「叫んでください」


　……選せん択たく肢しはないのね……。


　ぼくは生なま唾つばを呑のみ、目の前にある鳥居を見上げた。下手なことを言って変な呪いでも受けたら嫌だが……部長を怒おこらせるのも恐い。


　あきらめて大きく息を吸うと「もういいかい!!」と叫んだ。


　ぼくの声が山々にこだまし、次し第だいに消えてゆく……。


　──もういいよ!!


　少し離れた所から、男の野太い怒ど鳴なり声が響ひびいてきた。


「──っっ!!」


　ぼくは驚きのあまり声もろくに出せなかった。慌てふためいて辺りを見回すと、部長がブレイドへと手を向けてサブマシンガンを受け取っているのが目に入る。


　──ズガガガガガガガッッ!!


　男の声がした方へ、部長がいきなり集中砲ほう火かを浴びせた。


「なにしてるのさ!?」


「……さすがにうまく身を隠したようですわね」


「部長、これ……一体なにが起こってるの!?」


　部長はサブマシンガンのベルトを肩かたにかけると、おしおき棒のように見えるノートを開いて淡たん々たんと喋り始める。


[image: ]


「一ヶ月ほど前にここで神かみ隠かくしにあった閃学園の生徒……。名前は鬼おに隠がくれ潜ひそむ。彼は──隠れん坊の天才ですの」


「それで子供と隠れん坊してたってわけか」


「当時隠れん坊に参加していた子供たちから詳くわしく話を聞いたところ、ルールは隠れている者を見つけてタッチすれば鬼が交こう替たい。隠れる範はん囲いはこの神社から半径五百メートル以内で、タイムリミットは──無制限のデスマッチ方式!!」


「デスマッチ方式って……たかが隠れん坊で……」


「自分の才能を信じて命がけの勝負をおこなうこと自体は素す晴ばらしいことですわ。ただ度が過ぎて無関係な人々──例えば山さん岳がく救助隊の皆みな様さま──にまで迷めい惑わくをかけるのならば見過ごすわけにはいきません」


「例えば山岳救助隊って……ん？　あれ??　ま、まさか……今『もういいよ』って言ったのって……」


「そうですわ。一ヶ月ほど前に神隠しにあったとされている鬼隠潜さん本人ですわ」


「えぇ!?　それじゃあこの事件、神隠しなんかじゃなくて……自分で隠れてたってことなの!?」


「はい」


　……な、なんてことだ。っていうか酷ひどいオチだ……。あまりに潜くんが見つからないから、いつの間にか神隠しにあったってことになっちゃってたのか……。


「あたくしたちは今からこの隠れん坊に参加し、潜さんを負かすまでの一部始終を取材します。潜さん、聞こえていますか？　問題ありませんわね？」


　部長の言葉に、潜くんは「俺を捕つかまえられるものならやってみろ！」と挑ちよう戦せん的な声を上げてくる。


　部長……ぼくや勝代のことはまったく無視して話を進めてるな。まぁ、止めてもやるんだろうけどさ……。


「ではルールの確かく認にんです。タイムリミットが無制限だと決着が長引く場合もありますから、明日あしたの夕方までと致いたしませんか？　それ以外は潜さんが子供たちと遊ばれていたときと同じで構いませんから」


　──ちっ、つまらねぇなぁ。俺はスリル満点のデスマッチがしてぇんだ！


「……そうですか。ではデスマッチとまではいきませんが、お互たがいになにか賭かけましょう。あなたが鬼おににタッチされた場合、大人しく学園に戻もどって頂きますわ」


　──なら明日の夕方まで俺が逃にげきれば……そうだなぁ……お前かそこの女、どちらか好きな方と飯でも食わせろ！


「いいでしょう」


「いいの!?」


　あっさり承しよう諾だくした部長に、思わず目をやる。部長は自分が負けるだなんて露つゆほども思っていないのか、ただ微笑ほほえんでいるだけであった。


「ではあたくしたちは今日お連れした少年から鬼を引き継つぎましょう」


　部長がなぜか「たち」と複数形で言ったので、いぶかしげに視線を向ける。ぼくと目が合うと、部長は少し頰ほおを染めながらこちらの手を握にぎってきた。温かく柔やわらかい、部長の手の感かん触しよく……。


「ぶ、部長、どうしたの!?」


「ほら、勝代さんも手を合わせて」


　部長の言葉を聞き、勝代が不思議そうにしながらこちらに手を重ねてくる。


　それを見た部長は子供へ目をやって頷うなずいた。すると子供はぼくたちの手にさらにその手を重ね「タッチ！」と声を上げる。


「これで、三人同時に鬼になってしまいましたわね」


「し……しまいましたわねって……」


　これ、ずるだろ。


　──おい、ずるいぞ！


　案の定、潜くんが抗こう議ぎしてきた。しかし部長はそれを聞いた瞬しゆん間かん、声のした方へ向けてサブマシンガンの集中砲火を浴びせる。


　──ズガガガガガガガッッ!!


　──っっ！　くそっっ!!


　潜くんはそう言うと、もう声を出さなくなってしまった。


「あの……部長。さすがに銃じゆうで撃うつのはシャレにならないんじゃ──」


「エアガンですわ」


　……エアガン？


　ぼくは弾たまが放たれた方へ目を向ける。木の枝は何本も折れ、幹には弾だん痕こんがいくつも残っていた。


　……この威い力りよくで、エアガン？


　ぼくは頰を引きつらせつつ目を部長に戻す。視線の先で部長は不敵な笑えみを浮うかべたままサブマシンガンに手をかけていた。


「さぁ、ハンティングの時間が始まりますわよ」












　──パァァン！　パァァン！


「も～うい～いかい～？」


　半はん壊かいした工場の中、俺は無造作に銃を撃ちながら声を上げる。組織の秘密を知って逃げ出した小こ娘むすめ……絶対に捕まえなければならなかった。


　──パァァン！　パァァン！


「ひっ──！」


　大型機械の裏から、短い悲鳴が聞こえた。──ビンゴだ。弾が近くにでも当たったのだろう。声を上げてくれたおかげであっさりと居場所がわかった。


　機械の裏へ回ると、セーラー服に身を包んだ女が目に入る。やばい仕事をしているとわからないよう組織が偽ぎ装そうした、末まつ端たんの事務所。そこで雇やとっていたバイトの女子高生だ。


「見ぃ～つ～けたっ」


　俺が口の端はしをつり上げて笑顔を見せると、女は悪あく魔まにでも会ったかのように絶望的な表情を浮かべた。まぁ……ある意味ではその通りだが。


「お前が隠かくれん坊ぼうなんてするから、俺はずいぶん骨を折ったよ。上に引き渡わたす前にたっぷり愉たのしませてもらわなきゃ元が取れねぇなぁ」


　俺は女の口に銃じゆう身しんを突つっこむと、無造作にセーラー服を引き裂さいた。露になる、まだ未発達な胸……。肌はだのきめ細かさや張りばかりは立派な、小娘の胸。


「さぁ、この銃はお前の命を握ってるんだ。丁てい寧ねいにしゃぶって綺き麗れいに磨みがけ」


「ん……んぐ……」


　女は命惜おしさからか、冷えきった銃身を丁寧に舐なめ始めた。裏側を、側面を、弾の出る先っぽを……しゃぶってしゃぶって無様に唾だ液えきで濡ぬれ散らかす。その必死さが、俺の嗜し虐ぎやく性を刺し激げきする。


「まだ愛情が足りねぇなぁ。俺様の大切な銃なんだぜ？　もっと愛いとおしげに舐めろよ」


　俺は女のスカートの中へ足を突っこみ、爪つま先さきを股こ間かんに当ててグリグリと押した。本気で押しこめば入ってしまうのではないかと思うくらい、柔らかく広がり始めている腿ももの内……。


「んふっ……やっ……やめ……」


「いいから舐め続けろ！」


　怒ど鳴なられた女は、再び一心に銃を舐め始める。おそらくはもう濡れそぼっているであろう股間を靴くつで押すたび、女は「んくっ……」と甘い吐と息いきを漏もらしていた。銃を舐める舌は段々と艶なまめかしさを帯び、欲よく情じようしているかのようにじっとりとした舐め方になってくる。


　俺は女の股間を押す爪先にさらに力をこめた。もう、ほとんど踏ふみ始めているような強さだ。


「ひぁっ！　んっ……はふ……お、お願い……ちゃんと舐めるから、舐めるから助けて……」


　懇こん願がんするような女の顔。俺は一いつ笑しように付し、さらに女の股間を踏む。


「うくぅぅ！　はぁっ……！　はっ……」


「お前は逃にげきらなきゃいけなかったんだ。命がけの隠れん坊……負ければ答は決まってるだろ」


　愉しげに笑う俺を見て、女はあまりの絶望のせいか呆ぼう然ぜんとしていた。


　……ふと、女は股間を踏む俺の足に「んっ……」と視線を向ける。そして、思い出したように銃身をチロチロ舐め始めた。


「ふはぁ……んんぅ……うん……」


　女の舐め様は、負けた自分にはもうそれしか残っていないとわかったかのように、自我を捨ててしまったかのように、身を捧ささげた艶かしさがあった。












「──ロッキーは鬼おにだった少年を麓ふもと街まちまでお送りしなさい。帰りに野営用の装備一式を持ってこの神社まで戻もどるように。ブレイドは潜さんの足そく跡せきをたどってあたくしたちのサポートをしなさい」


「「──了りよう解かい」」


　ロッキーとブレイドは短く返事をすると、それぞれが部長に指示された通りに動き始める。ロッキーは少年を背負うと雪道をものともせず素す早ばやく山をおり始めた。ブレイドはさきほどまで潜くんがいたとおぼしき方角へ向かい始める。


「勝代さんと丈途さんは発見した目標をあたくしがしとめた後、一いつ斉せいに飛びかかってタッチですわ。では、作戦を開始します」


　部長は言うなりブレイドの後を追って足を踏み出した。


「ねぇ、部長。これ……隠れん坊の域を超こえてるよ」


　ぼくの言葉に部長は歩みを止めず答える。


「潜さんの身体能力を考えると、ただ追ってタッチしようとしても逃げられてしまいますわ。銃じゆうでしとめてからゆっくりとタッチするが上策ですのよ」


「それにしたってさぁ……」


「丈途さん。潜さんも命がけで隠れん坊をされております。ならばあたくしたちも全身全ぜん霊れいを賭としてその意気込みにお応こたえするべきです。これは、そう。強しいて言うなら──サバイバル隠れん坊ですわ！」


　サ、サバイバル隠れん坊って……。神かみ隠かくしとは別の意味で物ぶつ騒そうなことになってきたな……。


「丈途さん。今回の取材、今までの取材と明確に異なる点がありますが、おわかりになりますか？」


「……え？」


　部長が急に真しん剣けんな顔をして聞いてきたので、ぼくは言葉につまってしまった。


　明確に異なる点と言われても……最初は学園のアイドルに取材してエッチな質問をぶつけて、次は羽は子ね突つき大会で帯回しをしたり百合ゆりポルノを考えたりして──。


「今回はエッチなことをしないとか？」


「はじめからやっておりません！　丈途さん、どうして物事をそんな風にしかとらえられないんですか!?」


　部長は革かわ張ばりのノートをおしおき棒よろしく近くの木に打ちつけ、思いっきり突っこんできた。


　……そんな。エッチなことやってなくはないと思うんだけど……。


　ぼくが困こん惑わくした顔をしていると、部長が大きなため息をつく。


「今回は取材対象とあえて勝負をします。隠れん坊の天才である潜さんを素人しろうとのあたくしたちが負かし──学園生に対して問題提起をするのです」


「問題提起？」


「閃学園が、水すい墨ぼく校長が掲かかげる『閃ひらめきを信じろ・感性を信じろ・我が道をゆけ』という校訓……それをその言葉通りおこなうことが本当にいいことなのかどうか、わがままな学園生の典型とも言える潜さんをあたくしたちが負かすことで学園生たちに問うのです」


　部長はそう言うとブレイドの後を追ってどんどん先へと進んでしまった。


　……なんだろう、この違い和わ感かん。今回の部長、ちょっとおかしい。部長はぼくに、ジャーナリズムとは事実を伝えることだと言った。それなのに今回の取材は潜くんを負かすこと前提で話を進めている。記事を作るために取材対象を負かすなんて……そんな記事、事実でもなんでもないではないか。それに部長の今の発言、まるで閃学園の校訓に反対しているかのような……。


「部長、またなにか隠かくしてるな」


　それも、今までの隠し事とはまったく質の違ちがうものを。うまく言えないが……なにか凄すごく重要なことを隠している気がする。


「ほら、丈途くん。ぼさっとしてると部長においていかれるよ？」


　勝代が相も変わらぬ元気な声をかけてきた。彼女は初取材ということもあって、早く潜くんを追いたくてウズウズしているようだ。


「ねぇ、勝代。この取材ってどう思う？」


「いいじゃない、問題提起！　思春期の心に渦うず巻まく様々な想おもいを新聞に載のせてみんなに伝える……まさに青春よ!!」


「……いや、言ってることは微び妙みように間ま違ちがってはいないんだけど……。なんか今回の部長さ、変じゃない？」


「部長はいっつもあんな感じでしょ？」


　勝代は不思議そうに言って首を傾かしげる。


　……部長に謎なぞが多いのはいつものことではあるけど……。


「私、マネージャーとしてみんなのハンティングをしっかりサポートするわね！　さぁ、部長に続きましょ!!」


　勝代はさっきまで恐こわがっていたことも忘れ、目を輝かがやかせて走り出してしまった。


　……ぼくが気にしすぎなのかなぁ……？


　いくらか疑問は残るものの、ぼくはみんなの後を追って歩みを進めることにした。


　ブレイドについてしばらく辺りを巡めぐっていると、木の幹に朱しゆ色いろの紐ひもが結ばれているのが見えてくる。


「ちょうど神社から五百メートルの位置だな。隠れん坊ぼうの範はん囲いの目印ってわけか」


　ブレイドはひとりで頷うなずくと周りに目をやっていた。彼の視線を追うように辺りを見ると、所々の木に朱色の紐が結ばれているのが見える。確かに、これが隠れん坊の範囲を示しているようだ。


　ブレイドはその場にしゃがむと、雪にできた少し大きめの窪くぼみを見つめて考えこむ。


「お嬢じよう。鬼隠潜って野や郎ろう……本当に人間なんですか？」


「そうですわ。どうかしましたか？」


「あいつの足あし跡あと、まるで獣けものですぜ」


　ブレイドの前にある窪みをよく見ると、人の手形をしていた。その手形のすぐ近くに、足の裏の形をした窪みも見える。


「手と足の跡……つまりこいつ、靴くつをはいてませんね。ついでに言えばわざわざ足の指を広げてすべるのを防ぎ、雪の中に足が埋うもれないようにしてやがります。まっ、猿さると同じ歩き方ですね」


　……さ、猿って……。


「資料によると心身共に原始人のようなところがある方ですし……そういう方だとわりきって捜さがした方がいいでしょう」


「了りよう解かい」


「捜そう索さくに戻もどる前に、現状で得られた情報を教えなさい」


「足跡から推察するに鬼隠潜は身長二メートル弱ある大おお柄がら。筋力は……俺よりあるかもしれませんね。これで隠れん坊が得意ともなればかなりの原石──」


「ブレイド！」


　部長が咎とがめるように鋭するどい声を出す。それを聞いたブレイドは「了解」と短く言い、再び潜くんの足跡を調べ始めた。


　……それにしても、あんな跡から身長や筋力までわかるなんて……凄いな。


「ブレイド、どうしてそんなことに詳くわしいの？」


「小こ僧ぞう……。俺らの世界では半はん端ぱな好こう奇き心しんが死を招くってことを覚えておけよ」


　サングラスの奥の瞳ひとみが、鋭く光ったような気がした。


「す、すみません!!」


　部長のＳＰたちとは新聞同好会の立ち上げ以来のつき合いだが……いまだに恐い。まったくもって友達になれる気がしない。


「……潜の野郎、笹ささの葉を食って飢うえをしのいでやがったのか。根こん性じようだけはたいしたもんだ」


　ブレイドがつぶやいたので目を向けると、なにかの糞ふんを小枝で広げて眺ながめているのが見えた。


　もしかしてあれ、潜くんの──。


　さすがに今のは、見なかったことにした。勝代に目をやると「か、隠かくれん坊でここまでするんですか!?」と困こん惑わくしつつ頰ほおを染めている。


　そりゃ戸と惑まどうよね……。隠れん坊で人のトイレの跡まで探さぐるなんてさ……。


　ぼくらはブレイドの後について、それからも潜くんの足そく跡せきをたどって山の中を巡った。しかし、ある程度まで進むと毎回足跡が途と切ぎれてしまう。


「……ちっ。あいつ、猿みたいに木の上をつたって移動してやがるな」


　新たな足跡を見つけては途と中ちゆうで足跡が途切れる。それが延々と続いた。神社から半径五百メートル以内での隠れん坊とはいえ、傾けい斜しやのある山の中でこの距きよ離りはきつい。ぼく・部長・勝代の三人は目に見えて疲つかれ始め、ブレイドについていけなくなってきた。


「……お嬢、背負いましょうか？」


「あたくしだけ歩かないわけにはいきません」


「でもお嬢──誰だれだ!?」


　不意にブレイドが鋭く叫さけび、素す早ばやく刃は物ものを取り出して振ふり返りもせず斜ななめ後ろに投げつけた。


　──ガサガサッッ!!


　木の枝が激しく揺ゆれ、なにか大きな影かげがこちらから去ってゆくのが見える。


「い……今のって一体……？」


　呆ぼう然ぜんとつぶやくぼくに、ブレイドが短く「鬼隠潜だ」と吐はき捨てた。


　ブレイドは刃物を投げつけた木の前へ移動し、辺りを入念に調べる。木の幹に、ソードブレイカーと呼ばれる三十センチメートルほどの刃物が突つき刺ささっていた。峰みねの部分がギザギザになっている不思議な形状の武器で、ブレイドがいつも携けい帯たいしている物だ。


「あいつ……雪を食って体温を下げて、息が白くなるのを防いでやがった。少し前から近くで監かん視しされてたな」


「遠くに隠れているだけかと思ったら、近くで監視までするのですね。ブレイドにしばらく気配を感じさせずにいただなんて……さすが隠れん坊ぼうの天才といったところでしょうか」


　部長は言いながらサブマシンガンに手をかけ、顔を引きしめていた。


　……なんだか物々しい雰ふん囲い気きになってきたな。この取材、続けて大だい丈じよう夫ぶかな……？


　悪い予感というのは妙みように当たるもので、そこからが大変だった。


　潜くんの足跡を追ってみんなで歩みを進めていると、辺りに木のないひらけた場所にたどり着く。そこで、ブレイドが突とつ然ぜん立ち止まった。


「くそっ！　あいつ、バックトラック足跡の踏み戻しなんて使いやがった!!」


「バック……ん??」


　ブレイドに聞き返そうとすると「周りに木がないのにあいつの足跡が途切れてる！　あいつ、自分の足跡を正確に踏み戻して行方ゆくえをくらませたんだ!!」となぜか怒ど鳴なってきた。


「ふぅん。じゃあ、また足跡を追わなきゃいけないね」


「そういう問題じゃねぇ！　潜の野や郎ろう、おそらくこの辺りに罠わなでも張ってやがるぞ！　下手に動くなよ!!」


「ひっ!!」


　ぼくは言いながら、ふと視線を上げる。すると、雪玉がぼくの頭めがけて飛んできているのが見えた。


「わっ!!」


　思わず避さけると、足が細い糸のような物に当たるのを感じた。その瞬しゆん間かん──。


　空から、冷蔵庫が降ってきた。


「ちょっ……えぇぇぇ!?」


　ガンッ！　ギュッッッ!!


　避ける間もなくぼくは冷蔵庫に激げき突とつし、そのまま押し潰つぶされて積もった雪の中深くに埋うもれてしまった。


「──不法投とう棄きされた家電……現代社会の闇やみを見た気分ですわ」


「──潜の野郎、手段を選ばなくなってきましたね」


　埋もれたぼくを無視して、部長とブレイドが淡たん々たんと話をしている。


『いいから早く助けてくれよ!!』


　雪の中から叫ぶも、部長とブレイドの声は返ってこなかった。


「──た、丈途くん……大丈夫!?」


　本気でぼくのことを心配してくれる勝代だけが、心の救いであった。


　こんなの……もう隠れん坊じゃない!!








　潜くんは攻こう撃げき的な新聞同好会に対たい抗こうするかのように辺り一面にトラップを張り巡めぐらせていた。ぼくは獣けもの用のくくり罠に足をくくられて転んだり、木の上から氷柱つららを降り注がれて大おお怪け我がしかけたり、冬とう眠みんしていた熊くまをけしかけられて死にかけたりした。


　ちなみに、部長と勝代はブレイドが守っていたので無傷だ。ぼくだけが、歩みを進めるたびにどんどんボロボロになってゆく……。


「ブレイド！　どうしてぼくを守ってくれないのさ!?」


「俺はお嬢じようのＳＰだ。男なら自分の身くらい自分で守れ」


「そんな……」


「丈途さん。潜さんはこちらが武装しているので本気になったようです。お気をつけください」


「なら部長が持ってるそのサブマシンガンを今すぐ捨てようよ！」


「いいではありませんか。相手が本気になってくれた方が記事が盛り上がりますわ」


　部長は楽しそうに言い、ぼくの叫びをあっさりと無視していた。


　……ぼく、生きてこの山をおりられるかな……。


「お嬢。ここらで一いつ旦たんロッキーと合流した方がいいと思うのですが」


「わかりました。ではあたくしたちはこの場で待機しますから、ブレイドは神社まで戻もどってロッキーを連れてきなさい」


「了りよう解かい」


　そう言ってブレイドはひとりでどこかへ去ってしまった。


「……部長。ぼくたちだけでこんな所にいて大だい丈じよう夫ぶなの？」


「動かなければトラップにかかることもありませんし、いざとなればこれがありますわ」


　部長は微笑ほほえみながらサブマシンガンに手をかける。ハイヒールをはき、ボンデージ風の制服に身を包んで銃じゆうを構えるその姿は、妙に様になっていた。


　部長、ほんとなんの才能を持ってるんだよ……。


　ぼくはこめかみに一筋の汗あせを流し、知らず苦笑いしていた。


　そのとき、勝代がなぜか申し訳なさそうにぼくと部長を見つめていることに気づく。


「みんな、ごめんなさい……」


「なんで謝るの??」


「だって私、マネージャーなのに全然お役に立ってない……」


「気にすることありませんわ。このハンティングに関してはブレイドに一任しておいた方がうまく運ぶと思います」


「でも……せっかく部長にマネージャーの才能を認められてスカウトされたのに……」


　勝代は目を伏ふせ、黙だまりこんでしまった。いつも元気にみんなを励はげましている彼女のこういう姿……見ていると、胸が痛む。こんなことで自分を責めるなんて、勝代は本当に真面目まじめな子だ。初めての取材で戸と惑まどうことも多いだろうに……。


　──ガサッ！


　唐とう突とつに、近くの笹ささが揺ゆれた。反射的に目をやると、なにかの影かげが木の幹へと隠かくれたのが見える。そして影の足音とおぼしきものが急速にこちらから離はなれてゆく……。


「潜くんよ!!」


　勝代が慌あわてて走り出し、影を追い始める。


「ちょっと勝代！　下手に追うと危ないって!!」


「そうですわ！　まずあたくしが銃でしとめますから、目標から離れてください!!」


「大だい丈じよう夫ぶ！　私……必ずタッチしてみんなのお役に立ってみせるから!!」


　勝代は走るスピードを緩ゆるめず、逃にげる影を追ってどんどん先へ行ってしまう。


　……駄だ目めだ。勝代、責任を感じて焦あせってる……。


　ぼくと部長は目を合わせると、勝代を追って一いつ斉せいに走り出した。


　影の逃げるスピードは相当なもので、本当に獣としか思えない動きだった。みんなで必死に追うも中々距きよ離りが縮まらず、勝代がついに痺しびれを切らして一気に飛びかかろうとする。


「レスリング部仕込みのタックル……食くらいなさい！」


　その瞬間、影が急に右へと曲がった。突とつ然ぜんのことでぼくらが何歩か真っ直すぐ進んでしまうと──眼前から、地面が消える。


「が……崖がけだ!!」


　ぼくが驚おどろきの声を上げるのと同時に、足が宙に浮ういていた。後ろに目をやると、こちらをつぶらな瞳ひとみで眺める鹿しかが見える。


　……追ってたの、潜くんじゃなかったんだな……。


　あまりに危機的な状じよう況きようのせいか、逆に冷静に心の中でつぶやいてしまった。


「わ、私……またやっちゃった～～～！」


　勝代の叫さけび声を聞きながら、新聞同好会はみんな仲良く崖の下へと落ちていった。








「っ……みんな、生きてる？」


　雪の上に落ちたからだろうか。柔やわらかい感かん触しよくがする。特に手の平……。右手はなにか大きな膨ふくらみの中に包まれているかのようで心地ここちよく、左手は右手の膨らみよりも小ぶりだが柔らかさの中にも張りがあって気持いい。


　それにしても……変だな。雪なのに妙みように温かい……。


　ぼくが痛む体をおして目を開けようとすると──。


「きゃぁぁぁぁ!!」


　空を切るような女の子の叫びが聞こえる。驚いて目を開けると、ぼくの左側に──勝代がいた。ちょうどぼくの下した敷じきになる形で仰あお向むけに寝ねており、ぼくの左手は勝代の胸の上にのっている。


　あ……あれ!?　な、なんでこんなことに!?


「た、丈途さん！　どういうことですか!?」


　今度は右側から女の子の声がした。顔を向けると、部長がぼくの下敷になる形で仰向けに寝ている。そしてぼくの右手は部長の大きな胸の上にのっていた。


　──ま、まさかぼく……ふたりの胸を触さわった状態で倒たおれてたの!?


「ごめん！　すぐにどかすからっ!!」


　ぼくは慌ててふたりの上からおりようとする。しかし部長の胸から手をどかそうとすれば勝代の胸を触る手に体重がのり、張りのある胸をむにゅっと押してしまう。勝代の胸から手をどかそうとすれば部長の胸を触る手に体重がのり、大きな膨らみの中へぐにゅっと手が埋うまってしまう。


「「ど……どさくさにまぎれてなにするのっっ!!」」


　──バチィィン!!


　ぼくへ向かって、左右同時に痛つう烈れつな平手打ちが飛んできた……………………………………………………………………………………………………………………………………………………。


「──もう、私の馬ば鹿か馬鹿!!」


　勝代は泣きながら自分の頭を叩たたいている。自分のせいで崖から落ちてしまったことを気に病やんでいるのだろう。


　そんな勝代を見て部長は「仕方ありませんわ。目標を追おうとした末の事故ですから」と慰なぐさめていた。


　ちなみにぼくは両頰ほおを腫はらしたままふたりに放置されている。


　……ぼくのだって事故なのに……。


「それにしても参りましたわね。野営用の装備はロッキーが持ってきているはずですけど、ここでは携けい帯たい電でん話わの電波が通じませんし……」


　辺りを見ると、すでに夕方になっていた。ただでさえ寒かった雪山は陽ひの光を失い始めると急激に寒さを増し、ぼくはすでに歯の根が合わなくなってきている。


「丈途さん」


「ん？」


「かまくらを作ってください」


「え？　あぁ……そうだね。じゃあみんなで雪を固めて──」


「丈途さんが作ってください」


「ぼくが？　まさか……ひとりで!?」


「──あたくしと勝代さんの胸──」


「だってあれは落ちたとき偶ぐう然ぜんに……」


　部長にひと睨にらみされ、ぼくは黙だまるしかなかった。


　……我ながら、情けない。








　暗くら闇やみの中、風が枯かれ木を揺ゆらしているのが聞こえてくる。なにひとつ見えない中で鳴り続ける不気味な音……。絶え間なく恐きよう怖ふ心しんをかきたてられたまま一晩過ごさなければならないだなんて、ある種の拷ごう問もんだった。


　ぼくたちはかまくらが完成した後、みんなで中に入って夜が明けるのを待っていた。かまくらは冷たい風を防いではくれたが音と冷気は完全に遮しや断だんできるわけもなく、みんな凍こごえながら暗闇の中でじっとしている。


「まずいですわね……山を歩き回って体力を消しよう耗もうしている状態でこの寒さ……寝たら、命が危ないかもしれません」


　部長が凍えながら震ふるえる声で言う。レザー製とはいえ胸むな元もとを大きくはだけている部長の服……。そりゃ、冬山にそんな恰かつ好こうで来たら寒いだろう。


　……こういうとき、自分の服をかけてあげた方がいいのかな？


　女の子に対してそんな気のきいたことをする自分に恥はずかしさを感じなくもなかったが、今は本当に危険な状況なのだ。恥ずかしいとか恥ずかしくないとか……そういう問題ではないはずだ！


　ぼくは思いきって制服のコートを脱ぬぎ、部長の声がした方へ向けて差し出す。ちょうど手が部長の肩かたに触ふれたので、そっと上からコートをかけた。


「た……丈途さん？」


「ぼくは大だい丈じよう夫ぶだからさ、着てなよ。その恰好じゃ寒いでしょ」


「あ……ありがとうございます」


　部長は戸と惑まどいながらも、どこか嬉うれしそうに尻しりすぼみな声を出していた。


　──ドキッ。


　普ふ段だんは女王様のような部長から素す直なおにお礼を言われ、不意打を食くらったように胸が高鳴る。


　部長……たまにこういうしおらしい面も見せるんだよな。なんか……反則だよ。


「──くしゅん」


　暗闇の中で、誰だれかのくしゃみが聞こえた。いや、考えるまでもない……勝代だ。彼女だって寒いに決まっているのだ。


　ぼくがくしゃみのした方へ視線を向けていると、気配で察したのだろうか、勝代が「私は大丈夫。こう見えても体育会系なのよ？」と元気な声を上げる。


　勝代は真冬でも半はん袖そでの体操服を着て平気な顔をするような子だが……いくらなんでも冬山の寒さはこたえるだろう。


　ぼくがどうしようかと悩なやんでいると、部長の声が聞こえてくる。


「丈途さん。せっかく気を遣つかって頂いたのにすみませんが……このコート、勝代さんにかけてあげてください」


「いいのよ！　私、ほんと大丈夫だから!!」


「でも勝代さん、今くしゃみをしましたわ」


「あれはちょっと鼻がむずむずして……」


「そんな下手な噓うそをついてもバレバレですわよ」


　勝代が急に黙りこんでしまった。ぼくも部長も不思議に思って次の言葉を待っていると、遠えん慮りよがちな声が聞こえる。


「私、マネージャーなのに……私のドジのせいでこうなっちゃったから……その、私に気を遣わないで」


「勝代さん。そんなこと──」


「いいの！　部長の方がどう考えたって寒そうな恰好してるんだから！　ね!!」


　まくしたてるように言う勝代に圧あつ倒とうされ、部長はそれ以上なにも言うことができなかった。


　それからぼくらは、かまくらの中で凍えたままさらに数時間過ごした………………………………………………………………………………………………………………………………………。


　ふと、勝代の呼吸が妙みように弱々しくなっていることに気づく。


「勝代！　どうしたの!?」


「……ん。私、眠ねむいからもう寝ねちゃう……」


「え!?」


　こんな寒い中で眠いだなんて……絶対におかしい！　部長も同じことを考えたらしく「勝代さん！　寝ちゃ駄だ目めですわ！　体温が下がって危険な状態になります!!」と叫さけんでいた。


「部長！　ど、どうしよう!?」


「どうしようもなにも、勝代さんが寝ないように声をかけながら体温を保持しなくてはいけませんわ！」


「どうやって!?」


「どうやってって……丈途さんのコート一枚でどうにかなる問題ならいいんですが……」


　部長が妙に歯切れ悪く喋しやべる。ぼくはもどかしくなってつい声を荒あらげてしまった。


「勝代の命が危ないんだ！　部長、なにか方法があるなら言ってくれよ!!」


「……ひ、人ひと肌はだ……」


　……人肌？


　…………………………………………………………………………………………………………。


　人肌で温めるってことか！　でもそんなこと──。


「丈途さん。これは緊きん急きゆう時だからやることなんですからね。なにかよこしまなことを考えようものなら──」


　カチャリ……。


　部長が、サブマシンガンに手をかける音がした。


　こ……恐こわっっ!!


「なにもしません！　なにも考えませんから!!」


「……本当ですわね？」


「も、もちろん!!」


　部長はしばらく黙だまっていたが「早く勝代さんの方へ」と言ってぼくの手を取る。まるで氷でも触さわったかのように冷えきっている部長の手……。どうやら、本当にエッチなことなんて考えている場合ではなさそうだった。


　暗くら闇やみの中、手て探さぐりで勝代の近くまで行く。彼女のそばに着くとぼくは自分のズボンに手をかけ、ベルトを外し始めた。


「た、丈途さん！　なにやってるんですの!?」


「ん？　裸はだかで抱だき合って体を温め合うんでしょ??」


「こんな所で裸になったらそれこそ凍とう死ししてしまいますわ！　あたくしたちの体温で勝代さんの〝服〟を温めるんです!!」


「そうなの!?」


　……いや、普ふ通つうに考えたらそうだよな。裸で抱き合ったら、肌はだの触れていない部分がモロに冷気を浴びてしまうではないか。そうだよな……。


　そのときふと、ぼくは氷のように冷たくなっていた部長の手を思い出した。


　……ぼくたちだってもう冷えきってるんだ。このままじゃみんな……。


　部長がぼくのコートを勝代にかけ、抱きしめる気配がした。ぼくは胸の内に芽生えた不安を振ふり切ると、勝代をはさんで部長の向かいへ行き、勝代を抱きしめる。そして勝代が眠らないよう、ふたりで声をかけ始めた。


　…………………………………………………………………………………………………………。


　しばらくすると、ぼくらより明らかに冷たかった勝代が段々と近い体温になってくるのを感じる。弱々しかった吐と息いきが、わずかに安定してきた。
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　よかった……なんとかなるかもしれない。


　安心すると少し頭に余よ裕ゆうができてきた。一心に勝代の体を抱だいていたが……よく考えたらやはり凄すごい状じよう況きようだ。普通に生活していたらこんなに全力で女の子を抱きしめる機会なんてそうない。しなやかで張りがある、健康的な勝代の体……。そんな体の勝代が目の前で弱っていると、こう、抱きしめて守りたくなる。いや、すでに全力で抱きしめてるけど……。


　そんなことを考えながら勝代を抱き直していると、手の甲こうがなにかをずらした感かん触しよくがした。それと同時に手に柔やわらかいものが当たってくる。


　……なんだろう？


「た、丈途さん……その……手、どかして頂けませんか？」


　ぼくの向かいにいる部長から、押し殺したような声が聞こえる。ぼくの向かい……。


　ってこの感触、部長の体だ！　しかもこの柔らかさ……まさか胸!?　もしかして、ぼくがずらしたのって部長の制服だったりブラジャーだったりするの!?　ってことはぼく……部長の胸を直接触ってる!?


　慌あわてて手をどかそうとすると、部長の胸のボリュームが邪じや魔まをして余計に胸を触ってしまう。ふっくらとぼくの手を包む胸……。ほんと、凄い大きさだな。


「じゃなくて、部長！　違ちがうから！　暗くて見えなかったからこうなっただけだから!!」


「わかってますから、あまり勝代さんから体を離はなさずにそっとどけてください」


「は、はい！」


　ぼくは急いで手をずらし始める。触ってはいけないと思いつつも、ぼくの手は部長の大きな胸の中を這はうようにして動くしかない。


「んっ……」


　部長の、艶なまめかしい声が聞こえた。


　そ、そんな!?　まさかぼくが這うように手を動かしちゃったから感じたとか──。


　その瞬しゆん間かん、ぼくの手が指先大の丸い傷に触ふれる。部長の胸に……傷？


　思わず、動かしていた手をその場で止めてしまった。


　なんだろう……この傷の形。なんとなく覚えがある。最近見たような……。そうだ！　木の幹についていたサブマシンガンの弾たまの跡あととそっくりなんだ！　って……え？　この傷、まさか……弾だん痕こん!?


「い……嫌いやぁぁぁぁ!!」


　部長はいきなり叫さけぶと、ぼくを突つき飛ばしてこちらから離れる。そして、突とつ然ぜんすすり泣きを始めてしまった。


「な？　え……」


　あまりのことに言葉が出なかった。部長が唐とう突とつに悲鳴を上げたこともそうだが、今触った弾痕のような傷きず痕あと……一体、部長になにがあったというのだ!?


　かける言葉を探しておろおろしていると、目の前で誰だれかが起き上がる気配がした。


「丈途くん！　部長になにをしたの!?」


　その声が聞こえた途と端たん、こちらへ様々な物が飛んでくる。暗くて見えないが、小さな鉄のような物や丸いなにかが次々とぶつかる。


「い、痛っっ！　勝代、やめてくれ！　ぼくは変なことなんて──」


　──した。部長の胸を思いっきり触ってしまった。しかも部長の傷痕まで触って……もう、どうしようもなくぼくが悪いじゃないか。


「勝代……とりあえず話を聞いてくれ！」


「部長が泣くだなんて普通じゃないわよ！　丈途くんのこと信じてたのに……最低!!」


　うっ……！　そう言われると痛い……。それにしても勝代、急に元気になったな……。


　ぼくは甘んじて、勝代が投げつける物を受け続けるしかなかった……………………………。


　やがて彼女の持ち物がなくなると、辺りに静せい寂じやくが訪おとずれる。


　そのとき、不意に夜が明けた。かまくらの中へ、外の銀世界からまぶしい光が差しこんでくる。


「やった……凍こごえ死なずにすむ！」


　ぼくが声を上げながらみんなを見回すと、勝代が投げ散らかした物が目に入った。


「ニンニクに……十じゆう字じ架か？　勝代、どうしてこんな物を持ってきたの??」


「だって神かみ隠かくし事件を追うって言うから……マネージャーとしてみんなのお守りをきちんと用意してきたのよ。丈途くんの分はいらなかったみたいだけど」


　……あえて言い返すまい。それにしても、ニンニクや十字架は神隠しには効かないと思うのだが……。


　そんなことを考えながらニンニクに手を伸のばしたとき、ぼくはあることを思い出した。


『──潜の野や郎ろう、笹ささの葉を食って飢うえをしのいでやがったのか』


『──お前かそこの女、どちらか好きな方と飯でも食わせろ！』


　ブレイドと潜くんが言った台詞せりふ……。そうだ！　答はこんな近くにあったんだ!!


「勝代！　さすがマネージャーだよ！　おかげでぼくたち、このサバイバル隠かくれん坊ぼうに勝てる!!　部長も聞いて──」


　嬉き々きとして声を上げるぼくに、部長はその顔を向けてはいなかった……。








　目の前に、手足を縛しばられた部長と勝代がいる。ふたりとも制服を胸やショーツが見える寸前まではだけ、仰あお向むけに寝ねていた。今は夜の寒さが噓うそのように消え、むしろ暖かいとすら言える陽気だ。そんな日だからこそできたギリギリの露ろ出しゆつである。彼女たちの上にはニンニクが盛られていた。精のつくニンニクに、縛られた女の子……。


　そう、これは──女によ体たい盛りトラップだ!!


　潜くんがまともな物を食べず一ヶ月近くこの山で過ごしていたこと。潜くんがこの隠れん坊に勝ったら部長か勝代とご飯を食べたいと言っていたこと。そして、潜くんは遠くに隠れているだけでなく近くでぼくらの監かん視しまでしていたこと……。すべてを合わせればたどり着く、必然の答!!　それが、女体盛りトラップ!!


「丈途くん！　ちょっと服、はだけ過ぎなんじゃないの!?」


　勝代が手足を縛られたまま、身をよじりながら叫ぶ。


「いやいや、女体盛りなわけだしさ、これくらい普ふ通つうだよ」


「だって、胸やショーツの辺りがスースーするわ!!」


　身をよじって叫ぶ勝代の制服が、少しずれてその露出をわずかに増す。もう、本当にあと数ミリで胸やショーツが見えそう──。


「丈途くん！　今、もの凄すごくいやらしい目をしてるわよ！　やっぱりこの作戦やめて!!」


「ち、違ちがうって！　女体盛りにふさわしいはだけ具合かどうか確かめてただけだって！　……うん。これくらいの露出でいいと思うな。おいしそうだよ」


「おいしそうって……いや～～～～～!!」


　涙なみだ目めになりながら叫ぶ勝代をおいて、部長へと視線を移す。彼女は無表情のままこちらからずっと顔をそらしていた。


　……昨日の夜のこと、やっぱり怒おこってるんだろうなぁ……。何度も謝ったけど、いまだに一言も話してくれないし……。


　ぼくは自分の手の平を見つめる。今でも鮮せん明めいに思い出す、弾だん痕こんのような傷の感かん触しよく……。部長は一体どんな才能を持って、どんな人生を歩んできたのだろうか。そしてぼくたちになにを隠しているのだろうか。


「ぼく、本当になにも知らないんだな……」


　誰にも聞こえないよう、そっとつぶやく。自分で発したその言葉が、ぼくの胸を苦しくした。新聞同好会の仲間として一いつ緒しよにいても、どこか手の届かないところがある部長。その距きよ離りを、どうしてこんなに苦しく思うのだろう。


　ぼくは黙だまって木の陰かげに隠れると、獲え物ものがかかるのをじっと待ち始めた………………………………………………………………………………………………………………………………………。


　お昼が過ぎ、さらに数時間が経たつ。陽ひが傾かたむき始めて光が少しずつ弱まっていた。暖かさは消え、辺りには段々と雪山らしい寒さがぶり返してくる。


　ふたりとも……大だい丈じよう夫ぶかな？　制服をはだけてるからかなり寒いはずだけど……。それに、まずいな。あと少しで夕方だ。潜くんとの勝負の期限になっちゃう……。


「丈途くん……」


　勝代が不安そうにこちらを見つめてくる。


　潜くんがこのトラップに気づいてないということがあるだろうか？　獣けもののような習性を持つ彼が、こんなおいしいごちそう女体盛りを見み逃のがすだろうか？


「……ちょっと、鎌かまをかけてみるか」


　ぼくは木の陰かげから足を踏ふみ出し、部長と勝代の前まで進んだ。


「あっ！　こんな所においしそうなごちそうがあるぞ！　食べちゃおっかなぁ～」


「丈途くん、なに言ってるの!?」


　手足を縛られたままの勝代が、目を白黒させて言う。


「──大丈夫。演技だから──」


　ぼくは小さな声で喋しやべると、彼女を安心させるように頷うなずく。こちらからかたくなに顔をそらしている部長に対しては、考えたあげく「もう少し我が慢まんしてね」と一言だけ声をかけた。


　ぼくは改めて部長と勝代を見つめ、笑え顔がおを作る。


「今だったらふたりを好きなように食べられるなぁ～。誰だれかに横取りされないうちにさっさと食べないとなぁ～」


　部長と勝代は並んで寝ていたため、ぼくはふたりにまたがるようにして膝ひざ立だちする。


　……まだ、現れないのか。


　仕方がないので、ぼくはもう少しきわどいこともやってみることにした。


　両手を広げ、ふたりに覆おおいかぶさるようにして近づく。普ふ段だん以上に胸むな元もとをはだけているせいで、その大きな胸が制服から溢あふれそうになっている部長。ショーツが露あらわになる寸前まで制服の裾すそを上げているため、張りのある太ふと股ももが根本近くまでよく見える勝代。


　──本当に、おいしそうだな。


　思わず、生なま唾つばをごくりと呑のんでしまった。今ふたりは手足を縛られてまったく動けない状態だ。つまり……ぼくがなにをしても抵てい抗こうできないわけだ……。


　震ふるえる両手を、ふたりの肩かたに伸のばす。温かな体の感触が、柔やわらかな体の感触が、すぐに伝わってきた。


「た、丈途くん!?」


　勝代の声が、どこか遠くから聞こえたような気がした。


　……そうだ。ぼくは昨日の夜、勝代をあんなに強く抱だきしめていた。部長と一緒に、強く抱きしめていた……。


「あ、温めてあげなきゃ……ふたりとも……。じゃないとまた凍こごえちゃう……」


　ぼくは体の力を抜ぬき、重力に任せるがままにふたりの上へ──。


「俺の飯、横取りするなぁ～～～!!」


「ぐげぇ……!!」


　男の野太い怒ど鳴なり声とともに、ぼくは息もできないほど横腹を強したたか打たれて吹ふっ飛ばされた。


　痛みに顔を歪ゆがませる中で視線を動かすと、迷めい彩さい服を着た大おお柄がらな男が勝代の上に盛られたニンニクをむさぼっているのが見える。


　──あ、あれが潜くん!?


　ぼくは慌あわてて周りを見回す。仕し掛かけていた紐ひもまで少し距離があった。


　よろける足でなんとか駆かけ、倒たおれこむようにして紐をつかむと──一気に引く。


「よいしょ！」


　ゴンッッッ!!


　紐で縛しばられた丸太が潜くんに命中し、彼をぶっ飛ばした。


　──よし！


　潜くんが衝しよう撃げきで目を回している隙すきにぼくは近づき、彼にタッチするため手を伸ばす。


「見～つ～けた！」


　言うと同時に、ぼくの手が潜くんの肩に触ふれた。


　サバイバル隠かくれん坊ぼう、新聞同好会の勝ちだ！








　ぼくたちは捕つかまえた潜くんに案内させて神社まで戻もどった。境けい内だいにはロッキーとブレイドがおり、部長を見るなり「お嬢じよう!!」と声を合わせてこちらに駆け寄ってくる。


　ここに来るまでずっとうつむいていた部長だったが、ＳＰたちの声を聞くと気き丈じように顔を上げ、いつも通りの声を出した。


「事前に申しつけた通り、まだ山さん岳がく救助隊には連れん絡らくしておりませんわね？」


「はい！　まだ夕刻ではありませんでしたので！」


　ロッキーが珍めずらしく弾はずんだ声を出していた。部長が無事で嬉うれしかったのだろう。


　ブレイドはいつも通り淡たん々たんと潜くんの方を向き「手こずらせやがって……」と吐はき捨てる。


「これでもう大丈夫だね」


　ぼくは疲つかれたようにため息をつく。


「丈途くん、最後はやっぱり頼たよりになるのね！　おかげで助かったわ!!」


　勝代がこちらに笑顔を見せてきた。ぼくも勝代に笑顔を向けて応こたえていると、部長がなにか真しん剣けんな顔をしてブレイドと話しこんでいるのが目に入る。


「──素材はいいんですが、まだ磨みがく必要がありますわね──」


「──では俺の昔のつてを頼って手配を──」


　少しだけ聞こえる会話の端はし々ばしから、やはり部長が隠し事をしていることがわかる。


　……でも部長、ＳＰに会っていつも通りに戻ったみたいでよかった……。


　無事に下山できる。ぼくはもう、それだけで充じゆう分ぶんだった。だが元気になったからといって、あの傷を触さわったことを許してもらったわけではない。許してもらえるまで、何度も謝らなければならない。


　ぼくは部長のそばへ行くと、改めて頭をさげた。


「部長……その、かまくらの中でのこと……ごめん」


　ぼくの言葉を聞き、部長が黙だまってこちらを振ふり向く。そして、どこか辛つらそうにぼくの瞳ひとみを見つめてきた。


「今はまだ、なにも話すことができませんの。でもいつか時がくれば……丈途さんに一番にお話ししますわ」


　そう言って彼女は胸の前に手をやり、ぎゅっと握にぎりしめた。弾だん痕こんのような傷きず痕あとのある胸……。部長はもしかしたら、ぼくの想像を超こえたなにかを背負っているのかもしれない。ぼくの見てきた世界からは考えられないような、大きいなにかを……。


　ふと、部長が思い出したように潜くんの方を向き、額に青筋を立てて歩き始めた。


「あんなトラップに引っかかるとは、隠れん坊の天才もしょせんは殿との方がたですのね。それにしてもあたくしに盛られた物には目もくれないとは……どういう了りよう見けんですの！」


　部長は声を荒あらげると、おしおき棒のようなノートを振り上げ、「これから覚かく悟ごなさい！」と潜くんのお尻しりをビシバシと叩たたき始めた。


　今までふさぎこんでいたせいか、急に普ふ段だんの部長に戻るとＳＭキャラが余計に際きわ立だつ。


「……さすが部長、ってとこかな……」


　ぼくは苦笑いしながらつぶやいていた。


　それにしても今回の取材、はじめに部長が言った通りいつもと毛色が違ちがった。これをポルノ小説風コラムにするとなると……そうだな……。












「痛っっ!!」


　レザー製のワンピースに身を包んだツインテールの女が、倒れた俺を見おろして不敵に微笑ほほえんでいる。


　俺はある基地に潜せん入にゆうし、ダクトの中を進んでいたのだが……この女の着き替がえを目にしてつい見入ってしまった。その直後に女からサブマシンガンで撃うたれ、このざまだ。足に弾たまが当たって、もう逃にげられそうにない。


「あなたがこの基地に潜入していることはわかっておりましたのよ？　あなたが女に目がないこともわかっておりましたの。ふふっ……。己おのれの能力を過信しすぎましたわね。この程度の罠わなにかかるとは、だらしのない方。今からこのあたくしが調教して差し上げましょう」


　女は不敵に笑うと、俺に向かっておしおき棒を一気に振りおろす。


　──ビシィッ！


「この猿さる！　だらしなく欲よくに溺おぼれて任務を失敗するだなんて……ほんとクズですわね!!」


「──くっっ──！」


　女は俺の股こ間かんの上にハイヒールの踵かかとを置き、なぶるように動かし始めた。硬かたいヒールに股間をなぞられる感覚。痛みと快楽の狭はざ間まを行き交かう、絶ぜつ妙みような力加減……。女の足に、ハイヒールの踵に、否いやでも意識が集中していく。


「おほほほほっ。いい顔してますわよ。従順な猿の顔になってきましたわね」


　女は言いながら俺の股間をハイヒールで踏ふみ直した。今度は踵ではなく靴くつの裏全体で踏み、こね回すように動かしてくる。踵で踏まれるほどの痛さがないせいか、純じゆん粋すいに気持よさだけが伝わってきた。女に足で踏まれながら感じているだなんて……屈くつ辱じよくだ。俺はエリート隊員として多くのミッションをこなしてきた男なのに、この女の前では恥はじも外聞もなく床ゆかに転がり、踏まれるしかない。


「なんですか、その反はん抗こう的な目は！」


　──ビシィッ！


　おしおき棒で、思いっきり頰ほおをぶたれた。綺き麗れいな顔、大きな胸、艶なまめかしい太ふと股もも……この女はとびきりの上玉だ。そんな女からなぶられ……俺は、情けなくも悦よろこびを覚え始めていた。確かに、女に目がないのかもしれない。


　……ミッション、失敗だ。もっと自分に厳しくあるべきだった。


　頭の端はしでそう考えながらも、俺はもう、目の前にいる女の虜とりこになりつつあった。


「……よし。従順な猿の顔に戻もどりましたわね。ご主人様としてご褒ほう美びをあげなければなりませんわ」


　女は優やさしく微笑むと、俺を踏んでいたハイヒールを床におろす。


「あたくしの靴をしゃぶりなさい。失敗したこのミッションの恥をそそぐほど、勤勉にしゃぶり尽つくしなさい」


　腕うでを組んで立つ女の前に、俺はエリート隊員としての日々を捨て、ひざまずく。


　そしてご主人様のご褒美を喜んで受け取るペットのごとく、その美しい足にはかれた靴を舐なめ回していた。












　アスファルトの上に積もった雪を踏みしめ、閃学園へと続く道をみんなでくだっていた。学園と神社は同じ山にあるが、神社はろくに舗ほ装そうされていない山の上の方にある。人の手が入っている辺りまでおりてくると、それだけで大きな安心感があった。


　これでもう、遭そう難なんもしないだろうしね……。


　ロッキーとブレイドは潜くんを拘こう束そくし、逃げないように両りよう脇わきを固めながら先を歩いていた。勝代は無事に帰れるのが嬉うれしいのか、先頭を元気に歩いている。ぼくと部長は、ふたりでとぼとぼと後ろからみんなについていっていた。


「ときに……丈途さん」


「なに？」


「あの女によ体たい盛りトラップですが……最後、本気であたくしたちを襲おそおうとしておりませんでしたか？」


「へっ!?」


　ば、ばれてた!!


　図星を指されて思わず引きつるぼくを見て、部長はハイヒールでギュッと雪を踏みしめる。


「丈途さん！　あなたはどうしていつもそう女性にだらしないんですか!!」


「いや、あれは潜くんをおびき出すための作戦だから、本気だなんて──」


「噓うそおっしゃい!!」


　部長は言いながらおしおき棒のようなノートを振ふり上げる。


　ま、まずい！　おしおきされる!!


　ぼくは慌あわてて駆かけ出し、全速力で学園へ続く道をくだり始めた。


「お待ちなさい!!」


　本気でぼくを追いかけてくる部長……。


　必死に逃にげる中、ぼくはふと、アスファルトの脇わきに咲さく一輪の花を目にする。


　まだ雪の残る季節だが、春は確実に近づいてきているのかもしれない。


　ぼくの穏おだやかな日々は遠そうだけれど……。




丈途と来夏＠消えた学友







「……お前が雪山で女を襲った話なんてどうでもいいだろうが」


「襲ってないから！　あれはそういう罠わなだったの!!」


「しかし部長もお前の罠とやらを、襲おうとしたと解かい釈しやくしたようだが……」


「うっ……そ、それは……」


　木の枝にまたがって疑わしげな視線をぼくに注ぐ来夏……。


　……そりゃ、女体盛りなんて目の前にしたら、男なら多少は考えちゃうでしょ……。


「しかし……〝計画〟か。部長の口から、ついに不ふ穏おんな言葉が出たな」


「……うん」


「あの鬼隠潜という奴やつ、その後どうなったんだ？」


「……それが、わからないんだ」


「どういうことだ？」


「部長やブレイドが進路の世話をしたらしくて……もう、学園にいないみたいでさ……」


「それは怪あやしいな……」


「うん……」


　雪山での取材から、閃新聞の記事は閃学園の校訓に対して疑問を投げかけるようなものばかりになった。ぼくは、部長が言う計画の意味をもっと真しん剣けんに考えるべきだったのかもしれない。


「鬼隠潜か……。あいつとは才能テストのときに少し話したが……女に目がない奴だったな」


「……あれ？　来夏、潜くんと知合いだったの??」


「才能テストではペアを組んでいたからな。ま、私が鬼で隠かくれん坊ぼうを始めてすぐに放置したんで、あとは知らんがね」


　……その話、微び妙みように覚えがあるな……。その後、潜くんは来夏に放置されてもずっとひとりで隠れ続けてて、最終的に衰すい弱じやくしきった状態で発見されて救急車で運ばれたはずだ。


「酷ひどいな、来夏……。っていうか潜くん、才能テストのときも雪山のときも隠れ続けてばかりだな。しかもどっちも最終的に人に迷めい惑わくをかけてるし……」


　部長が潜くんを「わがままな学園生の典型」と評したのも頷うなずける。


「でもよく考えたら、ぼくもわがままで同好会をさぼっちゃったことがあるな……。人のことは言えないか。本業の新聞連れん載さいの締しめ切きりが近くて大変だったんだよなぁ。来夏も関かかわってた話だし、ちょっと本筋からはそれるけど喋しやべろうかな。学園のみんなが秩序派と無秩序派にわかれて戦う前のことだよ。ぼくがみんなからポルノのネタを集めて回った、原げん稿こうの修しゆ羅ら場ば──」
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「さぁ、早くあたくしを触さわってください」


　そう言って、新聞同好会の女リーダーは豊満な胸をぼくに押しつけてきた。柔やわらかい感かん触しよくの中に、自分が沈しずんでいくのを感じる……。


「胸だけじゃ物足りませんか？」


　彼女は微笑ほほえむと、ぼくの手を取って己おのれの股こ間かんへと這はわせる。そこはもう……熱く濡ぬれていた。


「取材のためにここまでするなんて……凄すごい記き者しや魂だましいだね。そんなにぼくに彫ちよう刻こくを作って欲しいの？」


　──そう。彼女は彫刻作りの天才たるぼくを取材しに来ていたのだ。ぼくがモチーフを直接触らないと彫刻を作れないと知るや否いなや、こうやっていきなり体を捧ささげてきた。


「彫刻のためなら、ぼくは遠えん慮りよしないよ」


　そうつぶやき、ぼくは彼女の股間に触ふれていた指を動かし始める。五指がショーツの表面をなぞるたび、熱く濡れた股間が柔らかく波打つのを感じた。波打つと同時に、そこがどんどん熱くなっていくのを感じた。


「あ……んっ……んんぅ……」


「ふぅん、意外と敏びん感かんなんだね。彫刻作りのヒントになりそうだ」


　ぼくは頷うなずきながら指に力を加え、押し上げるような動きに変える。彼女の濡れた股間にショーツが食いこみ、だらしなく染しみを広げ始めた。


「んふっ……は、はぁ……す、凄っ……」


　いつの間にか彼女の頰ほおが上気している。その顔が悦えつに浸ひたり、取材を忘れて快楽に心奪うばわれているかのようだった。──そろそろ、モチーフの調査も本番だ。


「きみのすべてを知れば最高の彫刻が作れる。もちろん、協力してくれるよね？」


　ぼくはそう言って微笑むと、彼女のショーツに手をかけ、ゆっくりとおろし始めた。












　──カリカリカリ。


　辺りに銃じゆうや弾だん薬やく、無線機器などのレジスタンスを匂におわせる備品が置かれている部屋で、ぼくは黙もく々もくとポルノ小説風コラムを書いていた。


　──カリカリカリ。


「……あとは丈途さんのコラムが完成すれば、閃新聞ができますわね」


　閃学園の制服をレザー製にかえて胸むな元もとを大きく開け、巨きよ乳にゆうをちら見えさせている女の子がつぶやく。彼女は、この新聞同好会をまとめる部長だ。


「それにしても、あの彫刻の天才……急に部長に抱だきついて『きみで彫刻を作りたいんだ！　だから今夜一いつ緒しよに過ごしてくれ!!』だなんてわめいて……大変だったわ」


　髪かみを肩かたの辺りでそろえている、いかにも活発そうな女の子が苦笑いしていた。新聞同好会のマネージャーをしている、倉部勝代である。


「あたくしに手を出そうだなんて一万年早いですわ。きっちりおしおきして馬車馬のように取材協力させましたから……あとはポルノ小説の天才たる丈途さんがうまくコラムにしてくださるでしょう」


　……そうだ。ぼく──芥川丈途は、ポルノ小説の天才だ。エロの力で学園新聞の読者数を増やしたいと考えた部長にスカウトされ、この新聞同好会に入っていた。


　つまりぼくが今いるこのレジスタンス的な部屋は……新聞同好会の部室なのだ。


「……最近、この部室に違い和わ感かんを覚えなくなってきた自分が恐こわい……」


　校舎の端はしに隠かくされるようにして存在する、地下への階段。そこをおりないとこの部屋へは来られない。……正直、初めて部長にここを案内されたとき、ぼくはどん引きした。


「ここに置かれてる銃……本物っぽいし……」


　こめかみに冷たい汗あせを垂らしながら、ぼくは原げん稿こうをさらに書き進める。


　──チャラララ～♪


　不意に、ぼくの携けい帯たい電でん話わが鳴った。着信内容を確かく認にんすると、新聞社の担当編集者から来た電話だった。……どうしたというのだろうか？


　電話に出た途と端たん、男性の大声が耳に響ひびく。


『──連れん載さい原げん稿こう、まだですか!?』


「……へ？」


『新聞連載の原稿、もうストックが切れてるでしょ！　明日あしたの新聞に載のせる原稿は早くしないと間に合わないんですよ!!　今、どこまで書いてます!?』


　──し、しまった！　同好会のコラムに気を奪われて……本業の原稿、まったくやってなかった!!


『どうなんですか!?　ちゃんと間に合いますよね!?』


　電話口から聞こえる担当の声は、かなり切せつ羽ぱ詰つまっていた。


　まずい……かなりまずい……。このままだと、明日の新聞連載に穴が開いてしまう……。


「い、今執しつ筆ぴつ中なんで……大だい丈じよう夫ぶです!!」


　ぼくは勢いよく言うと、担当の声も聞かずに電話を切ってしまった。


　……どうしよう……。


「部長！　新聞に載せる原稿の締しめ切きり……今日だった!!」


　慌あわてて上げたぼくの声に、部長が不思議そうな顔をする。


「……なにを言ってるんですの？　たった今、その締切りのために原稿を書いている最中でしょ？」


「違ちがうんだ！　本業のポルノ小説の方も、今日が締切りだったんだ!!」


「そうですか、大変ですわねぇ。では今書いている原稿を早く上げて、すぐ本業の執筆にうつらなくてはいけませんわね」


「いや、それが……本業のポルノのネタ、まったく考えてなくてさ……。できれば今すぐそっちの方をやり始めたいんだけど……」


「まず先に、今書いている原稿をすぐ完成させればいいでしょ？」


「いやいや……すぐ書こうと思って書けるんだったら、世の作家はみんな速筆なわけで……。編集者が原稿待ちで胃を痛めることなんて起こり得ないわけで……」


「おかわいそうに……丈途さんの担当さん。あ、ちなみに同好会のコラムはあと一時間で締切りですので、よろしくお願いします」


　部長はなんでもないように言うと、閃新聞に載せる記事の点検を始めてしまった。


　……さすが部長。血も涙なみだもないな……。閃新聞のコラムを落としたら、部長にもの凄すごく怒おこられるだろうな……。でも、本業の小説を落としたら編集部の皆みな様さまから怒られるし……全国の読者様に至っては、愉たのしみに待っていたエロを朝の爽さわやかなひとときに補ほ充じゆうできなくて一日中悶もん々もんとして性的な意味で鬱うつ憤ぷんがたまって──ぼくのこと、つるし上げに来るかも!!


「くっ……困った……」


　締切りの板いた挟ばさみで呻うめいていると、勝代の肩がピクッと動いた。


「丈途くん……その、困ってるの……？」


「そりゃ困ってるよ。本業の締切りを落とすと、大変なことになりそうだしさ……」


「そう……そうよね。本業だもの。困るわよね……」


　…………………………………………………………………………………………………………。


「それじゃ、今から本業のポルノのネタ探しに行きましょう!!」


「え……えぇ!?」


　勝代の唐とう突とつな発言に驚おどろいていると、部長が慌てて声を上げる。


「か、勝代さん！　なにを言ってるんですの!?」


　ほんと……勝代、どうしちゃったんだ？　確かにぼくもそれができれば嬉うれしいけど、部長が恐くて悩なやんでいるというのに……。


「そうか！」


　勝代はマネージャーの天才だ。そのせいか世話好きで「困った」という言葉にかなり敏びん感かんに反応してしまうんだった!!


「……でも、よく考えたら凄い性格だな……」


　閃学園には様々な分野の天才が入学しているせいか、性格や感性が突とつ出しゆつしている者が多い。勝代もその例に漏もれず、一ひと癖くせあるというわけだ。


「この学園って女の子同士の恋れん愛あいや男の子同士の恋愛も普ふ通つうにあるし……今さらながらとんでもない所だと思うよ……」


「──丈途くん、なにぼやいてるの！　今回は私、丈途くんの専属マネージャーとしてお仕事のお手伝いをするわね！　早くポルノのネタ探しに行きましょ!!」


　勝代は強ごう引いんにぼくの手を引くと、有う無むを言わさず走り出してしまった。


「ちょっ……勝代！」


「ふたりともお待ちなさい！　同好会の締切りがあるでしょ!!」


　──ビシィッッ!!


　駆かけるぼくらの後ろで、部長が身の丈たけサイズの革かわの棒……に見える、丸められた巨きよ大だいな革張りのノートを床ゆかに叩たたきつけていた。いつもぼくを叱しかるのに使っている、おしおき棒のようなノート……。


「あぁ……やっちゃった……。あとでまた部長からおしおきされちゃう……」


　だが、結局は本業を優先するしかないのも事実だ。


「ごめん……部長」


　部長に申し訳なくて、後ろを振ふり返ることができなかった。


　ぼくは勝代と部室を出て、一いつ緒しよに階段を駆け上がる。そんな中、ふと疑問に思ったことを口にした。


「ポルノのネタ探しをするって……どうやるつもりなの？」


「困ったときは友達！　まずは、丈途くんのことをよく知る友達からポルノのアイデアを集めましょ──」


　ガンッッ!!


　勝代が、いきなり転んで思いっきり階段に頭を打ちつけてしまった。


「私、またやっちゃった……」


　彼女は階段に座りこみ、涙目になりながら頭をさすっている。


　……今回もドジっ子全開だな……。


　ちょっとだけ、先行きが不安になってしまった。








　茜あかね色いろの空に温かな音色が響ひびいていた。素そ朴ぼくだが、心落ち着く綺き麗れいな曲……。


　音は、中庭の方から流れてきている。近くに行くと、跳はねるような寝ねぐせを立てた赤あか髪がみの女の子がいた。クラリネットの天才、鳴唐吹音さんだ。


　彼女はこちらに気づくと演奏をやめ、不思議そうな顔を向けてくる。


「……ふたりとも、どうしたの？」


「吹音ちゃん！　今ね、丈途くんのポルノ小説のネタ集めをしてて──」


「スト──────ップ!!」


　勝代が声を上げた瞬しゆん間かん、ぼくは大声で止めに入る。次いで、慌あわてて勝代に耳打ちをした。


「な、なんでわざわざ女の子にポルノのネタを聞くの!?　しかも……よりによって超ちよう純情な鳴唐さんにっっ!!」


「あ、そっか……ごめん。もう、私の馬ば鹿か馬鹿っっ！」


「……ポルノって、丈途くんが書いてる恋愛小説のこと？　吹音、恋愛ってよくわからないんだけど……」


　鳴唐さんは困ったように首を傾かしげ、こちらをじっと見つめていた。


　──そうか！　鳴唐さんは純情すぎて、ポルノ小説を恋愛小説だと勘かん違ちがいしていたんだ!!


「吹音ちゃん、なに言ってるのよ。ポルノ小説っていうのは男の人が女の人の唇くちびるを奪うばったり胸を揉もんだり……」


「勝代───！　だから、言わないでくれってばっっ!!」


「……え？　恋愛って……胸を揉むの？」


　鳴唐さんは自分の薄うすい胸を見つめ、困こん惑わくしていた。


　小こ柄がらな鳴唐さんの小さな胸……揉むとなると、わしづかみはできない。そっと手を置く感じになるのだろうか。小さな膨ふくらみは刺し激げきしすぎるときっと痛いはずだ。優やさしく、少しずつ胸をほぐす作業は繊せん細さいなものになるだろう。わずかに指を動かすたび、ぼくは彼女から「んっ……もうちょっとくらいなら、吹音……」と感想を聞く必要があり、段々彼女の気持いい力加減に近づいてきたら「あっ……丈途くん、それくらい……んふっ……」と、艶つやのある彼女の声を聞いて揉み方を覚える必要があり──。


「吹音ちゃん。ポルノ小説っていうのはね、恋愛っていうよりもセック──」


「それはモロに言いすぎだぁぁぁぁ!!」


　ぼくは勝代の口を急いでふさぎ「鳴唐さんに聞くのはもうやめようよ!!」と声を荒あらげる。


「あっ……そうね。締しめ切きりまで時間がないんだもんね」


　勝代は自分の頭をポカポカと叩きながら「もう、私の馬鹿馬鹿っっ!!」と叫さけんでいた。


　……やっぱり、勝代と一緒にポルノのネタを探すの……やめた方がいいのかな……??


　寮りように帰ってひとりで作業をしようかと悩なやんでいると、鳴唐さんが戸と惑まどいがちにこちらを見つめていることに気づく。


「……どうしたの？」


「恋愛小説って……公園でおままごとして遊ぶとかは、どう？」


　どうって……それ、子供の遊びじゃん！　恋愛ですらないからっっ!!


「丈途くん……おままごと、嫌きらい？　吹音……好きかなぁ」


　恥はじらうようにこちらを見つめる鳴唐さん……。


　か、かわいい。


「吹音は……何役がいいと思う？」


「何役って言われても……普ふ通つうだったら男と女がおままごとをすれば夫ふう婦ふって設定で……鳴唐さんは奥さんとか？」


「え!?　吹音、た、丈途くんと結こ……」


　鳴唐さんは顔を真っ赤にして、その場でむせてしまった。


　……い、言われてみれば、おままごととはいえ夫婦って設定はかなり恥ずかしいかも……。


　そのとき、ぼくの中になにか閃ひらめくものがあった。


「公園でおままごと……公園でおままごと……って、これ、ポルノのシチュエーションとしてはアリかも!!」


　ぼくは頷うなずくと、ポケットに入れていた原げん稿こう用紙とシャープペンシルを取り出し、すぐにその場で執しつ筆ぴつを始めた。












　陽ひの暮れた公園で、新しん婚こんのように仲むつまじく寄りそうふたつの影かげがあった。親が共働きなので帰りを催さい促そくする者のいない、男の子と女の子だ。


「あなた、おかえり。ご飯にする？　お風ふ呂ろにする？」


「そうだなぁ……」


　女の子の問いに、男の子が幸せの滲にじみ出た声で悩んでいる。微笑ほほえましいひととき……のはずだが──。


　不意に、大きな影が現れた。公園の薄うす明あかりで、その影が長いコートを着ていることがわかる。


「ワシは、お・ま・え、を食べたいなぁ～～～!!」


　影の主はどすのきいた声で叫ぶと、突とつ然ぜんコートの前をはだけようとする。


　実は、コートの布一枚向こう側には男の裸ら体たいが隠かくされているのだ。


「──ストップですぅ～☆　そんな悪行、音魔ま女じよフクネが許さないですぅ～～♪」


　突とつ如じよ、公園の電灯が照らす中にフリフリのミニスカートを着た小柄な女の子が現れる。彼女はクラリネットを手に、かわいくポーズを決めていた。


「出ましたわね、変態妖よう怪かい・裸体さらし！　その汚きたならしいメタボな体を無む垢くな子供たちにさらすことで快感を得る、春の風物詩め！　警察やＰＴＡからは逃にげられても、この音魔女フクネからは逃げられないのですぅ～♪」


　音魔女フクネちゃんはコートを着た男へクラリネットを向け、愛らしく見み得えを切る。


「グッヘッヘッ……音魔女フクネ、なんと馬ば鹿かな奴やつ。お前も餌え食じきにするまでのことよ。見るがいい、そして泣き叫ぶがいい。それがまた──気持いいのだ!!」


　男は音魔女フクネちゃんの方を向くと、コートに手をかけた。一気に前をはだけようと、男の両手に力がこもる。その瞬間──。


「聞くがいいですぅ～。フクネ・フォルテ・ハーモニー♪」


　音魔女フクネちゃんがクラリネットを吹ふくとともに、超ちよう絶ぜつ大音量のハーモニーが半径約五キロメートルに響ひびき渡わたる。その音は草の根一本残さぬ破は壊かいの限りを尽つくし、変態妖怪・裸体さらしはおろかおままごとをしていた子供たちまで吹っ飛ばした。当然、罪のない付近の住人様方も吹っ飛んだ。だが、そんなことは古いにしえより何万回と繰くり返されてきた正義の味方のお約束にすぎない。


　──純潔。子供たちの純潔を守るため、音魔女フクネちゃんは涙なみだをのんで戦っているのだ。


「フクネは子供たちの明日を守るため、フォルティッシモでがんばりますぅ～♪」












「な……なんじゃこりゃぁぁぁ!!」


　ぼくは自分の書いたポルノを前に、愕がく然ぜんとしていた。


　こんな……思いっきり方向性を間ま違ちがっている萌もえまがいの小説……ポルノですらない!!


「──そうだ！　ぼく、鳴唐さんをモチーフにしたポルノを書けないんだった!!」


　以前、鳴唐さんをモチーフにポルノを書いたことがあったが……同じように変な小説になってしまった。原因はわからないが、がんばり屋さんで一いち途ずな彼女を見ていると、ポルノのモチーフにできないのだ。


「やっぱり、鳴唐さんに聞くべきじゃなかったんだ……」


　内容の荒あれ果てた原げん稿こうを前に、ぼくは呆ぼう然ぜんとつぶやいていた。


　──チャラララ～♪


　ぼくの携けい帯たい電でん話わが、勢いよく鳴り響いた。──また、担当編集者だ!!


『原稿どこまで進みました!?　もうそろそろ完成しますよね!?』


「いや、今ちゃんと進めてるところなんで……」


『何ページと何行できたんですか!?　具体的に言ってください!!』


「えと……う～ん……あ、数える時間が惜おしいんで、できたらすぐ送ります。それじゃまた！」


　矢のような催促を繰り出す担当から、逃げるようにして電話を切った。


　そんなぼくを、勝代が不安げに見つめている。


「だ……大だい丈じよう夫ぶだった？」


「全っっ然大丈夫じゃない……」


　…………………………………………………………………………………………………………。


「つ、次行きましょう!!」


　勝代の声とともに、ぼくたちは急いでその場から駆かけ出した。








「──よし！　次は男の子に聞きましょう!!」


　中庭の端はしまで来ると、勝代は確かく認にんするように声を上げる。


「そうだね。男に聞けば、きっとポルノのいいネタを教えてくれるよ」


「うん！　がんばりましょうね!!」


　彼女は元気に言い、さっそく辺りを見回し始めた。


　……しかしよく考えると、女の子と一いつ緒しよにポルノのネタ探しって……凄すごい状じよう況きようだな。あまりにネタが見つからなかったら「……勝代、もうきみのことをモチーフにするしかないんだ……」なんて言っちゃうほど追いつめられちゃったりして、勝代も「わ、わかったわ……。私、マネージャーとしてがんばる!!」だなんて答えちゃって制服を脱ぬぎ始めて、その健康的な胸を、太ふと股ももを、ゆっくりとさらしてくれて「……あの、マネージャーとして聞くんだけど……私がするの？　丈途くんがしてくれるの？」だなんて頰ほおを染めつつ聞いてきて……。


　ど、どっちがいいかなぁ!?　すっっごく悩なやむんだけど!!


「──あ、木こ陰かげに誰だれかいるわ!!」


「げっ!?　まずい!!　早く隠れよう!!」


「……なんで隠れる必要があるの？　ポルノのネタを聞きに行きましょうよ」


　怪け訝げんな顔でこちらを見つめる勝代……。


　し、しまった！　現実と妄もう想そうがごっちゃになってたっっ!!


　ぼくはごまかすように素す早ばやく木陰へと目をやる。するとそこには、夕風に淡あわい栗くり色いろの髪かみをなびかせている中性的な顔立ちの男がいた。数学の才能を持つ、円修律だ。


　ぼくと勝代は彼の近くまで行ったが、思し索さくにふけっているのか律はこちらに気づかない。


「……律。こんな所でなにしてるの？」


「あっ……丈途。今、鳴唐さんのクラリネットを聞きながら考え事をしてたのさ」


　耳をすませると、鳴唐さんがいつの間にか練習を再開していたらしく、辺りには素そ朴ぼくで温かな音が流れていた。彼女の音は心の奥に沁しみ入ってくる綺き麗れいな響きがある。聞き惚ほれてしまうのもよくわかった。


「音楽って、数学を感じる芸術だと思わないかい？　音とは振しん動どう。振動とは数値で表すことのできるもの……。さらに言えば、音楽は代数学による平へい衡こう化を可能とするんだ。つまり、代数学が時間を刻むように音楽も時間を刻み──」


　そのまま律は、数学の難解な講義を始めてしまった。


「……べつに、鳴唐さんの音に聞き惚れてたってわけじゃないのね」


　律の講義に辟へき易えきしつつ、ぼくは漏もらしていた。


「──律くん。数学のお話は後回しにして、今は丈途くんのポルノ小説のネタを一緒に考えてくれない？」


「ポルノのネタ？」


「丈途くん、今日が締しめ切きりなのにまだネタがなくて原稿を書けないの……」


「なるほど。丈途の危機ってわけか。それは協力しないわけにはいかないね」


　律はそう言うと、こちらをじっと見つめてきた。だが、ぼくと視線が合うとなぜか恥はずかしそうに目をそらしてしまう。


「た、丈途はその……どんなのが好きなんだい？」


「どんなのって……わりとなんでも書ける気がするけど」


「な、なんでも!?　……さすが丈途だね。きみのそばにいる以上、僕は覚かく悟ごを決める必要がありそうだ」


「……覚悟？　いや、律が覚悟を決める必要性がわからないんだけど……」


「丈途のそばにずっといるなら……その、こうやってたまにポルノの相談を受けたりするわけだろ？　丈途のために、僕自身がいろんな要求に応こたえていくこともあるだろうし……例えば僕が身をていして実際に演じたりとか──」


「ていするなよ！　そもそも、なんで律がポルノのモチーフになるんだよ!!」


　ぼくの言葉で、律がはっとしたようにこちらを見つめる。その瞳ひとみが、なぜか感動に打ち震ふるえたかのように潤うるんでいた。


「……すまない。僕のこと、そこまで大切に想おもっていてくれたのか。馬ば鹿かなことを言ったね。……ごめん。早く丈途にポルノのネタを提供しよう」


　律はひとりで深く頷うなずくと、そのまま考えこんでしまった。
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　……律、たまに意味のわからないことを言うんだよな……。


「──そうだ！　丈途のいいところは情熱的なところだけど……たまにはクールなポルノも書いてみたらどうだい？」


「……クールなポルノ??」


　ぼくが首を傾かしげていると、律が「例えばだね……」と、ぼくの原げん稿こう用紙とシャープペンシルを取ってなにか書き始めた。












　放課後の教室に爽さわやかな風が吹ふき入っていた。僕はその風に淡い栗色の髪をなびかせ、目の前にいる男を見つめている。僕と彼しかいない教室……。吹き入る風は、しかしふたりの交かわす熱い視線を冷ますことはなかった。


「ポルノ小説を書いているというだけあって、きみは情熱的だね。この間いきなり唇くちびるを奪うばわれたときはびっくりしたよ。でも……今度は僕が奪い返す番さ」


　僕はそう言って彼を教室の床ゆかに押し倒たおし、突とつ然ぜんその唇を奪う。情熱的な彼らしい熱い感かん触しよくがした。それと同時に、懐ふところが深い彼らしい柔やわらかく沈しずむ感触もした。


「なっ……なにするんだよ!?」


　彼は恥ずかしさからか、慌あわててその場を立とうとする。だが僕はそっと肩かたを押さえ、そんな彼の動きを封ふうじた。


「きみの重心の位置を考えれば、非力な僕でも肩を押さえるだけできみの動きを止められるんだ。もう……逃にがさないよ」


「まいったな……数学者は喧けん嘩かも強いのか？　本当ならぼくがきみを抱だきたかったのに……」


　悔くやしそうに言う彼のシャツを、僕は一気にはだけた。そして「たまには僕が主導権を握にぎるっていうのも……悪くないだろ？」と、彼の男らしい胸に手を這はわせる。


「乳頭に対して僕の親指を当てれば、摩ま擦さつできる面積が一番大きい。摩擦の仕方は摩擦係数を増やすために工く夫ふうをして──」


　僕は頭の中の計算をつぶやきつつ、彼の胸にぽつんと点在するふたつの突とつ起きに右手と左手の親指をそれぞれ当てる。そして、押しこむようにしてグリグリと動かし始めた。


「くっ……んんっ……お、お前……」


　かわいらしい形を少しだけ歪ゆがめ、胸の中に埋うまる乳頭……。喘あえぐ彼の瞳は、快楽で焦しよう点てんがずれ始めていた。


「感じやすいんだな……。今度は、あえて摩擦係数を減らしてみるかい？」


「んっ……け、係数を減らす？」


「こうするのさ」


　僕は彼の唇に親指の先を少しだけ入れる。すると彼は「ふっ……うう……」と言いながらも、愛いとおしげに指を舐なめてくれた。力強い舌の感触が、心地ここちよく指先を這い回る。


「きみもずいぶん受けがうまくなってきたね」


　僕は微笑ほほえむと、唾だ液えきで濡ぬれきった親指を再び彼の乳頭にそえた。そして、濡れてすべるようになった親指を思いきり回し始める。


「あぁっ……!!　そ、そんな……やっ、やめ……くっっ!!」


　気持いいくらいにすべる親指に感じ、彼は恥はじも外聞も捨てて喘いでいる。


　そんな彼を見て、僕は、彼が完全に自分の男になったことを確信した。












「──ってこれ、ＢＬボーイズ・ラブじゃん！　しかもエッチが変に理り屈くつっぽいし!!」


　ぼくが盛大に突つっこむと、律は「丈途もたまにはこういうのを書いた方がいいと思ってね」と肩をすくめる。


　……こういうのもなにも「情熱的な彼らしい熱い感触」だなんてキス描びよう写しや……。


「うっ……！　なんか、前にアクシデントで律とキスしちゃったことを思い出した……」


　ぼくが思わず唇を押さえて呻うめくと、律はなぜか頰ほおを赤らめていた。


「律……なんでＢＬなんて書いたのさ」


「なんでって……丈途。まさかわざわざ言わせる気か？」


「言ってくれないとわからないよ！　律はもっとノーマルな奴やつだと思ってたのに……」


「べつにＢＬがどうこうってわけでもないさ。その……丈途だから……」


　律は言いながら、赤く染めていた頰をぼくから隠かくすようにして顔をそらしてしまった。


　……ん？　ぼくだからって……どういうこと??


　啞あ然ぜんとして言葉の意味を考えていると、勝代が律のポルノを読んで「こ、こういう世界もあるって聞いたことあるけど……」とうろたえていた。


「律くん……まさかＢＬなの……？」


「きみ、そういう言い方は失礼なんじゃないかな！　丈途を想おもう僕の気持にＢＬだとかなんだとか定義づけして、わかったつもりになってもらっちゃ困るよ!!」


「え……それ、ＢＬってことよね……？」


「違ちがうって言ってるだろ!?」


「ＢＬじゃないけど丈途くんのことは好きで、丈途くんは男だからＢＬってことなのよね？」


「どうしてきみはそう論法が単純なんだ!!　もっと繊せん細さいな感性を持たないと丈途の執しつ筆ぴつを手伝うことなんてできないぞ!!」


　そのまま「ＢＬ」を連呼する勝代と、その言葉を否定する律の言い争いが始まってしまった。


　……律、お前って一体……？


「……とにかく、律のポルノが参考にならないってことだけはよくわかったよ」


　勝代の握るＢＬポルノへ目をやって漏もらすぼくに、律は慌あわてて駆かけ寄ってきた。


「すまない！　僕もちょっと想いをストレートに表現しすぎたよ！　なら、こういうのはどうだい？」


　律はぼくから新しい原げん稿こう用紙を取ると、またしてもなにか書き始めた。












　祭ばやしの音が風に乗って流れていた。僕はその風に淡あわい栗くり色いろの髪かみをなびかせながら、着き崩くずれた振ふり袖そでを直している。


「──ほら、早く屋台でタコ焼きでも買おう」


「ちょっと待って。僕、もう少しで振袖を直せるから」


「まったく……女の子なのに〝僕〟って言うの、もうやめろよ」


　彼は言いながら、風になびく僕の髪に手をそえて微笑む。そして「そうだ、振袖を直さないですむ方法を考えたよ」と無む邪じや気きな顔を向けてきた。


　……また、なにかエッチなことを思いついたみたい……。


　高校生にしてプロのポルノ作家をしている彼は、いつもそんなことばかり考えるのだ。


　案の定、彼は僕の手を引いて近くの茂しげみへと向かう。そして唐とう突とつに振袖の襟えりから手を差し入れ、僕のあまり膨ふくらみのない胸をそっと触さわり始めた。


　彼の指ひとつひとつが違う動きをして、僕の胸にたくさんの刺し激げきを与あたえてくる……。


「やっ……こんな所で……うくっ……」


　彼は僕のすべてを知り尽つくしているかのように薄うすい胸をもてあそび、愛あい撫ぶを続ける。僕は恥はずかしさと快楽で、頭が真っ白になりそうだった。


「こういう、ちょっと変わったシチュエーションの方が感じるんだろ？」


　彼はそう言いながら振袖の裾すそに手をやり、僕の太ふと股ももをゆっくりと触りながらわざとらしく裾を大きく上げてゆく。風が僕の腿の内を通り抜ぬけ、己おのれの股こ間かんが今にも見えそうになっていることがわかった。


「やぁっ……だ、誰だれかに見られちゃう……」


「なら、もうやめてもいいんだよ？」


　彼は意地悪く言うと、じらすように僕の胸を、太股を、わずかに刺激するだけにとどめる。


　茂みからは祭りを楽しむ恋こい人びとたちや家族連れが見えた。あの人たちがいつ僕を目にとめるのか気が気ではない。だが、そんな中でも僕の胸に食いこんだ彼の指を意識し……感じてしまう。


「ポルノ作家だからってこんなことして……僕のこと、変な風に染めて……」


「それで気持よくなれるなら、いいじゃないか」


　彼は振袖の裾をさらに上げ、完全にショーツが見える状態にした。そして祭りを楽しむみんながいる方へ僕を向け、股間を触ってくる。


「はあっ……んん……や、やぁ……」


「あんまり大声を出すとみんなに聞こえるよ？　それとも聞いて欲しいのかな？」


　僕はもう、彼の言葉に反応する余よ裕ゆうがなかった。誰かに見られるかもしれないという危機感が僕をより敏びん感かんにし、喘あえぎを抑おさえるだけで一いつ杯ぱい一杯だった。


「さぁ、ふたりで祭りを愉たのしもう」


　甘い言葉が耳元でささやかれたとき、僕は、自分が完全に彼に染められたことを悟さとった。












　──ドキッッ!!


　な、なんだ!?　この胸のトキメキは!?


「律……どうしてこんなポルノを書いたのさ!?」


「この間、羽は子ね突つき大会で僕が振袖を着ただろ？　あのとき屋台の店主が僕たちを恋人同士だって思いこんでたじゃないか。それをモチーフにしたのさ」


　いや……モチーフにしたって……だから、なんでわざわざ律とぼくをペアにして書くんだよ!!


「……丈途。僕のポルノ、どうだった？」


　律が、神しん妙みような様子で聞いてくる。その声に、なにか強い想いが宿っているのを感じた。


「ど、どうだったって……振袖は好きだけど、律がモチーフじゃ、そんなの……そんなの……」


「そんなの、なんだい？」


　彼が、不安げな瞳ひとみをこちらへ向ける。その表情が、振袖を着ていたときの律とかぶった。


　──ドキッッ!!


　再び、胸が高鳴ってしまう。


「……丈途。もう僕の想おもいに気づいてるんだろ？　いや……そもそも、僕の心を奪うばったのはあの、入学直後の丈途のキスなんだから……」


　律はそう言いながら、ぼくに近づいてくる。


「丈途……僕たち、そろそろ関係をはっきりさせた方がいいと思うんだ」


　中性的な顔立ちの律……。その長いまつげが、女の子みたいにきめの細かい肌はだが、はっきりと見てとれるほど間近に迫せまっていた。


　彼の様子がいつもと違ちがうことを察したぼくは、無意識のうちに後ずさりを始めてしまう。


「り、律……なにを……」


　──ガッッ！


　背中が木に当たって、ぼくはその場に止まってしまった。しかし律は歩みを緩ゆるめずぼくへと近づき、木の幹に手を当ててぼくの目の前に顔を寄せる。


「──丈途！　僕はきみのことを──」


　──チャラララ～♪


　いきなり、ぼくの携けい帯たい電でん話わが鳴った。着信画面を見るとやはり──担当だ!!


「律、ごめん！　仕事の電話が来ちゃった!!」


「ちょっ……丈途!!」


　叫さけぶ律をおいて、ぼくは携帯電話を手に勝代のもとへ駆かける。


「勝代、どうしよう!?　ぼく、これを取る勇気がないんだけど!!」


「どうしようって……ちゃんと書いてますって言うしか……」


「もう無理だよ！　さっきの電話ですでにキレ気味だったもん!!」


「それじゃ……それじゃ……」


　勝代はぼくの携帯を急に取り上げると「えいっ！」と目をつぶり……電源を切った。


「──それ、まずくない!?」


「間に合えばいいのよ！　間に合えばっっ!!」


「そりゃ間に合えばいいけど……まいったな。新聞同好会のコラムを投げ出してまでポルノ小説のネタ集めをしてるのに、このままじゃどっちも間に合わなくて、部長からも担当からも全国の読者様からも怒おこられそうだ……」


「……ごめんなさい。私が部室から連れ出したせいよね……。あのままコラムの方を進めて、本業の連れん載さいはあきらめて、せめて部長のご機き嫌げんだけでも取っていればよかったんだわ。──もう！　私の馬ば鹿か馬鹿っっ!!」


　勝代は本気で責任を感じているらしく、自分の頭をポカポカと叩たたいていた。


「勝代は悪くないよ……。そもそも、締しめ切きりを忘れてたぼくが悪いんだからさ」


「そこをどうにかするのがマネージャーたる私の役目なの！　なにか考えなくちゃ……」


　勝代は唸うなりながら「作家に原げん稿こうを書いてもらうには……どうしたら……」と頭を抱かかえていた。


「もういいんだ。部屋にこもって大人しく書くよ。ネタもないのに間に合うかどうか怪あやしいけど……雑音のない環かん境きようにいた方がアイデアが浮うかぶかもしれないだろ？」


「……部屋にこもって……？」


　そう口にした瞬しゆん間かん、勝代が瞳をキラキラさせてこちらを見つめる。


「その手があったわ！　さぁ……締切り直前の修しゆ羅ら場ば、愉しく突っ走るわよ!!」








　冷たい鉄輪がぼくの手足を拘こう束そくしていた。その鉄輪には鎖くさりがついており、壁かべと繫つながっている。それだけで充じゆう分ぶん危機的な状じよう況きようだというのに、鉄輪は重く、そもそも手足を自由に動かせない。


　──そう。つまりぼくは……部屋に監かん禁きんされているのだ!!


「勝代！　これ、どういうことだよ!?」


　ぼくの叫びを聞き、部屋の隅すみに立っていた勝代が得意満面の笑えみを浮かべる。


「作家にとにかく原稿を書いてもらうには、缶かん詰づめが一番でしょ？」


「缶詰って……。それにしたってこの部屋、鉄輪以外になにもないけど……なんなの!?」


「その昔、猛もう獣じゆう使いの天才が練習用に使っていたらしいわ」


　……こんな所で練習って……。


「自分をその鉄輪に繫いで、逃にげられないようにしてたらしいの」


「って、拘束してたの自分かい!?」


　……ほんと、この学園って変な人が多いよな……。


　改めて、自分がとんでもない所に入学してしまったと感じた。


　……こんな所に拘束されて、ぼく、これからなにをされるんだろう……。


「さぁ、これをどうぞ」


　勝代はぼくの目の前に、原げん稿こう用紙とシャープペンシルを置いた。


「いや、こんな物を置かれても……ぼく、鉄輪が重くて動けないんだけど──」





　──おぉ、ここか。丈途がいるって部屋は。


　──あいつ自分のせいで原稿落としそうなんでしょ？　ほんと馬ば鹿かねぇ。





　部屋の外から、女の子ふたりの声が聞こえてきた。


　……誰だれだろう？　どうもぼくの知合いのようだが……。


　扉とびらが開くと、制服を着たポニーテールの女の子と、カメラを持ったジーパン姿の女の子が中へ入ってきた。


「蘭と来夏……どうしてここに？」


　ポニーテールの女の子は、プログラミングの才能を持つ霧線蘭だ。そしてカメラを持った女の子は、写真の才能を持つ名機来夏である。


　不思議そうにふたりを見つめるぼくに、勝代が説明を始めた。


「ただの缶詰だけじゃ、丈途くんのマネージャーをまっとうしたとは言えないわ。ちゃんと最高の原稿を書いてもらわないとね。作家に最高の原稿を書いてもらうには、その作家の極限を引き出す必要があると思うの。丈途くんはポルノ小説の天才……。執しつ筆ぴつに必要な妄もう想そう力を高めるため、目の前で誰かがイチャイチャする姿を見せつければいいと考えて、蘭ちゃんと来夏ちゃんを呼んだの。事情を説明したらふたりともこころよくオッケーしてくれたわ」


「……それで、ぼく、なんで拘束されてるの？」


「誰かが目の前でイチャイチャしてるのにその場から動けないとなれば、丈途くんは必ず妄想を爆ばく発はつさせるわ。そして、身動きできないがゆえにその爆発的な妄想を原稿にぶつけるしかなくなるの。つまりこれは……ポルノの缶詰よ!!」


　ポ、ポルノの缶詰!?　なんか、子供のお菓か子しのオマケみたいなネーミングだな……。


「丈途が拘束されたまま妄想を爆発させて小説を書く様は、実に醜みにくそうだったのでな。カメラに収めようと思ったのさ」


　来夏がカメラを構えて楽しそうにこちらを見つめていた。


　……そうか。来夏は醜い写真を撮とることにしか興味がないからな。それでポルノの缶詰に協力したのか。


　来夏の脇わきで、蘭はなぜか嬉うれしそうに微笑ほほえんだまま黙だまっていた。


　……どうしたというのだろうか？


「……あれ？　そういえば……イチャイチャするって、女の子同士で??　ポルノの缶詰なら男を呼んだ方がよかったんじゃ……」


「男の子なんて呼んだら、本気で襲おそわれちゃうじゃない！　その点、女の子なら安心でしょ？」


　勝代の言葉を聞き、ぼくの視線が再び蘭にとまる。彼女はさきほどと同じようにして微笑んでいた……。


　って、蘭は百合ゆりじゃん！　女の子だからこそ、本気で襲うでしょ!!


「ふふふっ……。勝代ちゃんのためだもの。あたしも全力でがんばるわ」


「ありがとう!!」


　含ふくみのある蘭の言葉に気づかず、勝代は笑顔で答えていた……。


「やばい！　勝代、逃げるんだ!!」


「なんで？　せっかくポルノの缶詰を用意したのに……」


「忘れたの!?　蘭は百合だろ!!」


　ぼくの言葉にはっとして、勝代が蘭を見つめる。ふたりの視線が絡からまったまま、しばし時が止まった。


　…………………………………………………………………………………………………………。


「わ……私、またやっちゃった～～～!!」


「ふふっ、もう逃がさないわよ。勝代ちゃんのこと、あたしの妹にして……ア・ゲ・ル[image: ]」


　……蘭は〝妹〟と呼ばれるとても親しい間あいだ柄がらの女の子が何人もいる。ポルノの缶詰に来たのは、勝代をその〝妹〟にするためだったらしい。


「勝代ちゃ～ん。さっそくポルノの缶詰を始めましょ～～」


　蘭はそう口にして勝代へ飛びつくと、彼女の背中やお尻しりを撫なでながらうなじに舌を這はわせる。


　慈いつくしむようにして勝代のうなじを舐なめ上げる蘭の舌……。見ていて──かなりエロい！


「ちょ……きゃっ……な、凄すごっ……」


「あら、勝代ちゃんって意外と感じやすいのねぇ」


「ら、蘭ちゃ……や……あっ……」


　蘭は舌をうなじから耳に動かすと、勝代の耳たぶを軽く嚙かみながらチロチロと舐め始めた。


「お願い……んくっ……もう、私、限界……」


「まだまだこれからよぉ～」


　蘭は言いながら勝代の胸に手を這わせ、なめらかに指先を動かす。その優やさしくも繊せん細さいな動きは、とても男にまねできるようなものではなかった。


　勝代は蘭の責めに頰ほおを上気させながら息も絶え絶えになり、立っているのもままならない様子だ。


　これは……エロすぎる!!　さすがポルノの缶かん詰づめっっ!!


「勝代ちゃん。これは丈途のポルノのためなのよ。ここであなたが百合になれば、あなたはマネージャーとしての使命をまっとうできるの。わかるわね？」


「あっ……そ……そんな……」


「勝代ちゃんのマネージャー魂だましいは、そんなものだったの？」


「ち、違ちが……んっ……。私、マネージャーとして、丈途くんのポルノのために……あんっ……ゆ……百合になります!!」


　か、勝代!?　そんなこと言っちゃっていいの!?


　──パシャッ。


「丈途の表情がいい感じに変わってきたぞ!!」


　気がつくと、来夏がカメラを構えてこちらを激写し始めていた。


　勝代と盛り上がっていた蘭は、そんな来夏を見て勢いそのままに声を荒あらげる。


「この際だから、来夏もあたしの妹にしてあげるわ！　写真なんて撮ってないでこっちに来なさい!!」


「なっ……私は醜い写真を撮りにここへ来たんだぞ!!」


「そんなの後回しよ!!」


　蘭はもどかしげに言うと、いきなり来夏に飛びかかって彼女の長い髪かみにそっと手て櫛ぐしを入れる。


「なっ……んっ……お前……」


　蘭のその仕草だけで、来夏が思わず喘あえいでいた。


　す……凄すごいテクニックだ……。


「来夏は落とすのに時間がかかりそうだから、あたしも本気でいくわ。食くらいなさい……弾だん丸がんタッチ!!」


　蘭が叫さけぶとともにその指が高速で動き出し、来夏の胸を、腿ももの内を、一気に責め始めた。


「うくっ……はあっ……！　や、やめ……んくぅぅ……!!」


　来夏はたまらずその場に崩くずれてしまい、蘭に責められるがままになってしまう。普ふ段だん強気な来夏のこんな姿……初めてだ！


「……凄い。さすが蘭の弾丸タッチだ……」


　蘭はプログラミングの天才なので、キーボードを超ちよう高こう速そくでタッチする技術を持っている。それを女の子への責めに使うと……こうなるわけだ。


「お姉さま……勝代のことはほったらかしですか……？」


　勝代が、瞳ひとみを潤うるませて蘭のもとへ歩む。それを見た蘭は「あら、ごめんねぇ。来夏の横にお座り。一いつ緒しよに愛してあげるわ」と優しい顔をした。


「あぁ……お姉さま……」


　完全に百合ゆりになってしまった勝代は、蘭に言われるがまま来夏の横に座る。


「さぁ、ふたりとも愉たのしませてあげるわよ～～」


　蘭はそう言うと、勝代と来夏へ同時に弾丸タッチを浴びせ始めた。


「はあっ……お姉さま……ふくっ……んんぅ……」


「ら、蘭……やめ……あはぁっ……!!」


　室内に響ひびき渡わたる百合の喘ぎ……。


「くっ……まざりたい！　あの三人に……まざりたい！　でも、この場から動けない!!」


　今の自分の境きよう遇ぐうを、心の底から口くち惜おしく思った。ぼくはもう……我が慢まんの限界だ!!


　──ガンッッ！


　重い響きとともに、ぼくの手を拘こう束そくしていた鉄輪が動く。


　──ガンッッ！


　腕うでがきしむほど痛んだが……そんなこと、今は関係ない!!


「このリビドー性衝動……晴らさでおくべきかぁぁぁ!!」


[image: ]


　その瞬しゆん間かん、ぼくは原げん稿こう用紙とシャープペンシルを手に取り、一気に執しつ筆ぴつを始めた。そして大量の鼻血が噴ふん出しゆつし始める。


　これは──紅の聖書レッド・バイブル。原げん稿こうがのりにのったとき起こる、入にゆう魂こんの一作の証あかしだ!!












「お姉さま！　どうして私たちにこんな仕打ちを……!?」


「そうだぞ！　いくらお姉さまでも許せん!!」


　ひとけのない部屋で、ふたりの女が立って並んだまま壁かべに鉄輪で繫つながれていた。ふたりは目の前に立つポニーテールの女へ向け、一緒に声を荒げている。


　拘束されているひとりは、髪を肩かたまで伸のばしている元気そうな子だ。もうひとりは、カメラを首からさげたスレンダーな子だった。


「あなたたち、あたしに内ない緒しよでつき合ってたんでしょ？　華はなのように美しいあたしたちの結束を乱すその行こう為い……おしおきよ!!」


　ポニーテールの女はそう言うと、右手と左手、それぞれの指を女たちの唇くちびるにそえてゆっくりと這はわせる。そして突とつ然ぜんその頭をつかむと……ふたりをキスさせた。


「んんぅ……お、お姉さま……これは……」


「な、なにをするんだ……お姉さま……」


「あなたたち、あたしに隠かくれてこんなことしてたんでしょ？　でも、駄だ目めよ」


　ポニーテールの女は微笑ほほえむと、髪が肩まである女の唇を急に奪うばった。そして、その口へ舌を差し入れてゆっくりと味わうように回す。元気溢あふれる女をなだめるようにしてじっくりと口の隅すみ々ずみまで動く舌……。その動きは艶なまめかしくも、まるで優やさしくなにかを諭さとしているかのようだった。


「んふっ……あ、あぁ……お姉さま……」


　ポニーテールの女の舌使いで、さっきまで元気だった女が悦えつ楽らくの表情を浮うかべて大人しくなる。


　それを見たカメラの女は、自分の彼女を奪われた悔くやしさからか歯はがみしていた。


「……次は、あなたよ」


　ポニーテールの女はカメラの女の方を向くと、さっきと同じようにキスをし、舌を差し入れた。だが、その舌使いは打って変わり、気き丈じようなカメラの女を愛するように切なげだ。舌を深く差し入れ、その吐と息いきも唾だ液えきも、すべてを受け入れるかのように味わっている。


「んくっ……ふぅぅ……んんぅ……」


　悔しそうにしていたカメラの女の表情が、段々と快楽に溶とけてゆく。


　ポニーテールの女が舌を抜ぬいたときには、ふたりの間に知らず唾液の筋が一本垂れてしまうほど、カメラの女は無防備になっていた。


「ふふっ……これでわかったでしょ？　あなたたちのつき合いなんて、しょせんは子供のお遊びなのよ」


　ポニーテールの女はふたりの胸にそっと手を這わせ、柔やわらかく揉もみながら「さぁ、いつものようにおねだりをしてごらんなさい」と微笑んだ。


「お、お願いします……お姉さまの弾だん丸がんタッチ……ください」


「わ、私からも……お願いする……」


「仕方ないわねぇ」


　勝ち誇ほこった顔でポニーテールの女が言った瞬間、その指が高速で動き出す。ふたりの胸は激しく揺ゆれ、まるでそこだけが別の生き物のように波打っていた。普ふ通つうでは味わえない強きよう烈れつな快楽……ふたりはそれを前に、喘あえぎの限りを尽つくす。


「あ……あぁぁ！　お姉さま……や、はぁぁぁ!!」


「ふぐっっ……い、いくらなんでも激しすぎだぞ……くうぅぅ……!!」


　立ったまま手足を拘束されているふたりは、ポニーテールの女からどんなに激しい責めを受けても倒たおれることすら叶かなわない。


　百合の結束を乱した罪……。それを感じながら、ふたりは拷ごう問もんのような快楽に立ったまま意識を失い始めていた。












　気がつくと、遠くからざわめきが聞こえていた。楽しそうなお喋しやべりの声である。大勢の人が歩く音もしていた。


　ぼくは、いつの間にか寝ねていたらしい。妙みように体が重かったが……うっすらと目を開けてみる。


　すると、こちらを見おろして微笑む──勝代が目に入った。


「こ、これって……!?」


　辺りを見回すと、ぼくはなぜか勝代の膝ひざ枕まくらにのって寝ていることに気づく。張りのある健康的な勝代の太ふと股ももが、気持よかった。


「丈途くんの原稿、鼻血まみれだったから……私が清書して編集部にＦＡＸしておいたわ」


「ち、ちゃんと間に合った……？」


「大だい丈じよう夫ぶだったわ。お疲つかれさま！」


　勝代の元気な声に、今までの疲ひ労ろうが一気に吹ふき飛んだ。


「ありがとう！　これも、ポルノの缶かん詰づめのおかげだよ!!」


「そう言ってくれると嬉うれしいわ。でも……丈途くん。ちょっと鼻血、出しすぎたみたいね」


「……へ？」


　勝代が不安そうに後ろへと目をやる。ぼくもそれを追って見ると……壁かべ際ぎわに、大きな血だまりができていた。


「な、なんなのあれ!?」


「丈途くんの紅の聖書レッド・バイブルよ」


「え……凄すごっっ……」


　思わず、舌を嚙かんでしまった。


　……ポルノの缶詰、威い力りよくありすぎだよ。っていうか妙に体が重かったの……鼻血が出すぎたからだったのか……。


「そろそろ登校の時間だけど……行けそう？」


　勝代が遠くへ目をやって聞いてきた。外から聞こえてくるざわめきや足音……。どうやら、登校中の生徒のものだったらしい。


　そのとき、ぼくはふと、勝代の目にクマができていることに気づいた。


「まさか勝代……徹てつ夜やでぼくの看病をしてたの？」


「そ、そんなことないわ！　私、さっき起きたばっかりだし!!」


　勝代は勢いよく言って立ち上がろうとした。しかし足が痺しびれていたのか「痛っ……」と呻うめいてちゃんと立てず、その場に膝ひざを突ついてしまう。


「だ、大丈夫!?」


「……足を伸のばしてれば治ると思うわ」


　勝代は、どこかばつが悪そうに笑っていた。


　足が痺れているということは、ずっとぼくに膝枕をしていたという証しよう拠こだ。


「勝代……ありがとう」


　ぼくがお礼を言うと、勝代はまたばつが悪そうに笑っていた。


　それからぼくらは部屋で少し休み、一いつ緒しよに登校を始める。ずっと部屋にこもっていたせいだろうか。外の新しん鮮せんな空気が本当においしかった。


　そんな中、ぼくは新聞同好会のコラムのことを思い出す。


「今日の放課後……同好会に行ったら、部長におしおきされちゃうんだろうなぁ……。コラム、結局さぼっちゃったし……」


　部室に行くのは、かなり気が重かった。本業の締しめ切きりには間に合っても、同好会の締切りには間に合わなかったのだから……。


　勝代にはぼくの嘆なげきが聞こえていたはずだが、彼女はなぜか無言で歩いていた。


　だが、下げ駄た箱ばこに来て上うわ履ばきを取ると、彼女は急にこちらへと顔を向ける。


「それじゃ、放課後に部室でね!!」


「……え？」


「一緒におしおきされるわよ！　だって私……マネージャーだもの!!」


　満面の笑えみで声を上げる勝代……。


　かわいいな……。


　つい、見とれてしまった。


　勝代はそんなぼくへ「はい、これ！」となにかの入ったビニール袋ぶくろを渡わたしてくる。


「ん？　これって……」


「また同好会で会いましょ！　もし来なかったら……迎むかえに行っちゃうからね!!」


　彼女はぼくの言葉をさえぎって言うと、笑顔を向けて元気に駆かけ出してしまった。


　そんな勝代の後ろ姿を眺ながめながら、ぼくは思わず声が漏もれる。


「マネージャーって……いいなぁ」


　彼女が同好会にいることを、改めてありがたく思った。


　勝代の姿が見えなくなると、ぼくは彼女から手て渡わたされたビニール袋を開けてみる。すると中には──今日の朝刊が入っていた。


　広げてみると、まだポルノの缶詰の記き憶おくが生々しいあの原げん稿こうがちゃんと載のっていた。


「今日も無事に、全国の読者様にエロが届いたんだな……」


　ぼくは澄すみ渡る青空を眺めながら、一仕事終えた達成感を嚙みしめていた。




丈途と来夏＠恋愛トーク







「……うぅ……」


　来夏が木の枝の上でなぜか頭を抱かかえ、呻いている。


「どうしたの!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」


「……ポルノの缶かん詰づめ、不覚だった……」


　……あぁ、そういうことか。


「来夏、蘭に一方的に責められてたもんね」


「くっ……！」


「そういえば、結局あれで蘭の妹になったの？」


「なるわけないだろ!!」


「だって来夏、蘭の責めで凄すごく感じてたじゃないか」


「感じてない!!」


「えぇ～？　そうかなぁ～??　蘭の弾だん丸がんタッチを食くらって『や、やめ……んくぅぅ……!!』なんて喘あえいでたし、あれは完全に妹になるコース──」


　──バキッ！


　来夏が、肩かたを震ふるわせつつ近くの枝を握にぎりしめて折った。恥はずかしさからか頰ほおを染めながらも、その瞳ひとみは怒いかりに燃えてぼくを見み据すえている。


「ご、ごめんなさい……」


　なぜか、謝ってしまった。


「……ふん。わかればいいんだ。わかれば」


「でも……よく考えたら、来夏からは恋愛の話をあまり聞かないね。誰だれか気になってる人とかいないの？」


「お前、私からあんな写真を渡されておいてそんな馬ば鹿かな質問をするのか？」


　……あんな写真？


　ふと、机に置いてあった来夏のパンチラ写真に目をやる。


　……あんな写真って、この写真のことだよな……。


　普ふ通つうに考えたら、自分のパンチラ写真など滅めつ多たなことでは人に贈おくらない。ということは……ま、まさか来夏が好きな人って……ぼ、ぼ、ぼ──。


「ぼくのこと好きなんじゃないか？　……って、今思ったろ」


　来夏が、意地の悪い笑みを浮うかべてこちらを見つめていた。まるで悪戯いたずらに成功した子供のように得意気に鼻を鳴らしている。


　──あっ！　まさか今、からかわれたの!?


「ぼく、来夏が考えてるようなこと、全然まったく微み塵じんも思ってないからねっっっ!!」


「ふふんっ。そうやって全力で否定する辺りが怪あやしいなぁ～」


「な、なんだよ！　絶対に違ちがうからね!!」


「本当か？　少しは期待したんじゃないのか??」


「ないない！　百パーセントない!!　っていうか来夏、結局好きな人とかはいないわけ!?」


「……お前、仮にも女の子相手にそこまで全力で好きな人を聞くなよ。恥ずかしい奴やつだな」


「あ……いや……」


「……まぁいい。実のところ……私はまだ、うまく次の恋愛に踏ふみ出せるかわからないんだ」


　来夏はどこか寂さびしげに言うと目を伏ふせてしまった。


　それを見て、ぼくは来夏が大切にしていた一枚の写真のことを思い出す。才能テストのとき先せん輩ぱいたちに取られてしまった、来夏の思い出の品。ネガがあるらしいのできっとまた現像していることだろう。そして、ぼくが初めて来夏の部屋に入ったあのときのように、大切に大切にベッド脇わきに飾かざっているのかもしれない。


「……来夏、まだあの写真の人たちのことを忘れられないんだね。あの写真を見たとき、来夏の写真に賭かける情熱がよくわかったよ。おかげでふたりで作ってたポスターもうまくいったしね。覚えてる？　才能テストの前におこなわれた、あの授業。天才たちに向けた滅め茶ちや苦く茶ちやなポスターを作ったときの話──」
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「お前はポルノグラフィーにすべてを捧ささげられるか？」


　夕ゆう闇やみの迫せまる書しよ斎さい。女は今さらのように怯おびえて出口のそばへと動く。


「私……そんなことできないわ！」


　几き帳ちよう面めんに着こなしたセーラー服の上から、女は自らを抱だきしめた。俺から剝はがされないためのささやかな抵てい抗こうだろう。だが、服を強く押さえつけたせいで女は自身の肢し体たいを暴ばく露ろしていた。まだ男を知らないと言うが、熟うれ始めた体は胸の膨ふくらみや腰こしのラインを主張し始めている。


「焦あせってんだよなぁ？　昔は天才文学少女と言われても、長い間スランプしてりゃ読者なんてすぐ忘れちまうもんだ。俺が壁かべを壊こわしてやろうって言ってるんだぜ？」


「なにが壁を壊してやるよ！　ちょっと売れてるからって先輩ぶって……。若い女を抱けるならなんでもいいんでしょ!!」


「……ふん。ずいぶんな言われようだな。男を知らないくせに男女の恋れん愛あいについて書こうとするから書けないんだろ。だから男を教えてやろうって言ってるんだ」


　俺は言いながら己おのれを抱いていた女の手を剝ぎ、服を抑よく圧あつから解放する。そして上着の裾すそから手を中へ差しこんで胸に這はわせた。


「ちょっ……あっ……やめて……」


　女の服の中でブラジャーをずらし、自由になった胸を指先でもてあそんだ。熟れ始めの胸は中がつまっているかのように弾だん力りよくがあり、俺の指を強く押し返してくる。


「ここで男を知ればいい小説が書けると思うぜ。お前は芸術のためにすべてを捧げられるか？　芸術のためにすべてを晒さらせるか？」


「ずるいわ……。私には小説しかないって知ってるくせに……」


　まだ性感がわからないのか、女は胸に這わせた手を戸と惑まどったように眺ながめていた。……仕方ない。初心うぶだからこそ、こうしてわざわざ教えているのだ。


　俺は不意を突ついて女の唇くちびるを奪うばう。たった今まで汚けがれを知らなかった唇の、さらっとしたきめ細かさが心地ここちよかった。


「ん……んふっ……」


　女の抗こう議ぎも言葉にはならず、戸惑っていた顔がはっきりと後こう悔かいで歪ゆがみ始める。もう、後あと戻もどりはできまい。


　俺は耳からうなじへゆっくりと舌を這わせ、性感を教えていった。うっすらとかき始めていた汗あせがうなじにたまっており、女の甘い匂においを強く醸かもしている。部屋の明かりをつけていないせいか、夕闇でうごめく女の吐と息いきが妙みように艶なまめかしかった。


「あなたみたいに卑ひ怯きような男に……私……私……」


　片方の手で女の胸を揉もみしだきながら、もう片方の手をスカートの中へ入れる。ショーツは、熱く濡ぬれ始めていた。心と体は別物なのか、あるいは口先だけの抵抗なのか……。


「もう一度聞く。お前は芸術のために、すべてを捧げられるか？」


　その質問に女は答えない。ただ、助けを求めるように俺の服の裾を強く握にぎりしめてきた。












「──このペースならなんとか締しめ切きりに間に合うな」


　ぼくはシャープペンシルを置くと、椅い子すに座ったまま伸のびをした。今は休み時間ということもあり、教室では他ほかの生徒たちも思い思いの過ごし方をしている。


「あのね、先生が早く課題の小論文を出してって……」


　声の方を向くと、赤みがかったショートヘアの女の子が目に入る。天才クラリネット奏者の鳴唐吹音さんだ。全ぜん寮りよう制せいたるこの閃学園高校にいる生徒はなんらかの分野で〝天才〟と呼ばれる者ばかりである。ぼくの才能は──。


「また恋愛小説を書いてたの？　そういえば吹音、まだ読ませてもらってないね」


「な、鳴唐さんはクラリネットの練習で忙いそがしいだろ。無理して読まなくてもいいんだよ」


「吹音、あんまり小説は読まないけど、クラスの人が書いたものなら──」


「大だい丈じよう夫ぶだから！　鳴唐さんはクラリネットをがんばって!!」


「……そう？　でもそのうち読ませてね」


　鳴唐さんは制服の裾をひるがえすと、自分の席に戻もどっていった。


「危なかったな……。ぼくの小説、鳴唐さんには刺し激げきが強すぎるよ」


　ぼくの書いている話……実はポルノなのだ。ただし十八禁のポルノではなく芸術であるポルノグラフィー。世間では三十五歳になる謎なぞの男性カリスマ作家の芥川竹人として通っているが、その正体たるや純情純じゆん朴ぼく一直線の高校一年生、芥川丈途なのである。あの小説が大人の経験でなく少年の妄もう想そうで書かれているとわかれば、読者の皆みな様さまはさぞ悲しむことだろう。


「変態作家も一応は羞しゆう恥ち心しんを持ってるらしいな。公然とあんな極エロ小説を書きながら鳴唐にだけ隠かくすとは、笑わせてくれる」


　教室の後ろから、せせら笑うような女の声が聞こえる。振ふり返ると、机の上に一眼レフのカメラを置いたジーパン姿の女が目に入った。彼女は長なが袖そでのシャツに通した腕うでを組み、席に座ったまま足まで組んで偉えらそうにしている。ぼくより少し背が高く美人だったが、素すで喧けん嘩かを売っているかのような眼メ力ヂカラがあった。


「べ、べつにいいだろ!?　じゃあ来夏ならあの鳴唐さんに卑ひ猥わいなこととか淫みだらなこととか汚けがらわしいこととか言えるの!?」


「ふん、そうだなぁ……。無む垢くな少女が汚きたない大人の世界に目覚める瞬しゆん間かんというのも中々に趣おもむきがあって撮とりたいところ──」


「撮るなっっ！」


　彼女は名機来夏。その人物のもっとも醜みにくい瞬間をカメラで切り取ることで評価を得た新しん進しん気き鋭えいの写真家だ。彼女なら本気で鳴唐さんのそういう写真を撮りかねないところが恐こわい。というか、撮るために手段を選ばなそうなところが恐い。


「鳴唐さんに変なことしたら、みんなが黙だまってないと思うよ」


「みんな……か。女も含ふくまれてるから恐いよなぁ。しかも本気ときてる」


「醜いもの大好きな来夏が百合ゆりにそんなこと言うなんてね」


「勘かん違ちがいするな。女の嫉しつ妬とが恐いと言ってるだけさ。それに、百合はむしろ甘美な表現をされるだろ。お前こそ芸術家のはしくれなら言葉に気をつけた方がいいぞ」


　来夏はそう言って窓の方へ顔を向けてしまった。よく考えたら彼女の恋れん愛あい観かんはいまいちわからない。この学園では男を好きな男がいたり女を好きな女がいたりするのは当り前だ。誰だれがどういう恋愛観を持っているかは予想がつかない。……ちなみにぼくはノーマルだ。職しよく業ぎよう柄がら誤解を受けることが多いが、むしろ芸術にたずさわっているだけあって高潔な人ひと柄がらと言えよう。








　放課後になり男子寮りように帰っていると、道みち端ばたに白いパンティーが落ちていた。


　ラッ……ラッキー！


　周りを見るとこれまたラッキーなことに人通りがない。


「とりあえず確保だな」


　パンティーを手に取ると、近くの木こ陰かげに隠れて入念にチェックする。子犬の絵がプリントされており、仄ほのかに洗せん剤ざいの香かおりがした。どうやら洗いたてらしい。女子寮から風で洗せん濯たく物ものが飛ばされてきたのだろうか。


　そのときふと、ひとつの疑問が頭をよぎった。これを身につけていたであろう人物のことだ。偶ぐう然ぜん手にしたパンティーの持主が美人だったりかわいかったりアイドルっぽかったりする確率などたかが知れているだろう。一番ありがちなのはおそらく──。


「女子寮に届けるか。まっ、はじめからそのつもりだったけどね」


　ぼくは頷うなずくと女子寮へ向かい、守衛さんに落し物としてパンティーを届け出る。


　いいことをしたせいか、実に気持が晴れやかになった。








　次の日、学校に行くと廊ろう下か中になぜかぼくの写真が貼はられていた。女子寮を見上げている姿、パンティーを持っている姿、パンティーを持ったまま守衛さんと話している姿……。写真の貼られている順番やぼくの表情などを総合して見ると、まるでぼくが女子寮をのぞきつつ辺りを徘はい徊かいしていたら偶然パンティーを拾って「ラッキー！」と晴れやかな顔をした直後に守衛さんに見つかって大おお揉もめしているかのような印象を受ける。


「──なんで女子寮の前でショーツを持ってるの？」


　いつの間にかそばにいた鳴唐さんが、不思議そうにこちらを見つめていた。


「そ、そこらへんに落ちてたんだ。かわいそうだから届けたんだよ」


「偉いのね」


　ぼくの目を見つめて微笑ほほえむ鳴唐さん……。あぁ、そんな綺き麗れいな瞳ひとみを向けないでくれ。なんか、凄すごく後ろめたい気がする……。


「あ、吹音の部屋の窓だ」


　鳴唐さんは悪意に満ちた写真の構成を解かいしもせず、無む邪じや気きに眺ながめ入っている。その無邪気さがさらにぼくの心を責め続けた。


　こんな……こんな嫌いやがらせをするのはひとりだけだ！


「来夏ぁぁ!!」


　ぼくは廊下に貼られた写真を破りつつ猛もうダッシュをする。


　教室に入ると、自分の席で足を組んで不満そうにしている来夏がいた。


「ポルノ作家の生態ならぬ性態をとらえようとしたんだが……生ぬるかったかな。撮った瞬間はいいできだと思ったんだが、あんな変態性の欠片かけらもない写真はお前に失礼だよな。すまん」


「謝るところが違ちがうわ！」


「私のショーツが不満だったのか？　それであんな生ぬるい表情に──」


「って、あのやけにかわいげな子犬柄がらのパンティー……来夏のだったの!?」


「ちゃんと洗ってたんだがな。いや、洗ってたから駄だ目めだったのか……。我ながら失態だ」


　来夏はため息をつくと、苦く渋じゆうを滲にじませた表情で黙りこんでしまった。


　あぁ……誰か彼女に常識という概がい念ねんの存在を教えてやってください……。


　その後、ぼくらは仲良く職員室に呼ばれて先生から事情を聞かれた。来夏がこってり絞しぼられることを期待していたが、彼女は少し怒おこられただけでおとがめなしとなる。


「先生！　ぼく、来夏の写真でみんなに誤解されて凄く困ってるんですけど！」


「安心なさい。ポルノ作家としての名めい誉よはなにひとつ傷ついてないと思うわ」


　必死の抗こう議ぎも虚むなしくあっさりと流されてしまった。


「普ふ通つうの学校だったら停学ものなのに……」


　ここは普通じゃない生徒ばかりの学校ゆえか、先生たちの懐ふところも変に深かったりする。


　くっ……！　思えば入学早々から来夏とは反りが合わなかった。そろそろぼくも我が慢まんの限界だ!!








「──ということで、今回の特別科目は今年度の受験生へ向けた閃学園の宣伝とします。みなさんの才能が活いきるようグループわけをおこないますので、与あたえられた仕事は責任をもってやりとげるように」


　スーツを着た男の先生は次いで各グループの発表を始めた。


　この学園には高等学校として教えるべき通常の授業科目に加え、多様な授業が存在する。特別科目とは時々に応じて変則的におこなわれる、言うなればなんでもありの授業だ。高校一年生に学園の宣伝を任せてしまう辺り、かなりなんでもありの感を醸かもしている。


「──次のグループはポスター作りです。作家の芥川丈途くんと写真家の名機来夏さんで制作してください。次のグループは──」


　──はぁ!?　ぼくが……来夏と組むぅ!?


「なるほど、宣伝文句は変態作家に任せるということか。この学園もずいぶんと冒ぼう険けんをする」


　来夏は口の端はしを上げて愉ゆ快かいそうに笑っていた。


「先生、ぼく、来夏と組むなんて絶対に嫌です！　来夏が廊下にぼくの盗ぬすみ撮どり写真を貼りまくったこと、先生の耳にも入ってるんでしょ!?」


「仕事に私情をはさまないでください」


　先生は冷たく言い放ち、淡たん々たんと他ほかのグループの発表を続ける。


　……これ、授業なのに。仕事って……。


「お前が私の写真にどんなコピーをつけるのか、ある意味で楽しみにしてるよ」


　来夏はぼくの前に来ると、ジーパンのポケットから色々な人の醜みにくい写真を取り出して並べた。


「こんな……こんな写真のどこがいいのか、ぼくには全然わからないよ！」


　たまっていた怒いかりが爆ばく発はつし、彼女の写真を片かたっ端ぱしから破り捨てて踏ふみつける。そんなぼくを見て来夏は一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられていたが……すぐに、怒りで肩かたを震ふるわせ始めた。


「お、お前……よくも私の作品を！」


「何度でもやってやるさ！　この前廊ろう下かに貼はったあの写真と同じようにね！」


「この前の写真は失敗作だったから許してやったんだ！　しかし……わかったよ。お前には私のアートがわからんらしいな。お前の醜しゆう態たいばかり集めた写真集を出版し、世にその是ぜ非ひを問うてやろうじゃないか!!」


　来夏は声を張り上げると、授業を無視して教室の出口へと向かう。


「楽しみにしておけ！　真のアートを教えてやる!!」








　あれから数日が経たった。来夏はいつ盗み撮ったのか、大量のぼくの写真を机に広げて授業中もずっと睨にらめっこを続けていた。


　まずい……本気だ。本気でぼくの醜い写真集を出版する気だ。どうにかして止めないと、ぼくの醜態が世間に広まってしまう……。


「……ぼくだって、もう手段なんか選ばないぞ……来夏の写真と同じさ!!」


　フィルム派の来夏なら写真とネガをすべて回収すればなんとかなるはずだ。やるべきことはひとつ。そう──潜せん入にゆう捜そう査さだ!!








　辺りには風の音だけが流れていた。女子寮の入口には明かりが煌こう々こうと灯ともっていたが、部屋の窓からは光がほとんど消えている。大たい抵ていの者はもう寝ね入いってしまった時間帯だろう。ぼくは辺りに人の気配がないのを確かく認にんすると、守衛さんに気づかれないよう闇やみの中をそっと進む。


　寮の入口は守衛さんが常にいるため近づけない。向かっているのは建物の側面だ。狙ねらいは──来夏の部屋への直接侵入！　三〇五号室が彼女の部屋であると調べはついていた。あとは……やるだけだ!!


　ぼくは円形にあいたガムテープの芯しんの中へ手首を通すと、腕うで輪わのように身につけた。次いでリュックの中からフック付きのロープを取り出し、三〇五号室の窓の上をめがけて投げる。


　──カチャッ。


　よし、かかった！


　守衛さんはまだこちらに気づいていない。ぼくは音を立てないよう細心の注意を払はらい、来夏の部屋の窓までのぼった。ロープを握にぎったまま窓まど枠わくに足の先をかけ、腕への負担を減らしてから手首に通していたガムテープを窓に貼る。これなら窓の割れる音が著いちじるしく軽減されるし、ガラスも飛び散らない。


　窓を肘ひじで叩たたいているとガラスの一部が割れたので、そこから手を差しこんで鍵かぎを外した。


「仕方ないよな。これ以外、来夏を止める方法なんてないもんな……」


　そういえば前に、ぼくが女子寮へ侵入してのぞきをしてるんじゃないかと疑われたことがあった。ポルノ作家という職業ゆえの悲しい誤解だったが、まさか本当に侵入するはめになろうとは……。


　無事部屋の中に入ると、夜目をこらして来夏の居場所を確認する。


　──いない？


「こんな時間にどこへ行ってるんだろう……？」


　物音を気にする必要がなくなったおかげで、緊きん張ちようがほぐれていく。ぼくはリュックから懐かい中ちゆう電灯を取り出すと部屋の中を見回してみた。しかし……なにかが変だ。中が異様に狭せまい。ぼくの部屋の半分くらいしかスペースがないような……。


　そこまで考えたとき、部屋を二分するようにして作ってある仮囲いに気づいた。中に入ってみると作業台やなにかの機器、増設されたシンクなどがあり、机に据すえられた裁断機の脇わきには写真の束が積まれていた。


「写真、自分で現像してるのか。わざわざ部屋を改築してまでやるなんて……」


　さすがに写真の才能で入学しただけのことはある。部屋を極きよく端たんに狭くしてまで作業スペースを確保するとは徹てつ底ていしている。


「って、感心してる場合じゃないな」


　ぼくは急ぎつつも来夏の部屋をくまなく探さぐった。


「駄だ目めだ……写真もネガも多すぎる……」


　これではぼくが写った物を探し出すまでにかなりの時間がかかってしまう。いっそこの場にある写真とネガをすべて持ち帰ってから選えり分けた方が早いかもしれない。手当りしだいに辺りの写真とネガをリュックにつめ始めると、ベッド脇に飾かざられた一枚の写真が目に入った。


　そこに写っていたのは、いつものジーパン姿とは違ちがう、白いワンピースを着た来夏だった。中学時代の写真とおぼしきもので、彼女を挟はさむようにして同じ歳としくらいの男子と女子が写っている。


「なんだよ……普ふ通つうに笑えるんじゃないか」


　写っている来夏の笑え顔がおは、歳相応の女の子のものであった。いつもの喧けん嘩か腰ごしの目つきからは想像もつかない。


「──誰だれだ！」


　鋭するどく響ひびく女の子の声。


　ま、まずい！　来夏が帰ってきた!!


　慌あわてて窓から逃にげようとすると、来夏が追いすがってきてふたりして転てん倒とうしてしまう。


「お前……丈途か!?」


「くっ──！」


　跳はね起きて逃のがれようとするも、来夏に服の裾すそをつかまれてまた倒たおれてしまう。気がつくとぼくは……来夏に馬乗りになっていた。


　彼女は自分の状態に気づき、逆に追いつめられてしまった己おのれを確かめるようにこちらを見上げる。


「お前、私の部屋でなにをしていたんだ？　私を……どうする気だ？」


　その声が妙みように艶なまめかしく聞こえ、思わず生なま唾つばを呑のみこんでしまった。


　──パシャッ。


　いつの間にか来夏の手にはカメラが握られている。


「ポルノ作家が女を犯おかそうと心に決めた瞬しゆん間かんの写真を──」


「決めてない！」


　──パシャッ。


「ポルノ作家が女を犯そうと心に決めたが失敗し、言訳している瞬間の写真を──」


「してない！」


　──パシャッ。


「ポルノ作家が女を犯そうと心に決めたが失敗し、その言訳にも失敗した瞬間の写真を──」


「もういいから!!」


　来夏はため息をつくと、襲おそわれると考えていたとは到とう底てい思えないほど面めん倒どうそうな仕草でぼくを見上げる。


「じゃあどうして部屋に侵しん入にゆうしたんだ。中ちゆう途と半はん端ぱに私のショーツを握にぎったせいで辛しん抱ぼうたまらなくなって夜よ這ばいしたんだろ？」


「違うよ！　来夏がぼくの醜みにくい瞬間を集めた写真集を出すって言うから、止めに来たんだ!!」


「そういうことか……。しかしあんな風に私の作品を侮ぶ辱じよくされてはなぁ。私としては世に是ぜ非ひを問う以外ないんだが」


　ぼくはいまだ馬乗りになって来夏を見おろしている状態だが、一いつ瞬しゆん、来夏がぼくを見おろしているような錯さつ覚かくを起こしてしまった。


　……ワンピースを着た写真の少女、今目の前にいる女の子と同一人物とは思えない……。


　ぼくはベッド脇の写真へと目をやる。


「普通の写真だって大事そうに飾ってるくせに……そこまで醜い写真にこだわる必要ないじゃないか」


「……あれか。あれは……醜いんだよ。私が持ってる中で一番な」


　……醜い？　写真の中でふたりの少女とひとりの少年は仲が良さそうに笑い合っている。どう見ても醜いようには見えないが……。


「犯す気がないなら、どかないか」


　来夏に言われて慌ててどいた。彼女は何事もなかったようにベッドに座ると、脇に飾られた写真を眺ながめる。


「男の嫉しつ妬とは見苦しいが、女の嫉妬は恐こわい。いや……醜いものだ」


　写真に注がれる彼女の眼まな指ざしは今までにないほど悲しげなものだった。ぼくはその様子に知らず言葉を失ってしまい、棒立ちになる。


「なにを間ま抜ぬけ面づらしている？　不完全燃ねん焼しように終わった性せい欲よくが膿うんだか？」


「そもそも欲情なんてしてないし！」


「そうだったか？　後で現像して確かめてみよう」


「いや……それはちょっと……」


　来夏はぼくのリュックに目をとめると、勝手に開けて中に入っていた写真とネガを出し始める。そして、ひとり言のようにつぶやいた。


「なんのことはない。醜い写真を一枚飾っているというだけの話さ」


　もしかしたら応こたえない方がよかったのかもしれない。だがぼくは沈ちん黙もくに耐たえきれず言葉を発してしまった。


「優やさしそうな人だね。その……来夏が写真を大切に持ってるのもわかる気がするよ」


　それを聞いた来夏は一度確かめるように写真を眺めると、実に自然に聞いてきた。


「どっちのことを言ってる？」


　いや、どっちって……え？


「三人だとやはり難しいのかもしれん。一対一でつき合っても別れる奴やつが多いんだからな」


　ま、まさか……どっちとも!?　でも、そんなことが……。


「これを捨てられない私の醜さは、私じゃ写せないよ」


　……あまりのことに、ちょっと頭の整理が追いつかなかった。というか、かなり混乱している。


「その……え？　要するに三角関係っていうか三人でつき合ってて、しかもその写真は来夏の醜い瞬間で──ってことが史実としてあって、その歴史的証しよう拠こがその醜い写真だってことでいいのかな？」


「二度も言わせる気か、馬ば鹿か」


「ご、ごめん。なんかぼくの知らない世界が広がってたんで……」


「芸術はすべてに平等であるべきだ。何者だろうと関係なく表現はそこに在る。芸術にたずさわるお前ならわかるだろ。私が私の醜い写真を隠かくす理由などない」


　ずいぶんとややこしい言い方をするものだ。おかげでいまだに頭の整理がつかない。しかし、今の言葉でやっと気づいたことがある。来夏の表現には来夏なりの哲てつ学がくがあるということだ。スタンスも撮さつ影えい方法もいまだに納なつ得とくできないが、面おも白しろ半分で醜い写真を撮とっているわけではないらしい。同じ表現者として、そこだけは認めなければならない気がした。


「……来夏と組むのは今も嫌いやだけど、ポスターだけはちゃんと完成させようか」


「ふん。ずいぶんな言いようだな。どういう風の吹ふき回しだ？」


「見せてもらおうと思ってね。こだわりの醜い写真をさ」


「言われるまでもなく私はやる気だったろうが。しかし私の写真への侮辱と不法侵入に器物損壊……ついでに夜這もか。償つぐなってもらわなければ困るなぁ」


「もとはと言えば、来夏がぼくの写真を廊ろう下かに貼はったりぼくの写真集を出そうとしたりするからだろ！」


「お～い、守衛。ここに侵入者が──」


　ぼくは急いで来夏の口をふさいだ。こんなところで捕つかまったら問答無用で警察行きになってしまう。


「わかったから！　でも償いって、なにをさせる気だよ」


「そうだな……モデルになってもらおうか」


「モデル？」


「ポスターのモデルだ」


「それじゃ廊下に貼ったあの写真と一いつ緒しよじゃないか！」


「違ちがう。今回の組くみ写しや真しんは切り口を変えてみる」


「組写真？」


「複数の写真を組み合わせることで単発の写真より高度な表現をおこなうものだ。この間廊下に貼ったやつはベーシックな構成だったが、今回はスタイリッシュに決めてお前の変態性をより前面に出していく。そしてその写真一枚一枚にお前がコピーをつければ、見るも醜い写真のできあがりというわけさ」


「同じ切り口だし！　むしろ悪化してるし！」


「ははっ。お前も難なん儀ぎな性さがを持ったなぁ。だが安心しろ。しっかり醜みにくく撮ってやる。ともにリベンジしようじゃないか」


「リベンジするなっ!!」












　彼女は白いワンピースを風になびかせ、楽しそうにカメラを構えていた。


「ちょっと、こっち向いてよ。撮れないでしょ」


「だってそっち向くと風で変な髪かみになるだろ。撮らなくていいよ」


「そういう自然な一枚がいいんじゃない。ほら、早く」


　彼女は笑うと、ぼくに駆かけ寄り片手で裾すそを引っ張る。


　──パシャッ。


　思わず振ふり向いた瞬しゆん間かん、しっかり撮られてしまった。


「いい顔してたわよ。マ・ヌ・ケ・で」


「こらっ──」


　ぼくが慌あわててカメラを取り上げようとすると、彼女は身をひるがえして走り出した。ここが大きい公園ということもあり走る場所には困らない。追いかけていくうちにぼくらはひとけのない木こ陰かげに迷いこんでしまった。


「──ねぇ、どうしたらいい顔してくれる？」


　彼女は急に立ち止まり、こちらに顔を寄せる。暖かく湿しめった吐と息いきがかかり、彼女の温ぬくもりを意識してしまった。


「どうしたらって……」


　不意に唇くちびるが重なってくる。その肉にく欲よく的な弾だん力りよくに気づいたのは、彼女がぼくから顔を離はなしてしばらく経たってからだった。


「こういうの、ダメ？」


　まだつき合っていないはずの女ひと。まだ想おもいを知らぬ女ひと……。


「い、いきなりなにするんだよ！」


「もっと撮りたいのよ。あなたの写真」


　彼女は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむと、辺りに人がいないことを確かく認にんしてワンピースの裾を上げる。丸見えになったショーツはこんな状じよう況きようだというのになにひとついやらしさがなく、むしろ彼女の茶ちや目めっけを際きわ立だたせていた。


「いい写真、撮とろ？」


　その一言で心を奪うばわれたぼくは馬鹿なのだろうか。びっくりするくらいの自然さで彼女を抱だきしめると、ただ心のおもむくままにショーツの隙すき間まから指先を差しこんだ。


「やっ……。まずはその顔を写してからよ。ね？　スケベさん」


　指先に絡からまってくる熱く濡ぬれた感かん触しよく。しかしぼくを惹ひきつけてやまなかったのは、彼女の愛くるしい笑えみの方だった。












「──で、具体的にはどんな写真を撮るの？」


　昼休み。ぼくと来夏は学食でご飯を食べながらポスターの話し合いをしていた。彼女はぼくの質問を聞くと箸はしを置き、力強く拳こぶしを掲かかげる。


「学園ファックだ！」


「……は？　言ってる意味がよくわからないんですが……」


「お前が学園とファックするんだ。わかりやすく言えば、まずはお前が学園中であらゆる妄もう想そうを尽つくして悦えつ楽らくに浸ひたって醜しゆう態たいをさらし、私がその様子を激写する。次いで、できあがった醜い写真にお前が自分の醜い妄想内容を芸術的コピーとして書きつける……それでファック成立さ。学園の日常の光景がお前の手によって醜く汚けがされたわけだからな。隠いん喩ゆ的なファックだろ？　言うなればこれは、私のフォトグラフィーとお前のポルノグラフィーの融ゆう合ごうといったところさ」


「……なんですか？　その、頭の線が一本切れてるアイデアは……」


「違ちがうぞ。間違えるな。線が切れているのはお前だ」


「それこそ間違いだから！」


　……駄だ目めだ。来夏と組むだなんて我ながら血迷った……。


「あのさ、よく考えたらお互たがい忙いそがしいし、ポスター作りはやめにしようか」


「器物損壊と不法侵しん入にゆうと夜よ這ばい」


「……すみません。やっぱり作らせてください」








　辺りに人がいないことを確認すると、ぼくらは素す早ばやく室内に侵入した。放課後になってある程度経った時間。ちょうど、ここに入ってくる者がいないであろうタイミング……。


　周りには仄ほのかにデオドラント製品の爽さわやかな香かおりが漂ただよっていた。こういう部屋だからといって男と違い汗あせ臭くさくないところがいかにもといった感じだ。


「っていうか……なんで女子更こう衣い室で撮さつ影えいするんだよ！」


「お前にふさわしいスタジオを選んだまでのことだ」


「そんな気き遣づかいいらないから！」


　来夏はぼくの言葉を無視すると、おもむろにジーパンを脱ぬぎ始める。


「ちょっ……なにする気だよ!?」


「先日の失態を考こう慮りよして、今回は脱ぎたてのショーツを用意しようと思ってな」


「だから、そんな気遣いいらないから！」


「馬ば鹿か……私だってかなりの勇気を出して脱いでるんだぞ。だからその……あんまりこっちを見るな」


　来夏は頰ほおを赤らめると、こちらから顔をそらしてしまった。


　──ドキッ！


　あ、あれ!?　なんか今、不覚にも胸が高鳴ったような──。


「私の体を見ることは表現に含ふくまれてないはずだぞ。ちゃんとショーツは用意してやるから、私に……そんなに多くを求めるな」


　来夏は恥はじらいつつも、困ったようにつぶやいていた。


　な、なな、なんだ!?　ぼくが悪いのか!?　まるでぼくが来夏にセクハラしてるみたいじゃないか!!


　ぼくが困こん惑わくしている間にも彼女のジーパンはどんどん下がり、かわいいクマさんがプリントされた白パンが露あらわになってきた。


　──へぇ、今度はクマさん……じゃなくて、まずいだろ！　女子更衣室でこの状況は──。


「きゃぁぁ─────！」


　突とつ然ぜんのことに驚おどろいて入口を見ると、体操服を着た女生徒が振ふり絞しぼるように叫さけんでいる。


「──ふん。邪じや魔まが入ったな」


　来夏はジーパンをはき直すと、さっさと女子更衣室を出てしまった。


　って……ぼくをおいて行かないで！








　……辺りに人がいないことを確かく認にんすると、ぼくらは素早く中に侵入した。放課後になってある程度経たった時間。ちょうど、ここに入ってくる者がいないであろうタイミング……。


　周りに漂うこもった香りと、水場独特の湿しめり気がいかにもといった感じだった。


「むしろ……どうして女子トイレなんだよ!?」


「好きなんだろ？」


「勝手に決めないでくれ！」


　来夏はぼくの言葉を無視すると、おもむろに個室の点検を始める。


「ちょっ……なにやってるんだよ!?」


「どの個室がベストなのか確認をな。お前も中ちゆう途と半はん端ぱな便座に腰こしをおろしたくはあるまい」


「たとえ完かん璧ぺきでもおろさないから！」


「じゃあどうしたいんだ？　ここでは他ほかに演出のしようがないぞ」


「ここは女子トイレだろ！　男のぼくが座ったらただの変態じゃないか!!」


「まさかお前……私に座れと言っているのか？　芸術を盾たてに私を汚けがして愉たのしんで……想像以上のド変態だな」


　来夏は恐おそろしく引き気味な視線をぼくへと向けていた。


　って、座れなんて言ってないし！　そんな趣しゆ味みないし！　むしろぼくこそ引いてるし!!


　そもそもトイレに案内した時点でどう考えても撮影が超ちようアブノーマルな方向にしか進まないことを想像できなかったのだろうか。ぼくがため息をついていると、彼女は個室へと目を向け、命を賭かけた一大決心でもしたかのように生なま唾つばを呑のみこんでいた。


「げ、芸術のためなら私もやらざるを得な──」


「やるなっっ!!」


「……そ、そうだな。私がそれをやると、お前が便座に座っている姿を撮とれなくなるからな」


「納なつ得とくするところが違う!!」


　ぼくが軽いめまいを覚えていると、入口で足音が響ひびく。


「きゃぁぁ─────！」


　女生徒の叫び……。


　……またか。ぼくは必死にトイレから駆かけ出る中、来夏なんかに弱みを握にぎられた運命を呪のろった。








　…………辺りに人がいないことを確認すると、ぼくらは素す早ばやく近くの茂しげみに隠かくれた。放課後になってだいぶ経った時間。もう少しで夕食が始まるタイミング……。


　この建物は男子寮りようと造りが同じせいか、いかにもといった違ちがいは感じられなかった。


「いや……女子寮は絶対にまずいでしょ!!」


「私はいつも出入りしているが？」


「当り前だから！」


「安心しろ。秘策がある」


「来夏の考えじゃ安心できないよ！　だいたいここ、思いっきり警備されてるし！　見つかったら警察行きだし!!」


「この間お前は侵しん入にゆうに成功しただろ。私は信じているぞ。性に賭けるお前の情熱を」


「そこを信じないでくれよ！　それに、前回のは来夏の部屋に直接行ったからなんとかなったんだからさ!!」


　来夏はぼくの言葉を無視すると、おもむろにバッグの中から紫むらさきのワンピースドレスを取り出した。女子の制服だ。


「私は私服登校だからな。これを貸してやろう」


「着られるわけないだろ！」


「確かにサイズは多少違うが、ギリギリ入るだろ」


「サイズだけが問題じゃないから！　そもそも女装なんてできないから!!」


「器物損壊と不法侵入と夜よ這ばい」


「だからっていくらなんでもこれは──」


「いきなり男にあんな襲おそわれ方をされて、私が傷ついてないとでも思っているのか？　私はな……そこまで強くないんだぞ」


　震ふるえる声で喋しやべる来夏の姿は、傷ついて戸と惑まどう女の子そのものだった。


「い、いや……ごめん。そんなつもりじゃなかったんだ。なんて言ったらいいのか……」


「で、慰い謝しや料りようだが──」


「結局脅おどすのか！」


　その後のぼくの抵てい抗こうも虚むなしく、脅しに屈くつして女子の制服を身につけるはめになる。とはいえ男のぼくがまともに着られるはずがなく、ワンピースがはち切れんばかりの状態になってしまった。


「あ……歩くと裂さけそうだ」


「そんなエロサプライズはいらん。ほら、カツラもかぶれ。さっさと寮に入るぞ」


「ま、待って。そんなに速く歩かないで……」


　ぼくは来夏から渡わたされたブロンドの巻まき髪がみカツラをかぶると、呼吸でお腹なかがふくれるのも我が慢まんし、服が破けないよう細心の注意を払はらってちょこちょこと進む。


「すみませんが生徒手帳を見せて頂けますか？」


　女子寮の入口にさしかかるなり守衛さんから止められてしまった。ここの生徒手帳はＩＤになっていて裏表紙に顔写真が付いている。見せればぼくが男だと一発でばれてしまう……。


　ぼくが口ごもっていると、来夏が前に出て代わりに答えた。


「守衛、こいつはおっちょこちょいだからそんなもの部屋に忘れているぞ」


「そうですか。では部屋番号とお名前を教えてください」


「こいつは三〇五号室の名機来夏だ」


「念のためあなたの生徒手帳も見せて頂けませんか？」


「私のことなどどうでもいいだろう。さっさと通してくれ」


「では三〇五号室の入居者を確かく認にんしますので少々お待ちください」


　……確認？


　守衛さんは入口のすぐ先にある受付へ行くと、寮りよう母ぼさんからなにかの書類を受け取って目を通していた。


　──まずい！　絶対にばれる!!


　来夏も同じことを考えたらしく、ぼくらは目が合うなりふたりしてその場を駆け出した。


　ビリィィィッ！


　制服のワンピースが横っ腹から裂けてしまった。しかしここで止まると確実に捕つかまってしまう。ぼくは裂け目からのぞく下着を手で隠すと、脇わき目めも振ふらず突つっ走った。


「こらぁぁ─────！」


　後ろから聞こえる守衛さんの怒ど鳴なり声は、しばらくぼくらを追い回し続けた。








「もう……無理……」


　守衛さんから逃にげ続けたせいか、来夏の撮さつ影えいが無む茶ちや苦く茶ちやなせいか、とにかく「無理！」と主張したい気分だった。


　ぼくと来夏は中庭の木こ陰かげに隠れるように倒たおれこみ、荒あらい息を整えている。いい加減に守衛さんはまいたようだ。


　落ち着いてくると、来夏はカメラが壊こわれていないか点検を始めた。


「来夏はさ、どうしてデジタルカメラで撮とらないの？　写真をすぐに確認できないのって面めん倒どうじゃない？」


「デジタルとフィルムの論争は色々とあるが、そもそも私は自分が信じた一いつ瞬しゆんを狙ねらい撮ってるんだ。その場で確認して撮り直しができるデジタルを使うなど女め々めしいだろ」


「なんか、写真って思ったより面倒だね。撮影だってすぐ終わるかと思ってたのに、いまだに一枚も撮れてないしさ……」


「シャッターボタンを押すことが写真を撮ることと勘かん違ちがいしている者も多いが、写真を撮るには演出や撮影技法を決めなければならない。当然、フレーミングやピント合わせも重要になってくる。シャッターボタンを押すのは最後の仕上げにすぎないのさ」


「一瞬のためにそこまでやるんだね。芸術にもなるわけだ」


「芸術か……。写真は、不器用だからこそ芸術になったのかもな。人間の目なら視界の周辺が変に歪ゆがんだりしないし、色の補正もピント合わせも勝手にやってくれる。だが写真は真っ直すぐなものが歪んで写ったり画面の一部にしかピントが合わなかったり不器用なものだ。ゆえに機械芸術にまで昇しよう華かされたのかもな」


「そこまで大変なものなら、いっそ一枚の写真でポスターを作らない？　何枚も撮ろうとしてたらいつまで経たっても終わらない気がするよ」


「たった一枚の写真で勝負するのも面おも白しろいが、今回は組写真でいく。組まれた写真が鑑かん賞しよう者の内で激しく重なり合えば、大きなインパクトが生まれるんだ。丈途……お前でなら、必ずやそういう写真が撮れる!!」


「……それ、誉ほめてるの？　けなしてるの？」


「誉めてるに決まってるだろ！　私はいつか、見る者の人生を狂くるわせるほどの写真を撮りたいんだ。そのためには妥だ協きようなどしない」


　その前にぼくの人生が狂いそうなんだが……。


「それにしてもお前の写り下手には困ったものだ。私があそこまでお膳ぜん立だてをしてやってるというのに……一体なにが望みだ？」


「普ふ通つうに撮ってくれよ」


「変態ポルノ作家の普通などわからん」


「そうじゃなくて、普通に撮ってくれればいいの！　普通に!!」


「ふん。面めん倒どう臭くさい奴やつだ。そもそも普通などという曖あい昧まいな概がい念ねんで──」


　と、そこまで言ったとき、来夏はなにか思い出したようにこちらへ目を向ける。


「普通、か。そういえば入学早々からお前の〝普通〟とやらはクラスを賑にぎわせてくれたな。思い出したよ」


　口の端はしを上げる彼女の顔は、ぞっとするほど楽しげであった。








　何日か経ったある放課後。ポスターの打合せをするため来夏と教室で待合せをした。彼女は一いつ旦たん寮りように帰って準備をしてから教室に戻もどってくるとのことで、ぼくはひとけのなくなった教室でひとりぼうっとしていた。


「おい、聞いたか!?」


　来夏が慌あわてて教室に入り、ぼくを見るなりまくしたてるように言葉を継つぐ。


「今度の音楽の授業な、リコーダーならぬクラリネットでやるらしいぞ！　しかもぶっつけ本番でテストするらしい!!」


「えぇ!?　そんなの絶対に無理だろ！　そもそも吹ふけないし!!」


「だよなぁ……。相変わらず無茶する学校だ。お前用のクラリネットもすでに支給されているから、持ってきてやったぞ。今からでも練習した方がいい」


「どんな予定で授業してるんだよ、この学校……」


「私に文句を言うな。いいからさっさと練習しておけ」


「まったく……あり得ないよなぁ……」


　来夏の手には組み立てられたクラリネットが握にぎられていた。彼女はそれをぼくに差し出すと、手短に吹き方を教えてくれる。


「よく知ってるね、来夏」


「私も大急ぎでテストに備えたからな。ほら、早く吹け」


　来夏に言われるがままとりあえず吹いてみる。しかし中々音が出ない。クラリネット奏者の鳴唐さんはいつも当然のように音を出していたが、この楽器は初心者では音すら出せない代しろ物ものらしい。まぁ、天才と初心者で比べるのもどうかと思うが……。


「こんなの無理だよ。せめて鳴唐さんから教えてもらえればなぁ」


「私もそう思ってな。実はもうここに呼んであるんだ。あと少しで来るはずだから、練習しながら待っておけ」


「今日はずいぶん気がきくんだね」


「馬ば鹿か者もの。こう見えて私はかなり気を遣つかう方だ」


　ぼくは鳴唐さんを待ちながら練習を続けることにした。しばらく吹いているといくらか音が出るようになってきたが、ほとんどがピーピーと的外れな音で耳が痛くなってくる。そのうち楽器をくわえている唇くちびるまで痛くなってきたが、テストに備えて仕方なく練習を続けた。


　──バンッ！


　教室の扉とびらが盛大な音を立てて開く。驚おどろいて目を向けると、そこには鳴唐さんが立っていた。怒いかりとすら思える険しい眼まな指ざしをぼくに向け、なぜか震ふるえている。


「……ねぇ、どういうこと？」


　質問するその声は、普ふ段だん大人しい彼女からは想像もつかないほど厳しいものだった。


「どうってほどでもないけど、クラリネットを教えて欲しいんだ」


「吹音にとってはどうってことあるの！　もう、嫌いや……」


　彼女は今までの態度から一転、急に泣き出してしまった。状じよう況きようがわからないぼくはうろたえてしまい、クラリネットを机に投げ置いて彼女のもとへ走る。その瞬しゆん間かん──。


「吹音のクラリネット、そんなに乱暴にしないで!!」


　気持いいほどの音を立て、思いっきり頰ほおをぶたれてしまった。


　……な、鳴唐さんのクラリネット!?


　ぼくはぶたれたことより彼女の言葉に衝しよう撃げきを受ける。反射的に来夏を見ると、この状況に満足しているかのように微笑ほほえんでいた。


「鳴唐さん、これはきっと来夏が仕組んだ──」


　言い終わる前に鳴唐さんはクラリネットを手に持ち、どこかへ駆かけ去ってしまった。


「どうだ!?　これがお前の〝普通〟というやつだろ??　女の楽器を勝手に吹いてバレてぶたれて……いつも通りだよな？　こういう常人に理解し難がたい変態的シチュエーションが好きなんだろ？」


　来夏は頷うなずくと、感かん慨がい深ぶかげに話を続けた。


「鳴唐に気持よくお前をぶってもらうために色々と気を遣ったよ。もちろんあいつのクラリネットはお前が盗ぬすんだことにしておいてやったから、安心してすべての憎にくしみを受けるがいい」


「むしろ今、恐おそろしく不安だよ！　あぁ……鳴唐さん絶対に勘かん違ちがいしちゃってる……。ぼくのこと、絶対に嫌きらいになっちゃったよ……」


「そうか。お前の場合はその不安が逆にたまらなかったのか。ちょっと読み違えていたよ。すまん」


「謝るのはそこじゃないから！」


　彼女はぼくの言葉を無視して自分の席へ行くと、机の脇わきにかけてあったバッグから一本のクラリネットを取り出した。


「これを鳴唐のクラリネットだと思って愉たのしむがいい。学校の備品をわざわざ借りてきてやったぞ」


　借りてきたって……写真のためにそこまで小ネタを仕込むか……。


　ぼくはもう、来夏を止められる気がしなかった。そして、心が折れていく自分を感じた。


　──だって来夏、本気マジだよ？　もうごねるのはやめてつき合ってもいいじゃないか……そうだろ？　いや、そうなんだ。きっとそうなんだよ。すべては演出なわけだし、フィクションなわけだし、無理にごねることなかったんだ。ちょっとくらい来夏に合わせたって、そういう作品に協力するにすぎないんだ。ぼくの人格が否定されるわけじゃない。アハハッ。もっと早く気づいていればこんなに苦しむことなかったのになぁ……。


　ぼくは来夏が差し出したクラリネットを持つと、おもむろにくわえた。


　それを見た来夏は心得たようにカメラを構え、声を張り上げる。


「さぁ、愉しい愉しい学園ファックの始まりだ！　本能のおもむくまま、煩ぼん悩のうのおもむくまま、妄もう想そうの限りを尽つくしてこの学園をお前のものにしろ!!」


　そのときぼくは来夏に心を折られ、命令に従うだけの木偶でくと化していた。よりによって彼女に言われるがまま、妄想の旅へと出立してしまったのだ。


「ふははははっ！　いい、いいぞ、この変態腐ふ臭しゆう豚ぶため!!」


　あぁ……お父さん、お母さん。ぼくはついにあちら側の世界へ行ってしまいました……。


　頭の隅すみで、なんとなくそんなことを考えていた。


「おい！　今、なんか表情がおかしかったぞ！　真面目まじめにやれ！　全身全ぜん霊れいで妄想しろ!!」


　駄だ目めだ感情的になるなこれは芸術作品なんだあくまで創作物なんだすべては演出にすぎないんだ……。自分にそう言い聞かせ、ただこの悪夢を終わらせるためだけに妄想を続けた。


「いい表情かおしてるぞ！　お前の変態性の向こう側に人間の業ごうが見える！　これぞまさにアートだ!!」








　生徒たちは次々と教きよう壇だんに立ち、広報活動の経過報告をしている。どのグループも順調そうで、すぐにぼくらの番が回ってきた。


　来夏は大きく引きのばして印刷したポスターを教室の天てん井じようからつるし、趣しゆ旨しの説明を始める。


「ポルノ作家を被ひ写しや体たいに、その変態的天才性を表現した。この学園は天才が集つどう場所だ。凡ぼん人じんどもの理解を得られない天才たちへ向け、閃学園はこんな変態を許すほど懐ふところが深いのだから来いというメッセージをこめた」


　来夏はこちらに目を向けるとポスターの脇をぼくにゆずる。事前の打合せで、写真にそえられたコピーはぼくが読み上げることになっていた。


　まずは女子更こう衣い室で爽さわやかに深呼吸をするぼくの写真。


「──きみたちの汗あせが、ひたむきさが、ぼくは嬉うれしい」


　次は女子トイレの便座に腰こしかけ、こちらに微笑みかけるぼくの写真。


「──閃学園ここなら、きみのすべてを受け止められるよ？」


　続いて女子寮りようの中、守衛さんと取っ組み合いの喧けん嘩かをしているぼくの写真。


「──常識の破は壊かいこそが天才の使命だ！」


　さらに続いて、頰ほおに鳴唐さんからぶたれた手形が残る中、教室でクラリネットを吹ふくぼくの写真。


「──才能と出会う喜び。才能とぶつかる悦よろこび」


　さらにさらに続いて──。


「もうやめてっ！」


　突とつ然ぜん響ひびいた女子の叫さけびに、思わず説明をやめる。周りを見ると、男子の生暖かい視線と女子の戦せん慄りつした眼まな指ざしがぼくに集まっていた。


「吐はき気がするわ！　この腐くされポルノ作家!!」


「どうしてくれるの!?　あんたを殺しても鳥とり肌はだが一生消えないじゃない!!」


「もう駄目……悪お寒かんが止まらないわ……。学園中をこんなに汚けがされて、私、卒業まで部屋から一歩も出られなくなっちゃった……」


　なにかひどい誤解を受けているようだ。ぼくは諭さとすように優やさしく口を開いた。


「写真だって演出が必要なんだよ。つまりこれはフィクションなんだ」


「噓うそつけ！　どう見ても本気よ！　本気で愉ゆ悦えつに浸ひたってる顔よ!!」


「だいたい、あんなコピーを書いてる時点で明らかに確信犯じゃない!!」


　──しまった。ぼくの繊せん細さいで清らかな心を来夏に壊こわされ、ちょっと妄想が暴走していた。しかしそれもまた──。


「演出だよ。虚きよ構こうの装そう飾しよくってとこさ。ぼくの小説と同じかな」


「……死・ね！」


　女子のひとりが吐き捨てるように言い、教室を出た。他ほかの女子はぼくに恐おそれと侮ぶ蔑べつの入りまじった視線を向けたまま黙だまりこんでいる。


「とりあえず……経過報告はこれで終わりにするよ」


　このまま発表を続けるのはなんだか危険な香かおりがしたので席へ戻もどろうとする。そのとき、女子の声で校内アナウンスが流れてきた。


「──私たちの聖域が、芥川丈途の変態的妄想により犯おかされました。我が身、我が友、我が学園を守らんとする閃撫子なでしこたちよ。ともに才能の限りを尽くしてのさばる性犯罪者を討うち取ろうではありませんか。繰くり返します──」


　その放送を聞くや否いなや、教室にいた女子が一いつ斉せいに立ち上がりぼくの前に来る。


「な、なんだよ……」


「問答無用！」


　誰だれかにみぞおちを殴なぐられ、その場に崩くずれ落ちてしまう。


「まだ意識があるわ！」


　その声を聞いた瞬しゆん間かん、首の後ろに走る強い衝しよう撃げきとともに意識が途と絶だえてしまった。








「──これより、閃学園の全ぜん乙女おとめを恐きよう怖ふのどん底に突つき落とした稀き代たいの変態作家、芥川丈途の裁判を始めます」


　スピーカーから響ひびく女子の声……。驚おどろいて目を覚ますと、ぼくはいつの間にか手足を縛しばられて体育館の床ゆかに転がされていた。


　ステージ上には黒いマントを身につけた女の子が何名か立ち、こちらを見おろしている。その恰かつ好こうはまるで法服を着た裁判官のようだった。


　女の子のひとりがぼくの作ったコピーを朗々と読み始める。


　……客観的に聞いていると、かなり屈くつ折せつした性せい癖へきの持主に思えてくるから不思議だ。


「で、判決は？」


　ステージ上から問いかける女の子の視線を追うと、ぼくの後ろに大勢の女生徒がひかえていたことに気づく。


「「──死し刑けい！」」


　満まん場じよう一いつ致ちの声。


　や……やばい！　いきなりのことでよくわからないけど……殺されそうだ!!


「ちょっと待ってくれ！　ぼくは授業で仕方なくあのポスターを作っただけで、下心や出来心やその他諸もろ々もろのやましい考えなんてなかったんだよ!!」


「裁判長。死し刑けい囚しゆうが嬉き々きとして己おのれのスケベ心を語っております」


「死刑で足らぬなら学園引回しのうえ石打ち釜かまゆで火あぶりをし、打首獄ごく門もんの後にガソリンがたっぷり染しみこんだ己のポルノ小説に囲まれ火を放たれて死ぬがいい」


「途と中ちゆうで絶対に死んでるし!!」


「裁判長。死刑囚は法で裁かれるくらいなら自ら命を絶つと言っております。私どもの手などにはかからないというわけです。すぐに刑けいの執しつ行こうを」


「だから待ってってば！　本気であのコピーみたいなことを考えてるわけないだろ！　いくら多感な男子高校生でもそこまで飢うえてないって!!」


「裁判長。死刑囚が己のスケベ心の凄すさまじさを自じ慢まんげに語っております。私どもはもう聞くにたえません。耳が腐り落ちてしまいます」


「おのれ変態丈途め……よもやここまでねじ曲がりきっておるとはな。この中に医術の天才はおらぬか!?　刑を執行した後に蘇そ生せいさせ、同じ刑を三度繰り返す!!」


「できるかっ!!」


　その後続けたぼくの必死の弁解も、大勢の女子が奏かなでる「死刑！」の連呼にかき消され誰も聞き入れてくれなかった。縛られたまま学園中を引き回される中、女子はここぞとばかりに剣けん道どう・柔じゆう道どう・コマンド殺法などでぼくを責め、吹ふき矢や・クロスボウ・ライフル銃じゆうなどでぼくを狙ねらい撃うち、音おん響きよう兵器・光学兵器・化学兵器などでぼくを人生の終わりへと追いこんだ。


　意識が遠のく中、ガーゴイルに乗って三さん途ずの川の上空で天使とたわむれていると、不意に赤い太陽のような輝かがやきに照らされる。


　慌あわてて目を開くと、学園を引き回されるぼくを遠巻きに眺ながめる鳴唐さんが見えた。彼女の跳はねるような赤毛は今、夕ゆう陽ひに照らされて温かな色をしている。


　──そうだ！　心清らかな彼女ならみんなを止めてくれるかもしれない。屈折した感性でぼくを誤解している女子たちを、その無む垢くな心で我に返らせてくれるかもしれない。


「鳴唐さん！　ぼく、凄すごい誤解を受けて死にそうなんだ！　助けてっっ!!」


　必死の叫さけびが届いたのか、彼女の口が開くのがわかった。


「吹音だって閃撫子だもん。早く安全な学園になって欲しいもん」


　ぼそりと言われた台詞せりふは、女子たちの罵ば声せいの合間を突くようにしてぼくの耳へと届く。彼女はこちらからさっと顔をそらすと、ぼくを無視してどこかへ去ってしまった。


　……鳴唐、さん……。


　短い人生だったな。そう思うと、一いつ滴てきの涙なみだがこぼれた。








　陽が沈しずんでからどれくらい経たっただろうか。ぼくを引き回しすぎて疲つかれた女子たちは、夕食をとるため寮りように帰ってしまった。ぼくは縛られたまま学園の隅すみに転がされ、放置されている。


「──しかしあの組写真、思った以上の効力だったな」


　闇やみの中から女の子の声が聞こえた。ここ最近ずっと聞いていた声。よく考えたら、この騒さわぎの元げん凶きようとしか思えない人物の声……。


「ポルノ作家が己の妄もう想そうを知られてつるしあげられる姿……。千せん載ざい一いち遇ぐうのシャッターチャンスだったんで手が離はなせなくてな。助けられなくてすまん」


「ぼくの命より写真かい!?　普ふ通つう、そこは助けるでしょ!!」


　来夏には文句のひとつやふたつ言いたかったが……女子にやられた体が痛んで、罵ののしる気力も失うせていた。


　転がったままため息をついていると、来夏がそばに来てぼくの縄なわをほどく。意外に思って見上げると、彼女は自分のハンカチを取り出してこちらの汚よごれを拭ぬぐい始めた。


「どういうつもりさ……」


「シャッターチャンスが終わったからな。お前のような逸いつ材ざい、死んでもらっては困る」


　来夏は思いのほか丹たん念ねんにぼくの汚れを拭っていたが、ふと手を止めるとジーパンの後ろのポケットにさしていた大きな紙を広げる。


「このポスターな、いろんなコピーをそえているがキャッチコピーはまだだったろ。全体を締しめるいいアイデアはないか？」


　彼女はぼくの介かい抱ほうなどすっかり忘れてポスターに見入っていた。


「ぼくが考えるとまた大変なことになるから、来夏が決めてよ」


「作家なんだからお前が決めろ。ズタボロにされたのも、お前のコピーが秀しゆう逸いつだったからだろ」


　ぼくは「もう、うんざりだよ……」と漏もらすと、空の星を眺めて再びため息をついた。


「根こん性じようのない奴やつだな、まったく……。ならこんなのはどうだ？」


　来夏はハンカチの汚れをインクがわりにして、ポスターになにか文字を書き始める。ぼくが女子更こう衣い室や女子トイレや女子寮などで好き放題やっている写真の上に記されたのは──。


『これもまた、天才！』


「どうだ。こんなこと言う学園、ぞくぞくしないか？」


　そう言って笑った来夏の顔は、ワンピースを着たあの写真のように素す直なおだった。




丈途と来夏＠動き出す部長の計画







「懐なつかしいな……あのポスターの話か」


　木の枝の上で、来夏が思い出すようにしてどこか遠くを見つめていた。


「そういえば、あのポスターってもうとっくに宣伝で使われてるはずだよね？　結局どうなったんだろう」


「かなり好評だったらしいぞ。今年の願書請せい求きゆうは例年の倍だ」


「凄い！　がんばったかいがあったね!!　……でも、あのポスターを見て閃学園に来たくなる人っていうのも、それはそれで問題があるような気がするけど……」


「なにを言う！　学園ファックは私の渾こん身しんのアイデアだったからな。当然の結果だ。それにしても……もう受験の時期か。私たちがこの学園に来て、もうすぐ一年が経つんだな……」


「そうか……そうだよね」


　思えば閃学園に来て色々なことがあった。入学直後におこなわれたクラス対たい抗こうのオリエンテーション大会。大切な物を賭かけておこなわれた才能テスト。自分のファンクラブにさらわれた謡江を助けるためにプレイしたリアルＲＰＧ。秩ちつ序じよ派と無秩序派にわかれておこなわれた思想の戦い……。


「考えてみれば、来夏とはずっと縁えんがあったね。のぞき魔ま騒そう動どうのときは来夏がぼくに濡ぬれ衣ぎぬを着せて犯人に仕立てあげようとしてたし、才能テストのときは来夏が鳴唐さんに黒くろ魔ま術じゆつ弁当を教えてぼくに渡わたさせてたし──」


　……なんだろう。話しているうちに段々腹が立ってきたな……。


「いいからさっさと本題に戻もどるぞ。話が横道にそれすぎた」


「よくない！　ぼく、来夏の被ひ害がいにたくさんあってる気がする!!」


「根に持つ奴だな……だが、本題の方が先だろう」


「いや、絶対に来夏から受けた被害の話が先──って、本題？　ぼくたち、なんの話をしてたんだっけ??」


「お前がクラスをかわる原因はなんなのかという話だろうが!!」


「あ……そ、そっか。ちゃんと話さないとわからないよね。あとで来夏からクラスのみんなにも伝えて欲しいし……。この間、閃新聞に載のせる特集の取材で来夏や鳴唐さんたちとリゾートへ行ったろ？　そこから今に繫つながるんだよ」


「……なるほど。あのリゾートでの一件が決定的だったわけだな」


　──そう。ぼくたちはみんなと一いつ緒しよにリゾートへ行き、特集の取材をおこなった。そこで、予想だにしなかったことが判明したのだ。それは──。


「まさか……部長に彼氏がいただなんてね……」


　凄すごく……凄くびっくりした。今まで男の影かげなどなかったし、ロッキーとブレイドという恐こわいＳＰたちもそばにいるので、てっきり独り身だとばかり思っていた。


「しかも相手があいつだからな……私も驚おどろいたぞ」


　来夏の言葉に、ぼくは激しく頷うなずく。


　誰だれが予想できたであろうか。あの部長の彼氏が、まさか──。


「なんでクロトなんだよ!!」


　ぼくの叫さけびは、辺りに虚むなしく響ひびいて消える……。


　クロトは映画シナリオの天才だ。ヒューマンドラマを得意とするらしいが……彼は閃学園の生徒たちが秩序派と無秩序派の二手にわかれて大きな争いを起こしたとき、秩序派のリーダーとして無秩序派のぼくや来夏たちと敵対した人物でもある。


「部長がクロトなんかとつき合うのも理解できないけど……そもそもぼく、あのふたりがつき合ってたの全っっ然気づかなかったよ!!」


「クロトと出会ったのは最近のことだからな。気づきようがあるまい。それに……彼氏と断じていいのかどうかもまだ微び妙みようだ」


「だってクロト、部長の肩かたを抱だいてたんだよ！　一緒にホテルの部屋に消えたし……」


「……男と女がホテルの部屋に消えればやることはひとつか……」


「あぁ……言わないで……。想像したくないから言わないで……」


　ぼくは部屋の窓まど枠わくに手を突つくと、声にならない声を出して呻うめく。


　来夏はそんなぼくを見つめ、考えるようにして口を開いた。


「あの一件で、部長が言っていた〝計画〟とやらはクロトと協力して進めているものだと判明した。しかも、新聞同好会はどうやらその計画に深く関かかわっているようだし……丈途、お前、またクロトのシナリオに踊おどらされてるんじゃないのか？」


「うっ……！　そ、それは……でもぼく、部長のことを疑いたくないし……」


「相変わらず甘い奴やつだ。リゾートで取材した特集の載った閃新聞……別の特集も組んであったよな？　しかもその特集は部長が作ったもので、お前は事前に内容を知らされてなかったらしいじゃないか。あの記事のせいで今、学園中がざわめき立ってるんだぞ」


　来夏は忌いま々いましげに言い捨てていた。


　ぼくは彼女の苛いら立だちを感じながら、机に置いていた閃新聞を手に取る。そこに載っていたのは……内乱が続く中東とおぼしき地域で、子供たちと遊びながら笑え顔がおを見せる部長とクロトの写真であった。


　部長は写真の下に、紛ふん争そうのせいで貧困に喘あえぐ者たちの記事を添そえている。そして「一年零ゼロ組が主導し、ボランティア企き画かくを立ち上げる」とも記していた。


　──そう。一年零組……そこが、ぼくの編入先なのだ。


　そして零組は……新聞同好会の部室でもあった。ノートの切れ端はしを大おお雑ざつ把ぱにテープ付けして作られた、新聞同好会の表札。その下には『一年零組』の表札が隠かくされていたのだ。


「零組へ行くということは、丈途は戦場へ行くのか？」


「まさか！　それはさすがに恐いんだけど……」


「まぁ、いくらなんでも戦場はないにしても……クロトが関わっているとなるときな臭くさいよなぁ。それに、部長の記事のおかげで学園中がボランティアムードになってるのも気にくわない。これじゃあまるで、閃新聞というメディアに学園生が操あやつられているみたいじゃないか」


　ぼくと来夏の間に、微妙な沈ちん黙もくが漂ただよう。


　新聞というメディアを使って学園生を操る……。もしそれが部長の狙ねらいなら、大変なことだ。閃学園はただでさえ世間から離はなれた環かん境きようの中にある。そこで発行されている学園新聞の影えい響きよう力は大きくて当り前なのだ。ゆえに報道内容には気を遣つかわなければならないというのに……。


「どうも、また一波乱ある気がするな」


「もうあったよ。だってぼく、今度から一年零組なんだもん……」


「だがまだボランティア企画の詳しよう細さいは発表されていない。お前のクラス編入などはじまりにすぎんだろう。おそらくこれからが本番だ」


「恐いこと言わないでよ……」


　いつもの同好会が、いつも通りに続くものだとばかり思っていた。しかし、もうそんなわけにはいかないらしい。部長の胸には弾だん痕こんのような傷きず痕あとがあったが……おそらくあれは、戦場で残った痕なのだろう。そこまでして彼女が進めたい〝計画〟とは一体……？


「でもぼく、部長のことは放ほうっておけないんだ」


　彼女はきっと、ぼくの想像もつかない大きなものを背負っている。そんな彼女が気き丈じように立っている様を見ると、そばで支えたくなってしまう。


「この先どうなるかわからないけど、とにかくがんばるよ」


「ずいぶんとざっくりした台詞せりふだな」


「まぁね。だってさ、ほんと、なにが起こるかわからないし……」


　ぼくは言いながら、木の枝にまたがった来夏を見つめる。そしてふと、疑問に思ったことを口にした。


「そういえば来夏、どうしてそんな所でカメラなんて構えてたの？」


「……ん？」


「よく考えたらおかしいよね。わざわざ木に登って男子寮りようのぼくの部屋を盗とう撮さつして……」


「盗撮とは失礼だな！　お前に贈おくったパンチラ写真が使われているところを撮とりに来ただけだ！　ポルノ作家がクラスメートとの別れを惜おしみつつ、しかし性せい欲よくに負けて妄もう想そうしている姿……実に醜みにくいと思わないか!!」


「……え？　もしかしてパンチラ写真、醜い写真を撮るために贈ったの??」


「もちろんだ！」


　…………………………………………………………………………………………………………。


「来夏ぁぁぁぁぁ!!」


　ぼくの怒ど鳴なり声で、来夏が思わず耳をふさいでいた。


　そして次の瞬しゆん間かん、「何事ですか!?」と外で守衛さんが駆かける音がする。


「──ちっ！　馬ば鹿か者もの！　こんな所で捕つかまったら面めん倒どうなことになるだろうが!!」


　来夏は吐はき捨てると同時に木からすべり降り、守衛さんに見つからないよう全速力で駆け始める。彼女の姿はあっという間に夜よ闇やみに溶とけて見えなくなってしまった。


「来夏……零組へ行くぼくに対していつも通りすぎるよ……。でもあの調子なら、零組に行っても来夏とはつき合いが続く気がするな」


　いや、来夏だけではない。他ほかのみんなとも続くだろう。あんなに個性的なみんなと、簡単につき合いが終わるはずがないのだ。


　ぼくは机の引出しを開け、中に入れていた一枚の写真を取り出す。ぼくが三組を出ていくと決まったとき、いつものメンバーと一いつ緒しよに教室前で撮った写真だ。来夏はその写真の中でも相変わらずの眼メ力ヂカラでこちらを見み据すえていた。そして他のメンバーは……。


　──瞳ひとみに溢あふれる涙なみだを拭ぬぐい、ろくに顔が見えなくなってしまっている──律。


　──またしても変なことに巻きこまれてしまったぼくへ呆あきれ顔を向ける──蘭。


　──そしてぼくの両りよう脇わきに分かれて立ち、心配そうにしているふたりの少女──謡江と鳴唐さん。


　謡江は不安げな表情を押し隠すようにしてカメラへ笑え顔がおを向けている。自分が不安を見せることで逆にぼくが謡江を心配してしまわないようにするためだろう。彼女らしい優やさしい気き遣づかいだった。


　鳴唐さんは逆に、不安を隠しきれず心配そうな顔をしている。そして、今じっくりと写真を眺ながめて初めて気づいたのだが……彼女は、まるで「行かないで」と言わんばかりにぼくの制服の裾すそをつかんでいた。


「鳴唐さん……」


　彼女の不安が痛いほど伝わってきた。まさか、ぼくが零ゼロ組へ行くことをここまで心配してくれるだなんて……。


「零組に行ったくらいでつき合いが終わるはずないよね。そんなこと……絶対にない。鳴唐さんも、謡江も、蘭も律も来夏も……」


　みんなで撮った写真を眺め、ぼくは決意を固めるように頷うなずいていた。






あとがき







　前巻で物語が大きく動き出したと思ったら……今回も急展開でしたね……。前巻と本巻、ふたつの伏ふく線せんが重なることで、物語はさらに加速してゆきます！


　本巻の展開に関しては、仕込みに中々時間がかかりました。なにせ、『Ｒ－15』の二巻の作業と並行して開始していた原げん稿こうが、やっと本巻で一冊にまとまりましたもので……。そういう事情もあってか、周りからは色々と言われる始末。


　曰いわく「よくそんなメンドクセーことやろうと思ったな」


　曰く「それ、刊行のタイミングが合わなかったらどうするつもりだったの!?」


　曰く「あの話とこの話、繫つながるんだ!?」





　──というわけで、皆様こんにちは!!（明らかに強ごう引いんな話題転てん換かん的あいさつ）





　今回は謎なぞのヒロイン〝部長〟が出ましたね！　藤真様からイラストのラフを頂いたとき、その絵の女王様っぷりに「おぉぉ!!」とテンションが超ちよう上がったことが昨日のことのようです。


　わちゃめちゃな丈途の日常に部長が加わることで、なにがどう変わるのか……。『Ｒ－15』、まだまだ怒ど濤とうの展開が続きます！


　ちなみに本巻、ある読切りの短編を収録しておりますので、そのご説明をさせて頂きます。





「純白パンティーの罠!?」


　このお話は「ザ・スニーカー　二〇〇九年八月号」に掲けい載さいされたものです。長編版『Ｒ－15』の二巻「こんにちは、ぼくの初恋」で、丈途と来夏の話題に出た一件がこれです。


『Ｒ－15』の一巻よりも先に世に出た、言うなれば『Ｒ－15』のプロローグ的な立ち位置にある作品です（内容は思いっきり、ある日の学園生活ですが……）。


　丈途と来夏の迷めいコンビ（？）ぶりが発揮されている作品でもあります。





　長編版『Ｒ－15』も、雑誌「ザ・スニーカー」で連れん載さい中の短編版『Ｒ－15』も、物語が急展開している最中でございます。藤真様、担当様、お忙いそがしい中で諸もろ々もろの作業を進めて頂き、恐きよう縮しゆくの至りです。


　そして読者の皆様。次巻は冬辺りに出ると思いますので、お楽しみ頂ければ幸いです。







伏見ひろゆき　　
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Rあーる-15じゆうご


よろしく女じよう王おう様さまの教きよう室しつ！





伏ふし見みひろゆき
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